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一
　
は
じ
め
に

本
稿
は
、
現
在
冒
三
経
注
疏
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
北
宋
・
邪
H
『
論
語
正
義
』
・
別
名
『
論
語
注
疏
」
)
が
、
そ
の
編
纂
に
際
し
て

依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
原
資
料
に
つ
い
て
、
一
つ
の
仮
説
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

北
宋
の
太
宗
(
在
位
3
7
彗
)
の
勅
命
に
よ
っ
て
、
・
そ
れ
ま
で
写
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
冨
経
正
義
」
(
『
鳩
易
「
扇
簑
巳
・

『
毛
詩
』
・
三
祀
記
』
・
扇
秋
』
)
が
初
め
て
印
刷
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
端
挟
(
冨
-
…
)
・
淳
化
(
崇
岩
-
…
)
年
間
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
続
け
て
『
公
羊
伝
ナ
・
『
穀
梁
伝
「
　
『
周
祀
「
　
罷
祀
』
・
軍
経
』
・
『
論
語
」
・
騙
扇
推
し
の
七
経
の
「
疏
」
が
刊
刻

さ
れ
た
の
は
、
太
宗
を
承
け
た
眞
宗
(
在
位
彗
⊥
O
N
N
)
の
成
平
(
双
岩
1
0
0
u
)
・
景
徳
(
-
0
0
T
-
0
0
3
年
間
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
眞

宗
は
こ
れ
ら
の
う
ち
特
に
『
孝
経
「
　
『
論
語
』
・
『
爾
雅
』
の
三
経
に
対
し
て
は
従
来
の
旧
疏
に
飽
き
足
り
ず
、
新
た
な
「
疏
」
を
作

る
よ
う
命
じ
た
。
こ
の
事
業
の
最
高
責
任
者
が
祭
酒
の
邪
H
(
∽
∽
N
-
-
0
-
0
)
で
あ
る
。

こ
の
間
の
事
情
は
哀
史
』
李
至
伝
・
耶
‥
西
伝
等
に
断
片
的
に
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
を
や
や
詳
し
く
ま
と
め
て
記
述
し
て
い
る
の
が
、

南
宋
二
土
應
麟
(
-
N
N
T
-
N
登
『
玉
海
=
巻
四
十
一
・
成
平
孝
経
論
語
正
義
の
条
)
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
三
経
の
新
た
な
「
疏
」

は
、
軍
経
」
は
庸
二
冗
行
沖
の
「
疏
」
を
、
扇
椎
』
は
孫
炎
と
高
雌
の
「
疏
」
を
、
そ
し
て
冨
語
」
の
場
合
は
染
・
皇
侃
の
疏
を
そ

れ
ぞ
れ
原
資
料
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
新
疏
の
原
資
科
に
つ
い
て
は
、
な
に
よ
り
も
那
H
自
身
の
手
に
成
る
軍
姪
注
疏
」

序
と
扇
雅
注
疏
』
序
か
ら
そ
れ
が
伺
え
る
の
で
あ
る
が
、
ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
冨
語
正
逆
に
は
序
文
が
無
い
。
王
氏

に
は
何
か
拠
る
べ
き
と
こ
ろ
が
有
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
本
稿
で
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
那
H
三
論
語
正
義
」
が
基
づ
い
た
と
い
わ
れ
る
梁
・
皇
輿
命
竿
∽
喜
r
論
語
義
琉
J
は
特
異
な

文
献
と
し
て
つ
と
に
名
高
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
書
は
邪
=
丙
の
新
疏
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
中
国
本
土
で
は
恐
ら
く
南
宋
時
代
に
す



で
に
亡
伏
し
た
も
の
ら
し
い
が
、
幸
い
に
も
我
が
国
に
は
伝
存
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
本
、
足
利
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
た
写
本
を
、

寛
廷
三
年
(
5
0
)
に
根
本
蓮
志
が
そ
の
師
の
荻
生
狙
棟
の
す
す
め
に
よ
っ
て
校
訂
刊
刻
し
た
も
の
が
、
清
代
に
中
国
に
逆
輸
入
さ
れ
た
結

果
、
当
時
の
考
証
学
者
に
衝
撃
を
与
え
、
つ
い
に
は
『
四
庫
全
書
」
中
に
も
採
録
さ
れ
た
ほ
ど
で
、
日
中
両
国
に
お
い
て
す
こ
ぶ
る
注
目

さ
れ
た
文
献
で
あ
る
。

そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
従
来
で
は
邸
撞
疏
の
性
格
・
特
徴
を
論
じ
る
場
合
、
主
と
し
て
こ
の
皇
侃
疏
と
の
比
較
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
　
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
が
、

兄
公
武
『
読
書
志
』
に
称
す
、
「
其
れ
亦
た
皇
侃
採
る
所
の
諸
儒
の
説
に
因
り
、
刊
定
し
て
成
る
」
と
。
今
、
其
の
書
を
観
る
に
、

大
抵
は
皇
氏
の
枝
蔓
を
前
射
し
、
而
し
て
杓
や
侍
す
る
に
義
理
を
以
て
す
。
漢
学
・
宋
学
藁
に
其
れ
転
関
す
。
是
の
疏
出
で
て
皇
疏
微

に
、
伊
洛
の
説
出
づ
る
に
迫
び
て
是
の
疏
も
又
た
微
な
り
。
故
に
冒
輿
翠
旦
に
日
く
、
「
其
の
書
、
章
句
訓
話
名
物
の
際
に
於

い
て
は
詳
ら
か
な
り
。
蓋
し
微
言
は
其
れ
未
だ
精
微
に
造
ら
ず
」
と
。

と
述
べ
て
い
る
の
が
そ
の
代
表
的
な
例
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
『
四
庫
提
要
』
は
『
論
語
正
義
』
が
「
皇
氏
の
枝
蔓
を
翻
刺

し
」
た
漢
学
の
終
着
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
梢
や
侍
す
る
に
義
理
を
以
て
」
し
て
宋
学
の
出
発
点
と
も
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
具
体
例
は
示
し
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
我
が
国
の
『
論
語
』
研
究
書
に
お
い
て
も
、
お
そ
ら
く
『
国
庫
提
要
』
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
同
様
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
き

た
。
い
ま
左
に
二
例
ほ
ど
紹
介
し
よ
う
。



○
今
皇
疏
と
比
較
し
て
見
る
と
、
大
概
皇
氏
の
説
に
因
り
、
煩
雑
を
去
っ
て
租
義
理
に
重
き
を
置
い
て
い
る
が
、
唯
章
句
訓
話
名

物
の
点
に
至
っ
て
は
甚
だ
詳
細
な
の
は
、
是
は
唐
の
正
義
の
模
倣
を
し
た
の
で
あ
ら
う
。
…
…
…
邪
疏
は
固
よ
り
皇
疏
に
基
い
て
作

ら
れ
た
の
だ
が
、
皇
疏
に
引
く
所
の
諸
儒
の
説
は
十
中
八
九
迄
刑
除
さ
れ
、
両
漢
貌
晋
の
旧
義
は
多
く
伝
は
ら
ず
、
時
恰
も
漢
宋
両

派
即
ち
訓
話
と
義
理
の
両
極
の
転
機
に
当
っ
た
が
故
に
、
邪
疏
も
多
分
に
大
義
に
重
点
を
置
い
て
居
り
、
本
書
が
出
て
か
ら
は
皇
疏

は
全
く
其
の
勢
力
を
失
っ
て
、
遂
に
漢
土
に
侠
す
る
に
至
り
、
更
に
程
朱
の
学
が
確
立
し
、
四
書
集
膣
を
宗
と
す
る
に
及
ん
で
は
、

耶
疏
も
亦
十
三
経
注
疏
と
共
に
高
閣
に
連
ね
ら
れ
て
顧
る
者
が
無
く
な
っ
た
。
(
高
田
眞
治
『
論
語
の
文
献
・
註
慧
巳
春
陽
堂

一
九
三
七
年
)

○
　
け
だ
し
論
語
に
お
い
て
は
皇
侃
の
義
疏
の
蕪
雑
を
刑
っ
て
修
正
を
加
え
た
も
の
で
、
た
し
か
に
一
段
の
進
歩
が
認
め
ら
れ
る
。

那
l
・
-
丙
の
正
義
が
出
て
皇
疏
が
亡
供
し
た
の
も
ま
こ
と
に
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
…
野
丙
の
正
義
は
皇
侃
の
義
疏
に
比
し
て

確
か
に
要
領
を
得
た
註
釈
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
皇
侃
の
煩
重
を
刑
去
し
た
ま
で
で
余
り
新
し
い
も
の
を
持
っ
て
は
い
な
い
。

(
武
内
義
雄
扇
語
の
研
究
〓
石
波
書
店
一
九
三
九
年
　
全
集
本
第
一
巻
)

以
上
の
よ
う
な
先
学
の
指
摘
を
、
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
と
刑
は
『
論
語
正
義
」
と
の
関
係
に
聖
て
言
え
ば
、
筆
者
も
ま
た
そ
れ
は
そ

れ
で
正
し
い
も
の
だ
と
認
め
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
確
か
に
扇
語
正
義
」
が
『
論
語
義
疏
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
例
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
筆
者
は
こ
の
た
び
『
論
語
正
義
』
を
通
読
し
て
み
て
、
皇
祝
『
論
語
義
疏
」
の
は
か
に
も
、
『
論
語
正
義
」
の
依
拠
し
た
一
つ

の
ま
と
ま
っ
た
原
資
料
が
想
定
し
得
る
と
の
見
解
を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
の
仮
説
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
方



の
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

二
　
論
語
正
義
と
五
経
正
義
と
の
関
係

さ
て
『
論
語
正
義
」
が
原
資
料
と
し
た
皇
祝
『
論
語
義
疏
」
以
外
の
文
献
が
何
で
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た

「
五
経
正
義
」
で
あ
る
と
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
述
べ
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
と
い
う
の
は
『
論
語
正
義
』
中
に
は
『
五
経
正
義
』
と

同
一
の
解
釈
、
と
い
う
よ
り
も
文
章
そ
の
も
の
の
一
致
す
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
か
ら
に
は
か
な
ら
な
い
　
(
付
録
一
「
論
語
正

義
・
五
経
正
義
対
照
表
」
参
照
)
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
具
体
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
先
ず
最
初
は
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
の
〓
単
と
『
左
伝
』
哀
公
十
四
年
の
一
条
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

這
義
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
缶
の
衷
公
十
四
年
に
起
き
た
斉
国
の
陳
恒
に
よ
る
拭
君
事
件
に
対
し
て
孔
子
が
と
っ
た
行
動
を
『
論
語
』
・

『
左
伝
」
　
の
両
書
が
記
録
し
た
も
の
で
、
そ
の
両
『
正
義
』
は
、
『
論
語
』
と
『
左
伝
」
　
の
記
述
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
た
だ

し
、
い
ま
は
文
章
の
内
容
は
さ
て
お
き
、
な
に
よ
り
も
文
章
表
現
そ
の
も
の
の
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
読
者
諸
兄
に
了
解
さ
れ
れ

ば
、
筆
者
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。
圏
点
を
施
し
た
部
分
は
特
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
論
語
正
義
-
†
-
〓
】

陳
成
子
拭
簡
公
、
孔
子
沐
浴
而
朝
、
告
於
哀
公
H
、
陳
恒
拭
其
君
、

請
討
之
、
公
日
、
告
夫
三
子
、
孔
子
日
、
以
吾
従
大
夫
之
後
、
不

敢
不
吉
也
、
君
日
告
夫
三
子
者
、
之
三
千
告
、
不
可
、
孔
子
日
、

【
春
秋
正
義
∽
T
-
苫
】

甲
午
、
齋
陳
恒
試
其
君
壬
干
野
川
、
孔
丘
三
日
替
而
請
伐
啓
三
、

公
日
、
魯
鵠
齋
弱
久
臭
、
子
之
伐
之
、
格
若
之
何
、
封
日
、
陳
恒

拭
其
君
、
民
之
不
興
者
半
、
以
魯
之
衆
、
加
斉
之
半
、
可
克
也
、



6
　
以
吾
従
大
夫
之
後
、
不
敢
不
告
也
、

○
陳
成
至
告
也
○
…
…

●

●

　

　

　

　

　

　

　

●

　

　

　

　

　

　

●

案
左
俸
録
此
事
、
輿
此
小
異
、
此
云
「
沐
浴
而
朝
」
、
彼
云
「
齋

而
請
」
、

●

　

　

　

　

　

　

　

　

●

此
云
「
公
日
l
告
夫
三
子
」
、
彼
云
「
公
日
予
告
季
孫
」
、

砥
、
齋
必
沐
浴
、
三
子
季
孫
鵠
長
、
各
記
其
一
、
故
不
同
耳
、

●

　

　

　

　

　

　

　

　

●

此
又
云
「
之
二
、
享
告
」
、
彼
無
文
者
、

侍
是
史
官
所
録
、
記
其
輿
君
言
耳
、
退
後
別
告
三
子
、
唯
弟
子
知

之
、
史
官
不
見
其
告
、
故
侍
無
文
也
、

公
日
、
子
吉
季
孫
、
孔
子
群
、
退
而
告
人
口
、
吾
以
従
大
夫
之
後

也
、
故
不
敢
不
言

○
孔
丘
至
告
人
○
正
義
日
、

●

●

　

　

　

　

　

　

　

●

　

　

　

　

　

　

●

論
語
録
此
事
、
典
此
小
異
、
披
云
「
沐
浴
而
朝
」
、
此
云
「
贅

而
請
」
、

●

　

　

　

　

　

　

　

　

●

披
云
「
公
口
舎
夫
三
子
」
、
此
云
「
公
日
子
告
季
孫
」
、

遭
、
替
必
沐
浴
、
三
子
季
孫
番
長
、
各
記
其
「
∵
故
不
同
箕

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

彼
於
「
退
而
告
人
」
之
下
、
又
云
「
之
三
子
告
」
、
此
無
文
者
、

倖
是
史
官
所
録
、
記
其
典
君
言
耳
、
退
後
別
告
三
千
、
唯
弟
子
知

之
、
史
官
不
見
其
告
、
故
倖
無
文
也
、

右
の
例
を
含
め
て
以
下
に
本
稿
で
引
用
す
る
「
論
語
正
藍
と
ト
五
経
正
義
』
の
底
本
に
は
、
嘉
慶
二
十
年
江
西
南
呂
扇
学
問
艇
の
い
わ
ゆ
る
駈

刻
「
十
三
経
注
疏
」
本
を
用
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
が
現
在
‥
晋
流
布
す
る
版
本
で
あ
る
か
ら
に
は
か
な
ら
な
い
。
上
段
に
r
論
語
正
芭
・

下
段
に
五
経
正
義
」
を
配
し
、
そ
の
対
照
に
便
な
ら
し
め
た
。
算
用
数
字
は
玩
刻
本
の
巻
数
・
葉
致
(
a
は
妾
∵
b
は
登
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
の
例
で
言
え
ば
、
「
論
語
正
義
」
は
巻
十
凶
∵
十
一
柴
輿
「
春
秋
正
塵
は
巻
五
十
九
・
十
九
柴
裏
空
目
玩
す
る
こ
と
に
な
る
D

ま
ず
最
初
に
「
経
伝
文
」
、
そ
れ
に
続
く
〔
〕
内
は
そ
の
「
注
釈
」
の
文
章
で
あ
る
(
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
「
論
語
正
至
は
何
宴
の
「
葉

解
し
、
「
春
秋
正
義
」
が
杜
預
の
「
集
解
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
例
で
は
双
方
の
「
注
釈
」
を
引
用
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は

た
ま
た
ま
「
注
釈
」
に
対
応
す
る
「
正
義
」
が
無
い
か
ら
で
あ
る
)
。
さ
ら
に
続
く
「
○
～
O
」
は
そ
の
標
起
止
。
引
用
し
た
「
正
逆
の
文
章
は
・



紙
幅
の
都
合
と
対
照
の
便
の
た
め
、
必
ず
し
も
標
起
止
以
下
の
全
文
で
は
な
い
が
、
文
章
の
途
中
を
省
略
し
た
こ
と
を
示
す
符
号
「
…
⊥
が
無
い

か
ぎ
り
、
た
と
え
改
行
し
て
は
い
て
も
、
そ
れ
は
本
来
連
植
祝
し
た
文
章
で
あ
る
。
こ
の
例
の
場
合
、
r
論
語
正
義
」
　
は
部
分
引
用
(
標
起
止
以
下
の

後
半
部
)
、
「
春
秋
正
義
」
　
は
全
文
を
引
用
し
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
左
に
　
r
春
秋
正
義
」
を
通
釈
し
て
み
よ
う
。

r
論
語
」
に
こ
の
事
件
を
記
録
し
て
い
る
が
、
こ
の
(
「
左
伝
」
の
)
文
章
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
か
し
こ
(
芸
豊
巴
)
で
は

「
沐
浴
し
て
朝
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
弄
し
て
請
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
。
か
し
こ
で
は
「
公
日
く
、
夫
の

二
三
子
に
告
げ
よ
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
公
日
く
、
子
、
季
孫
に
告
げ
よ
」
と
言
っ
て
い
る
。
(
こ
の
違
い

が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
)
礼
の
定
め
で
は
斉
戒
に
は
必
ず
沐
浴
を
す
る
。
ま
た
三
子
の
う
ち
で
は
季
孫
が
年
長
者
で

あ
る
。
(
つ
ま
り
)
各
々
が
そ
の
一
方
を
記
録
し
た
た
め
、
同
じ
表
現
と
な
ら
な
か
っ
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
(
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
本

質
的
な
違
い
は
な
い
の
で
あ
る
。
)

(
た
だ
)
　
か
し
こ
で
は
「
退
き
て
人
に
告
ぐ
」
の
下
文
に
、
さ
ら
に
「
三
子
に
之
き
て
告
ぐ
」
と
述
べ
て
い
る
の
に
、
こ
こ
に
そ

の
文
章
が
無
い
の
は
　
(
な
ぜ
か
と
い
え
ば
)
、
『
左
伝
』
は
史
官
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
魯
君
と
の
会
話
を
記
録
す
る
に
過

ぎ
な
い
。
(
孔
子
が
君
前
を
)
退
出
し
た
後
で
別
に
≡
子
に
告
げ
た
こ
と
は
、
弟
子
が
知
っ
て
い
る
だ
け
で
ハ
史
官
は
そ
の
告
げ
た

場
面
を
見
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
わ
け
で
『
左
伝
」
に
は
そ
の
文
章
が
無
い
の
で
あ
る
。

『
論
語
正
義
』
　
の
解
釈
が
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
目
し
て
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
「
彼
」
「
此
」
が
入
れ
替
わ
り
、
わ



ず
か
に
表
現
の
詳
略
が
あ
る
ほ
か
は
、
全
く
同
一
の
文
章
で
あ
る
。
さ
き
に
、
「
『
論
語
正
義
』
中
に
は
、
『
五
経
正
義
』
に
ほ
と
ん
ど
一

致
す
る
解
釈
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
例
を
多
数
見
出
し
得
る
事
実
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
例
は
い
ず
れ
も
論
旨
の
展
開
、
引
用
す
る
文
献
等
、
偶
然
の
一
致
と
は
見
な
せ
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
全

て
の
例
を
本
稿
で
挙
げ
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
三
経
正
義
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
論
証
に
必
要
な
限
り
例
文
と
し
て
挙
げ

る
こ
と
と
し
た
い
。
最
初
に
『
周
易
正
義
』
と
の
対
照
、
次
い
で
『
祀
記
正
義
』
、
以
下
『
毛
詩
正
義
」
『
尚
古
正
義
』
『
春
秋
正
義
』
と

い
う
順
に
紹
介
し
て
い
く
。

三
　
論
語
正
義
と
周
易
正
義
・
檀
記
正
義
と
の
関
係

『
論
語
正
義
』
の
解
釈
が
『
周
易
正
義
」
の
そ
れ
と
一
致
す
る
例
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
全
部
で
六
例
。
し
か
も
他
の
冨
経
正
義
」

に
比
べ
る
と
、
短
文
で
あ
る
の
が
特
徴
だ
と
い
え
よ
う
。
ま
ず
最
初
の
例
は
「
乾
卦
文
言
伝
」
に
つ
い
て
の
両
這
義
」
の
解
釈
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
甲
ふ
迂
】

夫
子
之
言
性
輿
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
〔
性
者
人
之
所
受
以
生
也
、

天
道
者
元
亨
日
新
之
道
、
探
微
故
不
可
得
而
聞
也
〕

○
注
性
者
至
問
也
○
…
ト
:

「
天
道
者
元
亨
日
新
之
道
」
者
、
案
易
乾
卦
云
「
些
空
了
利
貞
」
、

文
言
日
「
元
者
善
之
長
也
、
亨
者
嘉
之
含
也
、
利
者
義
之
和
也
、
・

【
周
易
正
義
T
-
O
b
】

文
言
日
、
元
者
善
之
長
也
、
亨
者
嘉
之
昏
也
、
利
者
義
之
和
也
、

貞
者
事
之
幹
也
、
…
…
故
日
乾
元
亨
利
貢
、

○
文
言
日
至
乾
元
亨
利
貞
○
…
…
…



貞
者
事
之
幹
也
」
、

謂
天
之
毘
性
、
生
養
薔
物
、
善
之
大
老
、
莫
善
施
生
、
元
焉
施
生

之
宗
、
放
言
「
元
者
善
之
長
也
」
、

嘉
美
也
、
言
天
能
通
暢
蕎
物
、
使
物
嘉
美

而
含
栞
、
故
云
「
嘉
之
含
也
」
、

「
利
者
義
之
和
也
」
者
、
言
天
龍
利
益
庶
物
、
使
物
各
得
其
宜
而

和
同
也
、

「
貞
者
事
之
幹
」
者
、
言
天
能
以
中
正
之
気
、
成
就
萬
物
、
使
物

皆
得
幹
済
、
此
明
天
之
徳
也
、

●
●
荘
氏
云
、
第
一
節
「
元
者
善
之
長
」
者
、

謂
天
之
鴨
性
、
生
養
語
物
、
善
之
大
者
、
莫
善
施
生
、
元
焉
施
生

之
宗
、
放
言
「
元
者
善
之
長
也
」
、

「
亨
者
嘉
之
合
」
者
、
嘉
美
也
、
言
天
能
通
暢
蕎
物
、
使
物
嘉
美

之
合
果
、
故
云
「
嘉
之
合
也
」
、

「
利
者
義
之
和
」
者
、
言
天
能
利
益
庶
物
、
使
物
各
得
其
宜
而
和

同
也
、
「
貞
者
事
之
幹
」
者
、
言
天
能
以
中
正
之
気
、
成
就
萬
物
、
使
物

●
●

皆
得
幹
済
、
荘
氏
之
意
、
以
此
四
句
明
天
之
徳
也
、

こ
こ
に
引
用
し
た
下
段
『
周
易
正
義
』
の
文
章
に
関
し
て
い
え
ば
、
最
初
の
「
荘
氏
云
」
の
後
に
「
文
言
伝
」
の
文
章
を
分
割
し
て
説

明
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
最
終
行
の
「
荘
氏
之
意
」
と
い
う
一
句
の
前
ま
で
を
荘
氏
の
説
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
な
る
と
上

段
に
引
用
す
る
冨
語
正
義
』
(
公
冶
長
)
の
解
釈
は
そ
の
ま
ま
『
周
易
正
義
』
所
載
の
「
荘
氏
」
の
説
に
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と

こ
ろ
が
扇
語
正
義
』
に
は
「
荘
氏
」
の
名
前
の
見
え
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
は
た
し
て
こ
れ
を
意
識
的
に
省
略
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
次
に
引
用
す
る
同
じ
「
乾
卦
文
言
伝
」
の
例
で
は
、
『
論
語
正
義
』
　
(
季
氏
)
が
「
荘
氏
」
の
名
前
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
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【
論
語
正
義
-
?
曾
】

畏
大
人
〔
大
人
即
聖
人
、
輿
天
地
合
其
徳
〕

○
注
大
人
即
聖
人
輿
天
地
合
其
徳
○
正
義
日
、

易
云
「
利
見
大
人
」
、
即
聖
人
也
、
　
乾
卦
文
言
日
「
夫
大
人
者

●
●

輿
天
地
合
其
徳
」
、
荘
氏
云
、
謂
覆
載
也
、

「
輿
日
月
合
其
明
」
、
謂
照
臨
也
、

「
輿
四
時
合
其
序
」
、
若
賞
以
春
夏
、
刑
以
秋
冬
之
類
也
、

「
輿
鬼
神
合
其
吉
凶
」
、
若
福
善
禍
淫
也
、

此
猫
學
「
天
地
合
其
徳
」
者
、
撃
一
隅
也
、

【
周
易
正
義
T
N
O
b
】

夫
大
人
者
輿
天
地
合
其
徳
、
輿
日
月
合
其
明
、
輿
四
時
合
其
序
、

輿
鬼
神
合
其
吉
凶
、
…
…

○
夫
大
人
者
至
況
於
鬼
神
乎
○
…
…

●
●

「
輿
天
地
合
其
徳
」
者
、
荘
氏
云
、
詣
覆
載
也
、

「
輿
日
月
合
其
明
」
者
、
謂
照
臨
也
、

「
興
四
時
合
其
序
」
者
、
若
賞
以
春
夏
、
刑
以
秋
冬
之
類
也
、

「
輿
鬼
神
合
其
吉
凶
」
者
、
若
福
善
禍
淫
也
、

短
文
の
『
周
易
正
義
」
の
例
の
中
で
比
較
的
長
い
も
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
実
は
以
上
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

れ
か
ら
だ
け
で
は
遍
語
正
義
』
が
扇
易
正
義
」
か
ら
直
接
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
荘
氏
」
説
を
記
載
す
る
他
の

文
献
か
ら
引
用
し
た
の
か
、
に
わ
か
に
は
決
定
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
右
に
見
え
る
「
荘
氏
」
に
つ
い
て
は
・
屈
書
」
経

籍
志
以
下
の
文
献
目
録
に
も
著
録
が
な
く
、
そ
の
人
物
を
は
じ
め
と
す
る
詳
細
は
い
っ
さ
い
不
明
で
あ
る
。
我
々
は
百
易
正
義
」
中
所

引
の
二
十
三
条
(
清
・
馬
国
翰
冒
函
山
房
輯
侠
苦
し
で
は
「
荘
氏
易
義
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
)
に
よ
っ
て
の
み
「
荘
氏
」
の
存

在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
北
宋
の
耶
=
輿
が
直
接
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
文
献
で
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
「
荘

氏
」
説
を
記
載
す
る
他
の
文
献
か
ら
引
用
し
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
右
に
引
用
し
た
二
例
に
つ
い
て
も
、
「
荘
氏
」

説
の
有
無
に
そ
れ
ほ
ど
意
味
は
な
く
、
単
な
る
引
用
の
仕
方
の
詳
略
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
『
論
語
正
義
」
が
屈
易
正
義
」
の
文
章
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に
拠
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
扇
語
正
義
」
に
は
こ
の
他
に
屈
易
正
義
」
中
の
極
め
て
短
い
文
章
と
一
致
す
る
も
の
が
四
例
ほ
ど
見
出
さ
れ
る
。
以
下
に
そ

の
短
い
例
を
、
前
後
の
文
章
は
省
略
し
て
引
用
し
ょ
う
。
順
次
『
周
易
正
義
』
(
?
N
b
・
=
O
b
・
N
l
U
N
a
・
?
畳
と
そ
れ
に
対
応
す
る

r
論
語
正
義
」
　
(
†
u
b
・
7
-
a
こ
N
ふ
己
・
〓
⊥
王
　
で
あ
る
。

【
易
】
　
　
　
　
　
　
　
「
敬
義
立
而
徳
不
孤
」
者
、
身
有
敬
義
、
以
接
於
人
、
別
人
亦
敬
義
以
應
之
、
是
徳
不
孤
也
、

【
論
】
案
坤
卦
文
言
日
、
「
…
…
敬
義
立
而
徳
不
孤
」
、
言
身
有
敬
義
、
以
接
於
人
、
別
人
亦
敬
義
以
應
之
、
是
亦
徳
不
孤
也
、

【
易
】
　
「
利
者
義
之
和
也
」
者
、
　
　
　
　
　
言
天
能
利
益
庶
物
、
使
物
各
得
其
宜
而
和
同
也
、

【
論
】
云
「
利
者
義
之
和
也
」
者
、
乾
卦
文
言
文
也
、
言
天
龍
利
益
庶
物
、
使
物
各
得
其
宜
而
和
同
也
、

【
易
〓
謙
尊
而
光
、
卑
而
不
可
股
」
者
、
尊
者
有
謙
而
更
光
明
盛
大
、
卑
　
謙
而
不
可
践
越
、
是
君
子
之
所
終
也
、

【
論
】
此
周
易
謙
卦
末
節
也
、
　
　
言
尊
者
有
謙
而
更
光
明
盛
大
、
卑
者
有
謙
而
不
可
拾
越
、

【
易
〓
説
以
先
民
、
民
忘
其
螢
」
…
…
先
以
説
橡
撫
民
、
然
後
便
之
従
事
、
則
民
皆
謁
力
、
忘
其
従
事
之
努
、

【
論
】
此
周
易
党
封
歳
計
文
也
、
　
言
先
以
説
預
撫
民
、
然
後
便
之
従
事
、
則
民
皆
掲
力
、
忘
其
従
事
之
努
苦
也
、

以
上
の
例
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
偶
然
の
解
釈
の
一
致
と
は
思
わ
れ
ず
、
や
は
り
『
論
語
正
義
』
が
『
周
易
正
義
』
か
ら
引
用
し
て
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い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
数
は
最
初
に
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
多
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
そ
の
全

て
を
紹
介
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
『
論
語
正
義
』
が
い
ず
れ
の
例
で
も
『
周
易
』
の
本
文
を
引
用
し
た
上
で
、
『
周
易
正
義
』
の
解

釈
を
冨
語
』
解
釈
の
文
章
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
記
憶
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

○

さ
て
次
は
『
祀
記
正
義
』
の
例
で
あ
る
。
『
祀
記
正
義
』
と
『
論
語
正
義
』
の
解
釈
が
一
致
す
る
も
の
は
、
全
体
で
八
例
見
出
し
得
る
。

そ
の
数
は
這
記
正
義
』
の
分
量
か
ら
み
て
、
先
の
『
周
易
正
義
」
と
比
較
す
れ
ば
、
決
し
て
多
い
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
か
な
り
長

文
の
も
の
が
含
ま
れ
る
の
が
特
徴
だ
と
い
え
よ
う
か
。
い
ま
三
例
ほ
ど
挙
げ
よ
う
。

、

最
初
の
例
は
、
扇
語
』
(
為
政
)
と
『
祀
記
』
(
中
庸
)
の
両
経
書
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
「
温
故
而
知
新
」
と
い
う
一
句
に
つ
い
て
の

解
釈
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
N
-
合
・
u
a
】

子
日
、
温
故
而
知
新
、
可
以
鵠
師
央
〔
温
尋
也
、
尋
緯
故
者
、
又

知
新
者
、
可
以
番
人
師
央
〕

○
注
温
尋
也
○
正
義
日
、

案
中
庸
云
「
温
故
而
知
新
」
、
鄭
注
云
「
温
謹
如
帰
温
之
温
、
謂

故
學
之
乳
臭
、
後
時
習
之
、
謂
之
温
」
、

【
祀
記
正
義
∽
㌣
∞
b
・
雷
】

温
故
而
知
新
、
敦
厚
以
崇
祀
　
　
〔
…
…
温
説
如
揖
温
之
温
、
詔

故
學
之
親
臭
、
後
時
習
之
、
謂
之
温
〕

○
注
温
読
如
掃
温
之
温
○
正
義
日
、

案
左
侍
衷
十
二
年
「
公
舎
呉
王
案
皐
、
大
事
璽
絹
尋
盟
、
子
貢
封
　
案
左
侍
哀
十
二
年
「
公
昏
具
王
美
幸
、
大
事
壁
用
尋
盟
・
子
貢
封



日
、
盟
可
尋
也
、
亦
可
寒
也
」
、
貫
達
注
云
「
尋
温
也
」
、

又
有
司
徹
云
「
乃
熱
P
姐
」
、
是
尋
齋
温
也
、

言
入
善
學
巳
精
熟
、
在
後
更
習
之
、
猶
若
温
頼
政
食
也
、

日
、
盟
若
可
尋
也
、
亦
可
寒
也
」
、
貫
達
注
云
「
尋
温
也
」
、

又
有
司
徹
云
「
乃
妓
戸
狙
」
、
是
帰
焉
温
也
、

云
「
謂
故
學
之
貌
臭
、
後
時
習
之
、
謂
之
温
」
者
、

謂
賢
人
菖
學
巳
精
熟
、
在
後
更
習
之
、
猶
若
温
尋
故
食
也

扇
語
」
と
冠
記
」
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
「
温
故
而
知
新
」
と
い
う
一
句
に
つ
い
て
の
解
釈
は
、
「
軌
ご
と
「
麟
」
、
「
頗
」
と

「
尋
」
の
よ
う
な
文
字
の
異
同
は
若
干
あ
る
け
れ
ど
も
、
引
用
す
る
文
献
や
そ
の
解
釈
な
ど
、
二
つ
の
這
義
』
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。

そ
し
て
両
『
正
義
」
は
と
も
に
標
起
止
以
下
の
全
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
論
語
正
義
』
が
『
檀
記
正
義
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
だ
と
見
な

し
得
る
例
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
次
に
挙
げ
る
の
も
そ
の
よ
う
な
例
の
一
つ
で
、
『
論
語
』
　
(
郷
党
)
と
『
檀
記
』
　
(
玉
藻
)
の
『
正
義
』
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
-
?
冒
】

紹
衣
美
袋
、
素
衣
嘩
琴
…
‥
〔
孔
日
、
服
皆
中
外
之
色
相
稀
也
〕

○
注
服
皆
中
外
之
色
相
稀
也
○
…
…

其
素
衣
寛
袋
、
則
在
國
視
朔
之
服
也
、

●

●

●

●

卿
大
夫
士
亦
皆
然
、
故
郷
玄
注
此
云
「
素
衣
尭
菜
、
視
朔
之
服
」

1
3
　
是
也
、

【
祀
記
正
義
∽
T
-
b
】

君
衣
狐
白
菜
、
錦
衣
以
褐
之
　
〔
君
衣
狐
自
毛
之
袋
、
…
…
詩
云
…

…
象
袋
色
也
〕

○
注
詩
云
至
色
也
○
…
…

其
在
国
視
朔
、
則
素
衣
盛
装
、●
●

●

卿
大
夫
士
亦
皆
然
、
　
放
論
語
注
云
「
素
衣
寛
袋
、
視
朔
之
服
」

是
也
、



1
4
　
其
受
外
囲
脾
享
、
亦
素
衣
額
装
、

故
楷
璋
石
「
褐
降
立
」
、
注
引
玉
藻
云
「
塀
袋
青
紆
褒
絞
衣
以
楊

之」、
●

又
引
此
云
「
素
衣
額
装
、
皮
弁
、
時
戎
素
衣
」
、

如
郷
此
言
、
則
褐
衣
戎
絞
戎
素
不
定
也
、

●
●
熊
氏
云
「
臣
用
絞
、
君
用
素
」
、

●
●
皇
氏
云
「
素
衣
璃
正
、
記
者
乱
言
絞
耳
」
、

其
受
外
國
聴
享
、
亦
素
衣
額
装
、

故
職
種
「
公
褐
降
立
」
、
注
引
玉
藻
云
「
頃
袋
青
紆
褒
絞
衣
以
褐

之」、
●
●

又
引
論
語
云
「
素
衣
兜
袋
、
皮
弁
、
時
戎
素
衣
」
、

如
鄭
此
言
、
別
掲
衣
戎
絞
戎
素
不
定
也
、

●
●
熊
氏
云
「
臣
用
絞
、
君
用
素
」
、

●
●
皇
氏
云
「
素
衣
焉
正
、
記
者
乱
言
絞
耳
」
、

こ
の
例
も
ほ
ぼ
両
者
が
姦
す
る
例
で
あ
る
　
と
こ
ろ
で
、
も
し
我
々
が
冨
語
正
義
」
と
冠
記
正
義
』
が
姦
す
る
と
い
う
事
実

に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
『
論
語
正
義
」
の
最
後
部
に
見
え
る
「
皇
氏
」
説
が
白
票
硯
『
論
語
義
疏
」
の
文
章
だ

と
見
な
す
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
『
論
語
義
疏
」
中
に
は
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
皇
侃
の
見
解
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
で

は
こ
の
「
皇
氏
」
説
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
同
じ
皇
侃
の
別
の
著
作
冠
記
義
疏
し
中
の
文
章
な
の
で
あ
る
。

(
た
だ
し
ど
う
い
う
わ
け
か
『
玉
函
山
房
輯
侠
至
に
こ
の
一
条
を
収
録
し
て
い
な
い
。
)
な
お
『
論
語
正
義
J
に
は
こ
の
他
に
も
、
皇

氏
『
確
記
義
疏
』
の
文
章
を
引
用
し
た
箇
所
が
も
う
一
例
あ
る
。
陽
貨
篇
(
-
‡
ト
)
コ
思
紫
之
奪
朱
色
也
」
章
の
『
葉
解
」
の
部
の
冨

義
』
は
、
全
文
が
皇
侃
説
(
百
七
十
二
字
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
冠
記
正
義
二
王
藻
N
冨
冨
)
に
引
用
さ
れ
た
皇
氏
説
そ
の
ま
ま
で

あ
る
。そ

し
て
同
様
に
こ
こ
に
見
え
る
「
熊
氏
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
人
物
は
皇
侃
冨
語
義
疏
」
中
に
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
『
論
語
」
注
釈

者
の
「
熊
埋
」
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
這
記
義
疏
」
の
著
述
が
あ
る
北
周
の
熊
安
生
な
の
で
あ
る
。
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『
論
語
正
義
」
中
に
引
用
さ
れ
た
「
熊
氏
」
は
凡
て
囲
例
で
あ
る
が
、
実
は
熊
安
生
(
三
例
)
と
熊
埋
(
一
例
)
と
が
混
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
(
付
録
二
「
論
語
正
義
引
書
索
引
」
参
照
)
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
『
論
語
正
義
』
が
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
だ
け
に
よ
っ
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
r
論
語
正
義
」
　
が
校
数
の
重
科
か
ら
採
録
し
た
こ
と
を
示
す
一
例
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
　
『
祀

記
正
義
」
自
身
が
皇
侃
『
祀
記
義
疏
」
と
熊
安
生
の
　
『
祀
記
義
疏
」
　
の
二
つ
を
原
資
料
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
孔
穎
達
『
祀
記
正

義
」
　
序
に
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
。

さ
て
右
の
二
例
は
比
較
的
短
文
の
例
で
あ
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
極
め
て
長
文
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
文
章
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
例
も

あ
る
。

【
論
語
正
義
N
-
雷
・
b
】

千
日
、
股
因
於
夏
穂
、
所
損
益
可
知
也
　
〔
馬
日
、
所
因
謂
三
綱
五

常
、
所
損
益
謂
文
質
三
統
〕

○
注
鳥
目
至
三
統
○
…
…

夏
尚
黒
、
股
尚
白
、
周
尚
赤
、
此
之
謂
三
銃
、

政
吉
倍
略
説
云
「
天
有
三
絞
、
物
有
三
攣
、
故
正
色
石
三
、
天
有

三
生
三
死
、
故
土
有
三
王
、
王
特
一
生
死
」
、

又
春
秋
緯
元
命
包
及
聖
経
稽
耀
嘉
云
「
夏
以
十
三
月
鵠
正
、
息
卦

受
泰
」
、
注
云
「
物
之
始
、
其
色
尚
黒
、
以
寅
鵠
朔
」
、

「
股
以
十
二
月
番
正
、
息
卦
受
臨
」
、
注
云
「
物
之
牙
、
其
色
尚

【
祀
記
正
義
?
-
N
a
・
b
・
-
∽
a
】

夏
后
氏
尚
黒
…
…

○
夏
后
重
用
酔
○
…
…

夏
尚
窯
、
股
尚
白
、
周
尚
赤
、
此
之
謂
三
枕
、

故
苦
情
略
説
云
「
天
有
三
枕
、
物
有
二
遠
父
、
故
正
色
有
三
、
天
宥

三
生
三
死
、
故
士
有
三
王
、
王
特
一
生
死
」
、

又
春
秋
緯
元
命
屯
及
磐
緯
稽
耀
嘉
云
「
夏
以
十
三
月
鶏
正
、
息
卦

受
泰
」
、
注
云
「
物
之
始
、
其
色
尚
黒
、
以
寅
鵠
朔
」
、

「
段
以
十
二
月
鵠
正
、
息
卦
受
臨
」
、
注
云
「
物
之
牙
、
其
色
尚



1
6
　
日
、
以
雑
鳴
鵠
朔
」
、

「
周
以
十
一
月
鵠
正
、
.
息
封
受
復
」
、
「
其
色
尚
赤
、
以
夜
半
鵠

朔」、
又
三
正
記
云
「
正
朔
三
両
改
、
文
質
再
而
復
」
、
以
此
推
之
、
日

夏
以
上
、
皆
正
朔
三
両
改
也
、

鄭
注
尚
書
「
三
畠
、
高
陽
氏
之
後
用
赤
組
、
高
辛
氏
之
後
用
黒
紺
、

其
鎗
諸
侯
用
自
縛
」
、

如
鄭
此
意
、
甜
而
推
之
、
.
舜
以
十
一
月
焉
正
尚
赤
、
尭
以
十
二
月

鵠
正
尚
白
、
故
日
「
其
鎗
諸
侯
用
自
縛
」
、

高
辛
氏
以
十
三
月
焉
正
尚
黒
、
故
云
「
高
辛
氏
之
後
用
里
蕗
」
、

高
陽
氏
以
十
一
月
番
正
尚
赤
、
故
云
「
高
陽
氏
之
後
用
赤
柑
」
、

有
少
埠
以
十
二
月
番
正
尚
白
、
黄
帝
以
十
二
有
為
正
尚
里
「
神
農

以
十
一
月
焉
正
尚
赤
、
′
女
抽
以
十
二
月
焉
正
尚
白
、
伏
義
以
上
未

有
聞
焉
、

易
説
卦
云
「
帯
出
乎
震
」
、
則
伏
義
也
、
建
寅
之
月
、
叉
木
之
始
、

其
三
正
富
従
伏
義
以
下
、

「
文
質
再
而
復
」
者
、
文
質
法
天
地
、
文
法
天
、
質
法
地
、

周
文
法
地
而
烏
天
正
、
股
質
法
天
而
焉
地
正
者
、
正
朔
文
質
不
相

白
、
以
雑
鴫
篤
朔
」
、

「
周
以
十
一
月
矯
正
、
息
卦
受
復
」
、
「
其
色
尚
赤
、
以
夜
半
鵠

朔」、
又
三
正
記
云
「
正
朔
三
而
改
、
文
質
再
而
復
」
、
以
此
推
之
、
日

夏
以
上
、
皆
正
朔
三
両
改
也
、

郷
注
尚
書
「
二
両
、
高
陽
氏
之
後
用
赤
紺
、
高
辛
氏
之
後
用
黒
輿

其
鎗
諸
侯
用
自
縛
」
、

如
鄭
此
意
、
細
面
推
之
、
舜
以
十
一
月
娼
正
尚
赤
、
尭
以
十
二
月

焉
正
尚
白
、
故
日
「
其
鎗
諸
侯
用
自
給
」
、

高
辛
氏
以
十
二
月
鵠
正
尚
黒
、
故
云
「
高
辛
氏
之
後
用
里
一
紺
」
、

高
陽
氏
以
十
一
月
焉
正
尚
赤
、
故
云
「
高
陽
氏
之
後
用
赤
紺
」
、

有
少
埠
以
十
二
月
篤
正
尚
白
、
黄
帝
以
十
三
月
貧
正
尚
軍
神
農

以
十
一
月
鵠
正
尚
赤
、
・
女
鍋
以
十
二
月
篤
正
尚
白
、
伏
犠
以
上
未

有
閑
焉
、
・

易
説
卦
云
「
前
出
乎
震
」
、
則
伏
義
也
、
建
寅
之
月
、
叉
木
之
始
、

其
三
正
常
従
伏
義
以
下
、
I
I
.

「
文
質
再
而
復
」
者
、
文
質
法
天
地
、
文
法
天
、
質
法
地
、

周
文
法
地
面
焉
天
正
、
股
質
法
天
而
篤
地
正
者
、
正
朔
文
質
不
相



須
、
正
朔
以
三
両
改
、
文
質
以
二
而
復
、
各
自
為
義
、
不
須
相
也

建
子
之
月
焉
正
者
、
謂
之
天
托
、
以
天
之
陽
気
姑
生
、
焉
百
物
得

陽
気
、
徴
杓
動
攣
、
放
鳥
天
銃
、

建
丑
之
月
焉
　
兢
者
、
以
其
物
巳
吐
牙
、
不
焉
天
気
始
動
、
物
又

未
出
、
不
得
焉
入
所
施
、
功
唯
在
地
中
、
含
養
萌
牙
、
故
焉
地
統

建
寅
之
月
番
　
統
者
、
以
人
物
出
於
地
、
人
功
普
須
情
理
、
故
謂

之
人
銃
、

統
者
本
也
、
謂
天
地
人
之
本
、
　
然
王
者
必
以
此
三
月
焉
正
者
、

以
其
此
月
物
生
細
微
、
又
是
歳
之
始
生
、
王
者
纏
天
理
、
物
含
養

微
細
、
又
取
其
歳
初
焉
正
朔
之
始
、
既
天
地
人
之
三
者
、
所
滑
不

同
、
故
各
改
正
朔
不
相
襲
也
、

所
尚
既
異
、
符
命
亦
随
所
尚
而
来
、
l

故
祀
緯
稽
命
徴
云
「
其
天
命
以
黒
、
故
夏
有
玄
圭
、
天
命
以
赤
、

故
周
有
赤
雀
街
書
、
天
命
以
白
、
故
股
有
白
狼
街
鈎
」
、
是
天
之

所
命
、
亦
各
随
入
所
尚
、

符
命
雉
逐
所
尚
、
不
必
皆
然
、
故
天
命
内
観
河
見
白
面
長
人
、

洛
子
命
云
「
湯
観
於
洛
沈
堅
、
而
黒
免
典
之
書
、
黄
魚
望
躍
」
、

1
7
　
泰
誓
言
「
武
王
伐
紺
、
而
白
魚
入
於
王
舟
」
、
是
待
命
不
皆
逐
正

須
、
正
朔
以
三
両
改
、
文
質
以
二
而
復
、
各
自
鵠
義
、
不
須
相
也

建
子
之
月
璃
正
者
、
謂
之
天
銃
、
以
天
之
陽
気
始
生
、
璃
百
物
得

陽
気
、
微
梢
動
攣
、
放
鳥
天
続
、

建
丑
之
月
鵠
地
統
者
、
以
其
物
巳
吐
牙
、
不
鵠
天
気
始
動
、
物
又

未
出
、
不
得
番
人
所
施
、
功
唯
在
地
中
、
合
養
萌
牙
、
故
番
地
統

建
寅
之
月
鳥
人
統
者
、
以
其
物
出
於
地
、
人
功
昔
須
情
理
、
故
謂

之
人
銃
、

統
者
本
也
、
謂
天
地
人
之
本
也
、
然
王
者
必
以
此
三
月
焉
正
者
、

以
其
此
月
物
生
微
細
、
又
是
歳
之
始
生
、
王
者
紹
天
理
、
物
含
養

微
細
、
又
取
其
歳
初
鶏
正
朔
之
始
、
既
天
地
人
之
三
者
、
所
纏
不

同
、
故
各
改
正
朔
不
相
襲
也
、

所
尚
既
異
、
符
命
亦
随
所
尚
而
乗
、

故
祀
緯
稽
命
徴
云
「
其
天
命
以
黒
、
故
夏
有
玄
珪
、
天
命
以
赤
、

故
周
有
赤
雀
街
書
、
天
命
以
白
、
故
股
石
臼
狼
街
鈎
」
、
是
天
之

所
命
、
亦
各
随
入
所
尚
、

符
命
錐
逐
所
尚
、
不
必
皆
然
、
故
天
命
内
観
河
見
目
面
長
人
、

洛
予
命
云
「
湯
覿
於
洛
沈
望
、
而
黒
免
輿
之
書
、
黄
魚
璧
躍
」
、

泰
誓
言
「
武
王
伐
紺
、
而
白
魚
入
於
王
舟
」
、
是
符
命
不
皆
逐
正



1
8
　
色
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
色
也
、

鄭
康
成
之
義
、
自
古
以
来
、
皆
改
正
朔
、
　
　
　
　
　
　
　
　
鄭
康
成
之
義
、
自
古
以
来
、
皆
改
正
朔
、

若
孔
安
国
、
則
改
正
朔
股
周
二
代
、
故
注
尚
書
「
湯
承
尭
舜
禅
代
　
若
孔
安
輿
則
改
正
朔
股
周
二
代
、
故
注
尚
書
「
揚
承
尭
舜
禅
代

之
後
、
革
命
創
制
、
改
正
易
服
」
、
是
従
湯
始
改
正
朔
也
、

之
後
、
革
命
創
制
、
改
正
易
服
」
、
是
従
湯
始
改
正
朔
也
、

夏
股
周
=
亮
の
い
わ
ゆ
る
「
三
統
」
に
つ
い
て
詳
述
し
た
こ
の
『
祀
記
正
義
=
桓
弓
上
)
の
例
は
、
標
起
止
「
夏
后
至
用
匪
以
下

の
ほ
と
ん
ど
全
文
に
相
当
す
る
も
の
で
、
約
七
百
六
十
字
の
長
文
に
亘
っ
て
こ
れ
が
『
論
語
正
義
=
為
政
)
と
同
一
の
文
章
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
ほ
か
の
長
文
の
例
と
し
て
は
、
『
論
語
正
義
』
(
-
?
告
b
郷
党
)
と
冠
記
正
義
』
(
†
曾
b
玉
藻
)
が
約
五
百
五
十
字
に

亘
っ
て
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
例
か
ら
す
る
と
、
『
論
語
正
義
』
と
冠
記
正
義
』
の
文
章
の
一
致
を
、
我
々
は
も
は
や
単
な
る
偶
然
と
み
な
す
こ
と

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両
文
献
に
は
本
末
の
関
係
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

四
・
論
語
正
義
と
毛
詩
正
義
・
尚
書
正
義
と
の
関
係

続
い
て
『
毛
詩
正
義
』
に
移
り
た
い
。
三
詩
正
義
』
と
『
論
語
正
義
」
が
一
致
す
る
も
の
は
五
例
見
出
し
得
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
二

例
だ
け
引
用
し
よ
う
。
ま
ず
そ
の
ひ
と
つ
は
、
扇
語
」
(
学
而
)
と
三
詩
』
(
問
富
)
の
這
義
』
で
、
諸
侯
の
軍
制
を
論
じ
た
か
な

り
の
長
文
で
あ
る
.
。



【
論
語
正
義
丁
告
b
】

子
日
、
道
千
乗
之
國
〔
馬
日
、
道
謂
焉
之
政
教
、
司
馬
法
、
六
尺

貧
歩
、
歩
百
焉
畝
、
畝
百
璃
夫
、
夫
三
鳥
屋
、
屋
三
篤
井
、
井
十

焉
通
、
通
十
焉
成
、
成
出
革
車
一
乗
、
然
則
千
乗
之
肌
、
其
地
千

成
、
居
地
方
三
百
一
十
六
里
有
崎
、
唯
公
僕
之
封
、
乃
能
容
之
、

錐
大
国
之
耽
、
亦
不
是
過
焉
〕

○
馬
日
至
過
焉
○
…
…

【
毛
詩
正
義
N
?
N
-
〓
b
】

公
車
千
乗
、
米
英
線
際
、
二
矛
乗
弓
〔
大
開
之
斌
千
乗
〕

司
馬
法
、
「
兵
車
一
乗
、
甲
士
三
人
、
歩
卒
七
十
二
人
」
、
計
千
乗

有
七
薔
五
千
人
、
則
是
六
賢
夫
、

周
祀
大
司
馬
序
官
「
凡
制
軍
萬
有
二
千
五
百
人
馬
軍
、
王
六
軍
、

大
国
三
軍
、
次
國
二
軍
、
小
國
一
軍
」
、

魯
甥
間
宮
云
「
公
車
千
乗
」
、
明
堂
位
云
「
封
周
公
於
曲
早
、
地

1
9
　
方
七
百
里
、
軍
事
千
乗
」
及
坊
記
輿
此
文
、
皆
輿
周
祀
不
合
者
、

○
倍
大
國
至
巴
中
○
正
義
円
、

明
堂
位
云
「
封
周
公
於
曲
早
、
地
方
七
百
里
、
革
車
千
乗
」
、
今

復
其
故
也
、

司
馬
法
、
「
成
方
十
里
、
出
革
車
一
乗
」
、
計
魯
七
百
里
、
馬
車

多
夫
、
而
云
「
千
乗
」
者
、
坊
記
云
「
別
図
不
過
千
乗
」
、
然
別

地
錐
贋
大
、
以
千
乗
鵠
限
、
故
云
「
大
國
之
航
千
乗
」
、

司
馬
法
、
「
兵
車
一
乗
、
甲
士
三
人
、
歩
卒
七
十
二
人
」
、
計
千
乗

有
七
薔
五
千
人
、
則
是
六
軍
夫
、
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祀
天
子
六
軍
、
出
自
六
郷
、
萬
二
千
五
百
家
鶏
郷
、
萬
一
一
千
五
百

人
鵠
軍
、

地
官
小
司
徒
云
丁
凡
起
徒
役
、
無
過
家
一
人
」
、
是
家
出
一
人
、

郷
為
一
軍
、
此
則
出
軍
之
常
也
、

天
子
六
軍
、
既
出
六
郷
、
則
諸
侯
三
軍
、
出
自
三
郷
、

●
●
間
宮
云
「
公
徒
三
萬
」
者
、
　
謂
郷
之
所
出
、
非
　
千
乗
之
衆
也
、

「
千
乗
」
者
、
自
謂
計
地
出
兵
、
非
彼
三
軍
之
車
也

二
者
不
同
、
放
散
不
相
合
、

所
以
必
有
二
法
者
、
聖
王
治
國
、
安
不
忘
危
、
故
今
所
在
、
皆
有

出
軍
之
制
、

若
従
王
伯
之
命
、
則
依
國
之
大
小
、
出
三
軍
二
軍
一
軍
也
、

若
其
前
敵
不
服
、
用
兵
末
巳
、
則
蓋
其
境
内
、
皆
便
従
軍
、
故
復

有
此
計
地
出
軍
之
法
、

但
郷
之
出
軍
是
正
、
故
家
出
一
人
、
計
地
所
出
側
非
常
、
故
成
出

一
車
、
以
其
非
常
故
優
之
也
、

輿
下
「
公
徒
三
萬
」
、
数
不
合
者
、
二
者
事
不
同
也
、

祀
天
子
六
軍
、
出
自
六
郷
、
萬
二
千
五
百
家
鵠
郷
、
高
二
千
五
百

雷
軍
、
地
官
小
司
徒
云
「
凡
起
徒
役
、
無
過
家
一
人
」
、
是
家
出
一
人
、

郷
鵠
一
軍
、
此
則
出
軍
之
常
也
、

天
子
六
軍
、
既
出
六
郷
、
則
諸
侯
三
軍
、
出
自
三
郷
、

●下
云
「
公
徒
三
高
」
者
、
自
謂
郷
之
所
出
、
非
此
千
乗
之
衆
也
、

●此
云
「
公
車
千
乗
」
者
、
自
謂
計
地
出
兵
、
非
役
三
軍
之
事
也
、

二
者
不
同
、
放
歌
不
相
合
、

所
以
必
有
二
法
者
、
聖
王
治
國
、
安
不
忘
危
、
故
令
所
在
、
皆
有

出
軍
之
制
、

若
従
王
伯
之
命
、
則
侯
國
之
大
小
、
出
三
軍
二
軍
、

若
其
前
敵
不
服
、
用
兵
末
巳
、
則
蓋
其
境
内
、
皆
使
従
軍
、
故
復

有
此
計
地
出
軍
之
法
、

但
郷
之
出
軍
是
正
、
故
家
出
一
人
、
計
地
所
出
則
非
常
、
故
成
出

一
事
、
以
其
非
常
故
俊
之
也
、

司
馬
法
∵
　
屈
穏
」
を
引
用
し
て
諸
侯
の
軍
制
を
論
じ
た
こ
の
例
で
は
、
前
半
部
分
で
引
用
す
る
文
献
に
出
入
が
あ
る
が
、
校
半
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部
分
は
お
お
む
ね
一
致
す
る
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

次
も
同
じ
よ
う
な
例
で
あ
る
が
、
比
較
的
短
文
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
?
昌
a
b
・
〓
a
】

子
貢
欲
去
告
朔
之
偉
羊
〔
鄭
自
社
生
目
指
、
…
…
故
欲
去
其
羊
〕

○
注
鄭
日
至
其
羊
○
正
義
日
、

云
「
牲
生
目
視
」
者
、

倍
三
十
三
年
左
侍
日
「
箪
牽
謁
央
」
、
撮
輿
牽
相
野
、
牽
是
牲
可

牽
行
、
則
掠
是
巳
殺
、
殺
又
非
熟
、
故
解
者
以
鵠
「
胆
目
視
」
、

謂
生
肉
未
煮
者
也
、

【
毛
詩
正
義
-
甲
山
∴
苫
】

瓢
葉
大
夫
刺
幽
王
也
、
上
乗
祇
而
不
能
行
、
錐
有
牲
牢
堅
炭
、
不

肯
用
、
…
…
〔
牛
羊
家
鶏
牲
、
繋
養
者
目
早
、
熟
日
監
、
脛
日
玩
、

生
日
牽
、
.
…
…
〕

○
箋
牛
羊
家
至
賓
客
○
…
…

其
賓
掠
亦
是
生
、
衷
二
十
四
年
左
侍
云
「
晋
師
乃
還
、
撮
戚
石
牛
」
、

是
以
生
牛
賜
之
也
、

●此
及
鴫
鐙
注
皆
云
「
牲
生
目
視
」
、
由
不
興
牽
相
封
、
故
鵠
生
也
、

倍
三
十
三
年
左
傍
目
「
偉
牽
靖
夫
」
、
撮
輿
牽
相
封
、
　
是
牲
可

牽
行
、
別
保
是
巳
殺
、
殺
又
非
熟
、
故
知
「
腹
日
旋
」
、
謂
生
肉

未
煮
者
也
、

既
有
馨
編
、
遂
因
解
牽
、
便
肉
之
別
名
、
皆
孟
於
此
、
此
輿
牽
瑞

相
封
、
放
伐
焉
脛
、

其
賛
椋
亦
生
、
哀
二
十
四
年
左
侍
云
「
晋
師
乃
還
、
椋
戚
石
牛
」
、

是
以
生
牛
賜
之
也
、

●
●論
語
及
聰
祀
注
云
「
牲
生
日
保
」
、
而
不
興
牽
聾
相
野
、
放
鳥
生

也
、
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こ
の
例
は
、
舘
が
牛
の
生
肉
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
生
き
た
犠
牲
の
牛
そ
の
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
の
考
証
で
あ
る
が
、
『
毛

詩
正
義
』
　
(
観
葉
)
　
の
文
章
を
『
論
語
正
義
』
　
(
八
愴
)
が
一
部
を
省
略
し
、
『
論
語
」
解
釈
の
文
章
と
し
て
手
直
し
を
加
え
た
可
能
性
が

有
る
と
思
わ
れ
る
。

○

次
に
『
尚
書
正
義
』
に
移
ろ
う
。
『
尚
書
正
義
』
中
に
も
九
例
ほ
ど
見
出
し
得
た
が
、
こ
こ
で
も
次
に
引
用
す
る
二
例
だ
け
に
止
ど
め

た
い
。
ひ
と
つ
め
は
『
論
語
』
　
(
東
口
)
と
　
『
尚
書
』
　
(
胤
政
)
　
に
見
え
る
股
の
湯
王
の
名
前
に
関
す
る
考
証
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
N
?
u
a
】

日
予
小
子
履
、
敢
用
玄
牡
、
敢
昭
告
干
皇
皇
后
帝
〔
孔
日
、
履
股

揚
名
、
此
伐
集
告
天
之
文
、
…
…
墨
子
引
湯
誓
、
其
離
若
此
〕

○
孔
日
至
若
此
○
正
義
日
、

云
「
履
股
揚
名
」
者
、
案
世
本
「
揚
名
天
乙
」
者
、

安
国
意
、
蓋
以
湯
受
命
之
王
、
依
股
法
、
以
乙
日
生
名
天
乙
、
至

賂
璃
王
、
改
名
履
、
故
二
名
也
、

亦
可
安
國
不
信
世
本
、
無
天
乙
之
名
、

皇
帝
謎
巧
欲
伴
食
云
「
以
乙
日
生
、
故
名
履
字
天
乙
」
、
又
云

「
祖
乙
」
、
亦
云
「
乙
日
生
、
複
名
乙
」
、
引
易
緯
孔
子
所
謂
「
天

之
錫
命
、
故
可
同
名
」
、

【
尚
書
正
義
N
-
∽
b
】

昔
在
帝
尭
聰
明
文
思
、
光
宅
天
下
、
賂
遜
千
位
虞
舜
、
作
尭
典

○
昔
在
至
尭
典
○
…
…

若
然
湯
名
履
、
而
王
侯
世
本
「
湯
名
天
乙
」
者
、

安
国
意
、
蓋
以
湯
受
命
之
王
、
依
投
法
、
以
乙
日
生
名
天
乙
、
至

賂
鶏
王
、
又
改
名
篤
尾
、
故
二
名
也
、

亦
可
安
國
不
信
世
本
、
無
天
乙
之
名
、

皇
市
議
巧
欲
怜
合
云
「
以
乙
日
生
、
故
名
尾
字
天
乙
」
、
又
云

「
祖
乙
」
、
亦
云
「
乙
日
生
、
復
名
乙
」
、
引
易
緯
孔
子
所
謂
「
天

之
錫
命
、
故
可
同
名
」
、
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既
以
天
乙
焉
字
、
何
云
同
名
平
、
斯
文
妄
臭
、

既
以
天
乙
翁
字
、
何
云
同
名
平
、
斯
文
妄
臭
、

こ
の
股
の
揚
王
の
名
前
に
関
す
る
論
証
も
、
や
は
り
ほ
ぼ
全
文
が
一
致
す
る
例
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
例
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ

こ
に
引
用
し
た
例
文
だ
け
か
ら
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
『
論
語
正
義
」
　
の
該
当
部
分
が
標
起
止
以
下
の
前
半
部
分
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
一
方
の
　
「
尚
書
正
義
」
　
の
場
合
、
重
な
る
部
分
は
実
は
長
文
中
の
ご
く
一
部
、
し
か
も
途
中
の
部
分
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
事
実
か
ら
ひ
と
つ
の
疑
問
を
抱
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
　
『
尚
書
正
義
」
　
の
長
文
の
中
か
ら
当
該
『
論
語
正
義
」

の
部
分
の
文
章
だ
け
を
わ
ざ
わ
ざ
抜
粋
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
果
た
し
て
こ
れ
は
直
接

『
尚
書
正
義
L
　
か
ら
引
用
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
へ
と
発
展
す
る
。
そ
し
て
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
る

例
と
と
も
に
六
節
以
下
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
そ
の
次
の
例
と
い
う
の
は
、
『
論
語
」
　
(
板
子
)
　
と
　
『
尚
書
」
　
(
微
子
)
　
の
　
『
正
義
」
　
で
、
こ
れ
は
股
末
の
三
賢
人
に
関
す
る
考
証

で
あ
る
が
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
『
論
語
正
義
』
　
に
対
応
す
る
　
『
尚
書
正
義
』
　
が
別
々
の
三
箇
所
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。【

論
語
正
義
-
甲
⊥
ふ
b
】

敬
子
去
之
、
箕
子
焉
之
奴
、
比
干
諌
而
死
　
〔
馬
日
、
微
箕
二
國
之

名
、
子
爵
也
、
微
子
紆
之
庶
兄
、
箕
子
比
千
村
之
諸
父
、
微
子
見

紆
無
道
、
早
去
之
、
箕
子
伴
狂
焉
奴
、
比
干
以
諌
見
殺
〕

○
注
馬
日
至
見
殺
○
正
義
日
、

【
尚
書
正
義
-
?
-
告
】

微
子
〔
微
析
内
國
名
、
子
爵
、
鵠
紆
卿
士
、
去
天
道
〕

○
侍
微
折
至
無
道
○
正
義
日
、
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云
「
微
箕
二
國
之
名
、
子
爵
也
」
者
、

●

●

●

孔
安
國
云
「
微
析
内
国
名
、
子
爵
、
番
紆
卿
士
、
去
無
道
」
、

鄭
玄
以
鵠
「
微
輿
箕
倶
在
析
内
」
、

孔
錐
不
言
箕
、
亦
昔
在
析
内
、

王
甫
云
「
微
國
名
、
子
爵
、
人
為
王
蜘
士
」
、
轟
意
蓋
以
微
鵠
析

外
、
放
言
入
也
、

「
微
子
」
名
啓
、
世
家
作
開
、
辟
漢
景
帝
名
也
、

「
微
子
紺
之
庶
兄
、
箕
子
比
千
村
之
諸
父
」
者
、

啓
輿
其
弟
仲
桁
、
皆
紺
之
同
母
庶
兄
也
、

●
●

「
微
國
在
析
内
」
、
先
儒
相
倖
焉
然
、

鄭
玄
以
烏
「
微
輿
箕
供
在
析
内
」
、

孔
蛙
不
言
箕
、
亦
常
在
折
内
也
、

王
粛
云
「
微
國
名
、
子
爵
、
人
為
王
蜘
士
」
、
粛
意
蓋
以
微
篤
析

外
、
放
言
入
也
、

「
微
子
」
名
啓
、
世
家
作
開
、
避
漢
景
帝
諒
也
、

啓
輿
其
弟
伸
行
、
骨
相
之
同
母
庶
兄
、

呂
氏
春
秋
仲
冬
紀
云
「
柑
之
母
生
微
子
啓
輿
伸
行
、
共
時
猶
尚
鵠

妾
、
改
而
焉
妻
後
生
紺
、
紺
之
父
欲
立
微
子
啓
鵠
太
子
、
太
子
描

法
而
争
日
、
有
妻
之
子
、
不
可
立
妾
之
子
、
故
立
村
鳥
後
」
、

【
尚
書
正
義
-
?
-
∞
a
b
】

〇
倍
刻
病
至
無
主
○
…
…

呂
氏
春
秋
仲
冬
紀
云
「
紆
之
母
生
板
子
熔
輿
仲
桁
、
共
時
猶
尚
篤

妾
、
改
而
篤
妻
後
生
拙
、
糾
之
父
欲
立
板
子
啓
貧
太
子
、
太
子
掩

法
而
争
日
、
有
妻
之
子
、
不
可
立
妾
之
千
、
枚
立
打
貧
後
」
、

【
尚
書
正
義
-
?
-
雷
】

〇
倍
父
師
至
而
言
○
…
…
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編
検
書
樽
、
不
見
芳
子
之
名
、
惟
司
馬
彪
注
荘
子
云
「
箕
子
名
腎

鎗
」
、
不
知
出
何
吉
也
、

家
語
日
「
比
干
是
紺
之
親
則
諸
父
」
、
知
比
干
是
村
之
諸
父
耳
、

末
子
則
無
文
、
宋
世
家
云
「
玉
子
者
紺
之
親
戚
也
」
、
言
親
戚
、

不
知
鶏
父
璃
兄
也
、

鄭
玄
王
粛
皆
以
天
子
貧
打
之
諸
父
、
服
虔
杜
預
以
貧
村
之
庶
兄
、

既
無
正
文
、
各
以
意
言
之
耳
、

編
検
告
侍
、
不
見
箕
子
之
名
、
惟
司
馬
彪
注
荘
子
云
「
箕
子
名
管

鎗
」
、
不
知
出
何
者
也
、

家
語
云
「
比
干
是
糾
之
親
則
諸
父
」
、
知
比
干
是
糾
之
諸
父
耳
、

箕
子
則
無
文
、
宋
世
家
云
「
末
子
者
打
親
戚
也
」
、
止
言
親
戚
、

不
知
岳
父
篤
兄
也
、

鄭
玄
王
筋
骨
以
箕
子
貧
相
之
諸
父
、
服
皮
杜
預
以
貧
相
之
庶
兄
、

既
無
正
文
、
各
以
草
言
之
耳
、

こ
の
『
論
語
正
義
』
の
例
は
、
投
末
の
三
賢
人
、
微
子
・
箕
子
・
比
千
と
股
の
紺
王
と
の
親
族
関
係
を
検
討
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
扇
書
し
微
千
島
の
這
義
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
は
今
ま
で
に
引
用
し
て
き
た
三
『
正
義
』
の
諸
例
文
と
異
な

る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
同
じ
冨
書
』
板
子
篤
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
『
論
語
正
義
』
に
対
応
す
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
三
箇
所
の

標
起
止
以
下
の
扇
書
正
義
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
尚
書
正
義
』
の
三
箇
所
の
部
分
が
結
合
さ
れ
て
一
箇
所
の
『
論

語
正
義
』
が
で
き
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
は
取
り
あ
え
ず

措
い
て
、
以
下
の
『
春
秋
正
義
』
と
の
比
較
検
討
を
待
っ
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。
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五
　
論
語
正
義
と
春
秋
正
義
と
の
関
係

さ
て
最
後
に
残
す
と
こ
ろ
は
『
春
秋
正
義
』
の
み
と
な
っ
た
。
そ
し
て
『
春
秋
正
義
』
を
最
後
に
ま
わ
し
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由

が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
『
春
秋
正
義
』
が
最
も
多
く
『
論
語
正
義
」
と
】
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
数
は
実
に
五
十
五
例
。
前
節
ま

で
の
四
『
正
義
』
全
て
を
併
せ
て
も
三
十
三
例
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
多
さ
は
際
だ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
極
論
す
れ
ば
扇
秋
正
義
」
が

『
論
語
正
義
』
の
原
資
料
だ
と
い
っ
て
も
可
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
つ
に
は
春
秋
時
代
末
期
に
活
動
し
た
孔
子
の
言
行
録

で
あ
る
『
論
語
』
と
、
春
秋
時
代
の
歴
史
を
詳
述
し
た
『
春
秋
左
氏
伝
』
と
の
間
に
共
通
し
た
部
分
が
多
い
こ
と
に
も
依
る
と
思
わ
れ
る

が
、
し
か
し
筆
者
は
そ
れ
と
は
別
の
意
味
を
こ
こ
に
見
出
し
た
い
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
、
先
ず
は
比
較
的
短
い
例
と
し
て
扇
秋
正
義
』
か
ら
三
例
ほ
ど
挙
げ
て
み
よ
う
。

【
論
語
正
義
∽
-
N
a
・
b
】
′

日
瑚
樋
也
〔
包
日
、
瑚
鍵
黍
櫻
之
器
、
夏
日
瑚
、
段
目
倦
、
周
日

童
話
、
宗
廟
之
器
貴
者
〕

○
注
包
日
至
貴
者
○
正
義
臼
、

云
「
瑚
埴
黍
櫻
之
器
、
夏
日
瑚
、
段
目
樋
、
周
日
籠
益
」
者
、

案
明
堂
位
説
四
代
之
器
云
「
有
虞
氏
之
両
敦
、
夏
后
氏
之
四
槌
、

股
之
六
瑚
、
周
之
八
歳
」

注
云
「
皆
黍
櫻
器
、
利
之
異
同
未
聞
」
、

【
春
秋
正
義
∽
∞
-
N
冒
】

仲
尼
日
、
胡
籠
之
事
則
嘗
學
之
央
〔
胡
籠
祀
器
名
、
夏
日
胡
、
周

日
誌
〕

○
注
胡
籠
至
日
詰
○
…
…

明
堂
位
説
四
代
之
器
石
「
有
虞
氏
之
雨
敦
、
夏
后
氏
之
四
功
、

股
之
六
瑚
、
周
之
八
益
」
、
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鄭
注
周
祀
舎
人
云
「
方
目
雌
、
囲
日
詰
」
、

如
記
文
、
則
夏
器
名
輿
股
器
名
瑚
、
而
包
成
鄭
玄
等
注
此
論
語
、
如
記
文
、
則
夏
器
名
雌
、
股
器
名
瑚
、
而
包
成
鄭
玄
等
注
論
語
、

貫
服
杜
等
注
左
侍
、
皆
云
「
夏
日
瑚
」
、

或
引
有
所
接
、
戎
相
従
而
誤
也
、

貿
服
等
注
此
侍
、
皆
云
「
夏
日
胡
」
、
杜
亦
同
之
、

或
別
布
所
接
、
或
相
従
而
誤
、

夏
段
周
三
代
に
お
け
る
宗
廟
の
器
の
名
称
の
違
い
を
問
題
に
し
た
こ
の
例
で
は
、
『
論
語
正
義
』
(
公
冶
長
)
が
「
(
明
堂
位
)
注
」
と

「
鄭
注
周
祀
舎
人
」
を
引
用
し
て
い
る
分
だ
け
扇
秋
正
義
し
ょ
り
も
長
い
。
し
た
が
っ
て
『
論
語
正
義
』
が
扇
秋
正
義
』
を
引
用
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
『
論
語
正
義
』
が
こ
の
部
分
を
付
け
加
え
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
も
し
も
我
々
に
と
っ
て
両
『
正
義
』
の

成
立
年
代
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
逆
に
『
春
秋
正
義
』
の
方
が
冨
語
正
義
』
の
こ
の
部
分
を
省
略
し
た
可
能
性
も
充
分
に
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
か
に
つ
い
て
も
、
迫
っ
て
そ
の
理
由
が
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。

次
の
例
も
『
論
語
正
義
』
　
の
方
が
少
し
良
い
例
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
T
N
b
・
u
a
】

子
日
、
焉
用
侯
、
禦
人
以
口
給
、
屡
憎
於
人
、
不
知
其
仁
、
焉
用

侯
〔
孔
日
、
屡
敏
也
、
伝
人
口
辞
捷
給
、
数
馬
入
所
憎
悪
〕

○
注
孔
日
至
憎
悪
○
…
…

云
「
侯
人
口
群
捷
給
、
数
馬
入
所
憎
悪
」
者
、
案
左
侍
云
「
寡
人

不
侯
」
、

【
春
秋
正
義
N
7
-
等
】

寡
人
不
伝

○
寡
人
不
侵
○
正
義
日
、
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服
慶
云
「
侯
才
也
、
不
才
者
自
謙
之
辞
也
」
、

●

而
此
云
「
焉
用
侯
、
禦
人
以
口
給
、
屡
憎
於
人
」
、
別
伝
非
善
事
、

而
以
不
侯
為
謙
者
、
侯
是
口
才
捷
利
之
名
、
本
非
善
悪
之
稀
、

但
馬
侯
有
善
悪
耳
、

鵠
善
捷
敏
是
善
俵
、
祝
蛇
是
也
、

鵠
悪
捷
敏
是
悪
侯
、
即
遠
倭
人
是
也
、

但
君
子
欲
納
於
言
而
敏
於
行
、
言
之
掟
多
、
情
或
不
信
、
故
云

「
焉
用
侯
」
耳
、

服
虔
云
「
侯
才
也
、
不
才
者
自
謙
之
辞
也
」
、

●
●
論
語
云
「
焉
用
俵
、
禦
人
以
口
給
、
蜃
憎
於
人
」
、
則
俵
非
善
事
、

而
以
不
伝
馬
謙
者
、
侯
是
口
才
捷
利
之
名
、
本
非
善
悪
之
稀
、

但
焉
侯
有
善
有
悪
耳
、

鵠
善
敏
捷
是
善
棲
、

翁
悪
敏
捷
是
悪
伝
、

但
君
子
欲
的
於
言
而
敏
於
行
、
言
之
蛙
多
、
情
或
不
信
、
故
云

「
焉
用
伝
」
耳
、

「
侯
」
の
意
味
を
説
明
し
た
こ
の
例
も
、
『
論
語
正
義
』
　
(
公
冶
長
)
　
の
方
が
、
「
祝
蛇
」
と
「
遠
転
入
」
と
い
う
具
体
例
を
挙
げ
て
い

る
分
だ
け
長
い
。
つ
ま
り
『
論
語
」
本
文
の
中
か
ら
「
善
佐
」
と
「
悪
伝
」
の
例
を
ひ
と
つ
づ
つ
挙
げ
て
付
け
加
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
も
ま
た
、
両
者
の
先
後
が
不
明
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
『
春
秋
正
義
」
　
の
方
が
省
略
し
た
と
も
取
れ
る
例
で
あ
ろ
う
。
『
左
伝
」

の
解
釈
と
し
て
は
こ
の
「
祝
蛇
」
と
「
遠
倭
人
」
の
例
は
不
必
要
、
な
い
し
適
当
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
「
春
秋
正
義
」
は
標
起

止
以
下
の
全
文
で
あ
る
。

さ
て
次
の
例
で
は
、
両
.
『
正
義
』
　
の
結
論
の
相
違
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
論
語
正
義
で
∞
a
・
b
】

子
日
、
戚
文
仲
居
察
〔
包
日
、
成
文
仲
魯
大
夫
戚
孫
辰
、
文
註
也
、

【
春
秋
正
義
∽
∽
⊥
∞
a
】

且
致
大
葬
焉
　
〔
大
薮
大
塩
〕
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桑
田
君
之
守
包
、
出
祭
地
、
因
以
焉
名
焉
、
長
尺
有
二
寸
、
店
慕

情
也
〕
○
注
包
日
至
倍
也
○
…
…

云
「
薫
國
君
之
守
窺
、
出
祭
地
、
囚
以
篤
名
焉
、
長
尺
を
一
寸
、

居
慕
情
也
」
者
、

漢
書
食
貨
志
云
「
元
包
鵠
察
」
、

○
注
大
葬
大
脇
○
正
義
日
、

家
語
稀
「
漆
彫
平
封
孔
子
云
、
戚
氏
有
守
亀
、
其
名
目
葱
、
文
仲

三
年
而
齋
一
兆
、
武
仲
三
年
而
齋
二
兆
」
、
是
大
茹
爵
大
盤
、
重

是
貌
之
名
耳
、

鄭
玄
包
成
皆
云
「
出
整
地
、
国
以
焉
名
」
、
未
知
貌
是
、

漢
書
食
貨
志
云
「
元
免
番
茶
」
、

論
語
云
「
成
文
仲
店
察
」
、

家
語
稀
「
漆
彫
平
野
孔
子
云
、
戚
氏
有
守
組
、
其
名
目
察
、
文
仲

三
年
而
鵠
一
兆
、
武
仲
三
年
而
鵠
二
兆
」
、
是
大
葬
鵠
大
砲
、
慕

是
鬼
之
名
耳
、

鄭
玄
云
「
出
察
地
、
因
以
鵠
名
焉
」
、
非
也
、

こ
の
例
で
は
、
魯
の
国
で
卜
占
に
用
い
た
亀
の
名
称
「
至
の
意
味
を
検
討
し
た
両
『
正
義
」
の
文
章
が
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
最
後
の
結
論
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
鄭
玄
説
に
対
す
る
評
価
が
、
『
論
語
正
義
』
(
公
冶
長
)

で
は
「
未
だ
執
れ
が
是
な
る
か
を
知
ら
ず
」
と
し
て
判
断
を
放
棄
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
春
秋
正
義
』
で
は
「
非
な
り
」
と
述
べ
て

否
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
『
論
語
正
義
』
が
『
春
秋
正
義
』
か
ら
引
用
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
一
旦
は
否
定
さ
れ
た
鄭
玄
説
(
こ
れ
に
基
づ
く
包
成
説
)
が
『
論
語
正
義
』
に
お
い
て
復
活
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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六
　
毛
詩
正
義
・
尚
書
正
義
・
春
秋
正
義
と
論
語
正
義
と
の
関
係

以
上
、
『
周
易
正
義
』
か
ら
『
春
秋
正
義
』
に
至
る
ま
で
、
冨
経
正
義
』
中
か
ら
『
論
語
正
義
』
に
一
致
す
る
解
釈
・
文
章
を
若
干
例

引
用
し
て
対
照
し
、
こ
れ
に
検
討
を
加
え
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
我
々
は
、
二
節
の
冒
頭
で
述
べ
て
お
い
た
よ
う

に
、

『
論
語
正
義
』
　
の
原
資
料
は
『
五
経
正
義
」
で
あ
る
。

と
い
う
結
論
を
導
き
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
現
存
す
る
文
献
に
限
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
結
論
は
妥
当
で
あ
る
だ
ろ
う
。
も

し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
稿
は
初
め
か
ら
冨
語
正
義
」
と
五
経
正
義
』
が
一
致
す
る
例
を
羅
列
す
る
だ
け
で
そ
の
目
的
は
達
成
さ
れ

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
こ
と
に
、
実
は
躊
躇
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
-
を
述
べ
る
た
め
に
は
、
引

用
文
が
続
く
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
、
再
び
『
論
語
正
義
」
と
五
経
正
義
」
と
の
対
照
・
検
討
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
ず
か
な
り
の
長
文
で
あ
る
が
、
『
論
語
』
述
而
篇
の
一
章
と
『
春
秋
正
義
』
の
三
例
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
7
-
O
a
・
b
】

陳
司
敗
問
昭
公
知
確
乎
〔
孔
日
、
司
敗
官
名
、
陳
大
夫
〕
、
孔
子

日
知
砥
、
孔
子
退
、
揖
巫
馬
期
而
進
之
、
日
、
吾
閥
君
子
不
義
、

君
子
亦
業
平
、
君
取
於
呉
、
焉
同
姓
謂
之
呉
孟
子
〔
孔
日
、
魯
呉

【
春
秋
正
義
-
∽
上
●
N
告
】

臣
掃
死
於
司
敗
也
〔
陳
楚
名
司
定
璃
司
敗
〕



供
姫
姓
、
舐
同
姓
不
昏
、
両
君
取
之
、
常
稲
呉
姫
、
諒
日
孟
子
〕

巫
馬
期
以
告
、
子
日
、
丘
也
幸
筍
有
過
、
人
必
知
之
〔
孔
日
、
以

司
敗
之
言
告
也
、
諒
國
悪
祀
也
、
聖
人
道
弘
、
故
受
以
焉
過
〕

【
A
】
○
注
司
敗
官
名
陳
大
夫
○
正
義
日
、

文
十
一
年
左
侍
云
「
楚
子
西
日
、
臣
掃
死
於
司
敗
也
」
、
杜
注
云

「
陳
楚
名
司
冠
齋
司
敗
也
」
、

倖
言
「
錆
死
於
司
敗
」
、
知
司
敗
主
刑
之
官
、
司
冠
是
也
、

●此
云
「
陳
司
敗
」
、
楚
子
西
亦
云
司
敗
、
知
陳
楚
同
此
名
也
、

○
注
陳
楚
名
司
冠
鵠
司
敗
○
正
義
日
、

言
「
掃
死
於
司
敗
」
、
主
刑
之
官
、
司
冠
是
也
、

●
●
論
語
有
「
陳
司
敗
」
、
知
陳
楚
同
此
名
也
、

【
B
】
○
注
孔
日
至
孟
子
○
…
…

【
春
秋
正
義
∽
T
-
a
】

夏
五
月
甲
辰
、
孟
子
卒
〔
魯
人
謹
賀
同
姓
、
謂
之
孟
子
、
春
秋
不

改
、
所
以
順
時
〕

○
注
魯
人
至
順
時
○
正
義
日
、

云
「
両
君
取
之
、
昔
稀
呉
姫
、
而
諺
日
孟
子
」
者
、
案
春
秋
衷
十

二
年
「
夏
五
月
甲
辰
、
孟
子
卒
」
、
左
氏
侍
日
、
「
昭
公
要
於
呉
、

故
不
審
姓
」
、

距
云
「
君
要
於
呉
、
鵠
同
姓
、
謂
之
呉
孟
子
」
、
是
魯
人
常
言
　
か
掛
云
「
君
取
於
呉
、
焉
同
姓
、
謂
之
呉
孟
子
」
、
是
魯
人
常
言

3
1
　
構
孟
子
也
、

稀
孟
子
也
、
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坊
記
云
「
魯
春
秋
去
夫
人
之
姓
日
呉
、
其
死
目
孟
子
卒
」
、
是
菖

史
書
鵠
「
孟
子
卒
」
、
及
仲
尼
脩
春
秋
、
以
魯
人
巳
知
其
非
、
諒

而
不
稀
姫
氏
、
諺
國
悪
祀
也
、
因
而
不
改
、
所
以
順
時
世
也
、

「
魯
春
秋
去
夫
人
之
姓
日
呉
」
、
春
秋
無
此
文
、
坊
記
云
然
者
、

碓
夫
人
初
至
、
必
吉
於
冊
、
若
賢
帝
女
、
則
云
「
夫
人
姜
氏
至
自

賛」、
此
孟
子
初
至
之
時
、
亦
普
書
目
「
夫
人
姫
氏
至
自
呉
」
、
同
姓
不

得
稀
姫
、
蕾
史
所
書
、
蓋
直
云
「
夫
人
至
自
呉
」
、
是
去
夫
人
之

姓
、
直
吉
日
呉
而
巳
、

仲
尼
脩
春
秋
、
以
犯
祀
明
著
、
全
去
其
文
、
故
　
経
無
其
事
也
、

坊
記
云
「
魯
春
秋
去
夫
人
之
姓
日
呉
、
其
死
目
孟
子
卒
」
、
是
蕾

史
書
鵠
「
孟
子
卒
」
、
及
仲
尼
脩
春
秋
、
以
魯
人
巳
知
其
非
、
諒

而
不
稀
姫
氏
、
諒
國
悪
祀
也
、
因
而
不
改
、
所
以
順
時
世
也
、

「
魯
春
秋
去
夫
人
之
姓
日
呉
」
、
春
秋
無
此
文
、
坊
記
云
然
者
、

祇
夫
人
初
至
、
必
書
於
策
、
若
姿
沓
女
、
則
云
「
夫
人
姜
氏
至
自

賛」、
此
孟
子
初
至
之
時
、
亦
常
書
目
「
夫
人
姫
氏
至
自
呉
」
、
同
姓
不

得
稀
姫
、
菖
史
所
書
、
蓋
直
云
「
夫
人
至
自
呉
」
、
是
去
夫
人
之

姓
、
直
吉
日
具
而
巳
、

仲
尼
俺
春
秋
、
以
犯
祀
明
著
、
仝
去
其
文
、
故
今
庄
無
其
事
、

【
C
】
○
注
孔
日
至
烏
過
○
正
義
日
」

云
「
諒
國
悪
圃
也
」
者
、
倍
元
年
左
博
文
也
、

案
坊
記
云
「
善
則
稀
君
、
過
則
稀
己
、
則
民
作
忠
、
善
別
科
親
、

【
春
秋
正
義
-
N
-
u
a
・
b
】

詑
國
悪
砥
也
　
〔
掩
悪
揚
善
、
義
存
君
親
、
故
通
有
語
例
、
皆
昔
時

臣
子
率
意
而
隠
、
故
無
深
浅
常
準
、
聖
賢
従
之
、
以
通
人
理
、
有

時
而
悲
之
可
也
〕

○
注
掩
悪
至
可
也
○
正
義
日
、

坊
記
日
「
善
則
稀
君
、
過
則
構
己
、
則
民
作
忠
、
善
則
稀
親
、
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過
則
稀
己
、
則
民
作
孝
」
、
是

君
親
之
悪
、
務
於
欲
掩
之
、
是
故
聖
賢
作
法
、
通
有
諒

●
●
杜
預
日
「
有
時
而
把
之
則
可
也
、
正
以
焉
後
法
則
不
経
、
故
不
奪

某
所
諒
、
亦
不
鵠
之
定
制
」
、

言
若
正
鵠
後
法
、
毎
事
皆
諒
、
則
焉
悪
者
無
復
忌
悼
、
居
上
者
不

知
所
懲
、
不
可
走
令
諒
也
、
人
之
所
極
、
唯
君
輿
親
、
砲
有
小
窓
、

印
度
其
短
、
非
複
臣
子
之
心
、
全
無
愛
敬
之
義
、
是
故
不
抑
不
動
、

有
時
把
之
、
以
篤
証
悪
者
祀
也
、
無
隠
者
直
也
、
二
者
倶
通
以
鵠

世
教
也
、

過
則
稀
己
、
則
民
作
孝
」
、
是
「
掩
悪
揚
善
」
之
義
、
「
義
存
君
輿

親
」
也
、

君
親
之
悪
、
務
欲
掩
之
、
是
故
聖
賢
作
法
、
通
有
諒
例
、

詩
経
有
例
、
而
事
無
定
既
、
戎
諒
大
不
諒
小
、
戎
諒
小
不
諒
大
、

「
皆
昔
時
臣
子
率
己
之
意
而
焉
之
隈
、
故
無
深
浅
常
準
」
、

隠
十
年
公
羊
侍
日
「
於
外
大
悪
書
、
小
悪
不
審
、
於
内
大
悪
諒
、

小
悪
書
」
、
必
如
彼
言
、
是
有
常
準
、
歴
槍
春
秋
、
都
無
定
例
、

納
鼎
悪
於
易
田
、
諒
田
而
不
詳
鼎
、
公
人
小
於
公
出
、
話
人
而
不

諒
孫
、
是
其
無
常
準
也
、
既
無
常
準
、
随
諒
深
浅
、
菖
史
有
所
辟

諒
、
「
聖
賢
因
而
従
之
、
以
通
人
事
之
理
」
、
政
客
有
掩
悪
之
法

●
●繹
例
日
「
有
時
而
聴
之
則
可
也
、
正
以
為
後
法
則
不
経
、
故
不
奪

其
所
詮
、
亦
不
鵠
之
定
制
」
、

言
若
正
鵠
後
法
、
毎
事
皆
話
、
則
鵠
悪
者
無
復
忌
悼
、
居
上
者
不

知
所
懲
、
不
可
志
令
諒
也
、
人
之
所
極
、
唯
君
輿
親
、
筏
有
小
悪
、

即
発
其
短
、
非
復
臣
子
之
心
、
全
無
愛
敬
之
義
、
是
政
不
抑
不
動
、

有
時
酷
之
、
以
鵠
謡
悪
者
祀
也
、
無
隠
者
直
也
、
二
者
供
通
以
鵠

世
教
也
、
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こ
の
例
で
は
、
上
段
は
『
論
語
」
述
而
筋
の
「
陳
司
敗
間
昭
公
知
祀
乎
」
章
の
何
畳
『
集
解
』
の
部
の
這
義
」
で
、
標
起
止
「
注
司

敗
官
名
陳
大
夫
」
以
下
の
『
正
義
」
は
全
文
(
こ
れ
を
仮
り
に
A
と
す
る
)
、
標
起
止
「
注
孔
日
至
孟
子
」
は
そ
の
後
半
部
で
あ
り
、
全

体
の
3
分
の
2
(
B
)
に
当
り
、
標
起
止
「
注
孔
日
至
鵠
過
」
は
前
半
分
(
C
)
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
B
・
C
は
連
続
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
に
対
し
て
下
段
『
春
秋
正
義
」
の
場
合
は
、
順
に
巻
十
九
上
二
手
四
菓
表
(
文
公
十
年
伝
)
、
巻
五
十
九
二
葉
表

(
哀
公
十
二
年
経
)
、
巻
十
二
・
三
菓
表
裏
(
債
公
元
年
伝
)
と
い
う
よ
う
に
、
別
々
の
三
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
A
・
B
・
C
に
照
応
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
＼

こ
れ
は
扇
語
正
義
」
が
貢
秋
正
義
」
中
の
三
箇
所
か
ら
、
『
論
語
』
の
解
釈
と
し
て
適
当
な
部
分
を
丹
念
に
収
集
・
摘
録
し
て
つ

な
ぎ
合
せ
た
も
の
だ
、
と
見
る
こ
と
も
あ
る
い
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
る
と
、
『
春
秋
正

義
』
中
か
ら
『
論
語
し
の
解
釈
と
し
て
適
当
な
部
分
を
抜
粋
し
、
こ
の
『
論
語
正
義
』
の
文
章
を
合
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
前
節
の
　
『
尚
書
正
義
』
　
の
例
で
も
述
べ
て
お
い
た
あ
の
疑
問
で
あ
る
。

こ
れ
に
類
す
る
例
は
、
実
は
他
に
も
多
数
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

【
論
語
?
-
き
】

儀
封
入
請
見
〔
鄭
日
、
儀
蓋
衛
邑
、
封
入
官
名
〕
、
日
君
子
之
至

於
斯
也
、
吾
未
嘗
不
得
見
也
、
従
者
見
之
〔
包
日
、
従
者
弟
子
、

随
孔
子
行
者
、
過
使
得
見
〕
、
出
目
、
二
三
子
何
患
於
喪
平
、
天

下
無
道
也
久
夫
〔
孔
日
、
語
諸
弟
子
言
、
何
患
於
夫
子
聖
徳
之
賂

【
春
秋
正
義
N
-
N
O
a
】

穎
考
叔
焉
穎
谷
封
入
〔
封
入
典
封
疆
者
〕
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喪
亡
邪
、
天
下
之
無
道
巳
久
臭
、
極
衰
必
盛
〕
、
天
下
賂
以
夫
子

翁
木
鐸
〔
孔
日
、
木
鐸
施
政
教
時
所
振
也
、
言
天
格
命
孔
子
制
作

法
度
、
以
墟
令
於
天
下
〕

○
注
邸
日
俵
蓋
至
官
名
○
…
…

云
「
封
入
官
名
」
者
、

周
檀
封
入
「
掌
焉
放
封
而
樹
之
」
、
鄭
玄
云
「
幾
上
有
封
、
若
今

時
界
也
」
、

天
子
封
入
職
典
封
疆
、
則
知
諸
侯
封
入
亦
然
也
、

●
●
左
侍
言
穎
谷
封
入
、
祭
仲
足
鳥
祭
封
入
、
宋
高
衷
焉
茄
封
入
、

蜘
云
「
俵
封
入
」
、
　
　
　
　
　
皆
以
地
名
封
入
、

蓋
職
典
封
疆
、
居
在
邊
邑
、
頴
谷
俵
祭
皆
是
國
之
邊
邑
也
、

○
注
封
入
典
封
疆
者
○
正
義
日
、

周
確
封
入
「
掌
焉
幾
封
而
樹
之
」
、
鄭
玄
云
「
法
上
有
封
、
若
今

時
界
也
」
、

天
子
封
入
職
典
封
群
、
知
諸
侯
封
入
亦
然
也
、

掛
言
　
　
　
　
祭
仲
足
鵠
祭
封
入
、
宋
高
衷
貧
者
封
入
、

●

●

　

　

　

　

　

●

論
語
有
儀
封
入
、
此
言
「
穎
谷
封
入
」
、
皆
以
地
名
封
入
、

蓋
封
入
職
典
封
群
、
居
在
邊
呂
、
穎
谷
儀
祭
皆
是
國
之
邊
邑
也
、

○
注
包
日
至
得
見
○
正
義
H
、

云
「
通
使
得
見
」
者
、
「
見
」
謂
貧
之
紹
介
、
使
之
見
也
、

●
●

若
左
侍
云
「
乃
見
鱒
設
諸
焉
」
、
「
斉
的
見
宗
魯
於
公
孟
」
亦
然
、

【
春
秋
正
義
畠
ふ
a
】

乃
見
鱒
設
諸
焉
　
〔
鱒
諸
勇
士
〕

○
乃
見
鱒
設
諸
焉
○
正
義
日
、

「
見
」
謂
鵠
之
紹
介
、
便
之
見
光
、

●
●下
文
「
斉
的
見
宗
魯
於
公
孟
」
亦
然
、

猶
論
語
云
「
門
人
見
之
」
也
、
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○
孔
日
至
天
下
○
正
義
日
、

云
「
木
鐸
施
政
教
時
所
振
也
」
者
、

祀
有
金
鐸
木
鐸
、
鐸
是
鈴
也
、
其
倍
以
金
箔
之
、
明
舌
有
金
木
之

異
、
知
木
鐸
是
木
舌
也
、

周
祀
「
教
鼓
人
、
以
金
鐸
通
鼓
」
、
大
司
馬
「
教
振
放
、
両
司
馬

執
鐸
」
、
明
堂
位
云
「
振
木
鐸
於
朝
」
、
是
武
事
振
金
鐸
、
文
事
振

l木鐸、

●此
云
「
木
鐸
施
政
教
時
所
振
也
」
者
、
所
以
振
文
教
是
也
、

【
尚
書
7
-
O
a
】

毎
歳
孟
春
、
道
人
以
木
鐸
狗
千
路
〔
遭
人
宣
令
之
官
、
木
鐸
金
鈴

木
舌
、
所
以
振
文
教
〕

○
遭
人
至
文
教
○
…
…

祀
有
金
鐸
木
鐸
、
鐸
是
鈴
也
、
其
醍
以
金
箔
之
、
明
舌
有
金
木
之

異
、
知
木
鐸
是
木
舌
也
、

周
祀
「
教
鼓
人
、
以
金
鐸
通
鼓
」
、
大
司
馬
「
教
振
旅
、
両
司
馬

執
鐸
」
、
明
堂
位
云
.
「
振
木
鐸
於
朝
」
、
是
武
事
振
金
鐸
、
文
事
振

木
鐸
、

●今
云
「
木
鐸
」
、
故
云
「
所
以
振
文
教
」
也
、

こ
の
例
は
、
『
論
語
』
八
倍
篇
の
「
儀
封
入
請
見
」
章
の
『
集
解
』
の
部
の
這
義
」
の
全
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
上
段
の
扇
語
正
義
」

は
連
続
し
た
文
章
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
応
す
る
の
は
扇
秋
正
義
」
巻
二
・
二
十
葉
表
(
隈
公
元
年
伝
)
、
巻
四
十
九
・
四
葉

表
(
昭
公
二
十
年
伝
)
と
扇
書
正
義
」
巻
七
・
十
菓
表
(
胤
政
)
な
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
『
論
語
正
義
」
は
扇
秋
正
義
」
の
別
の

二
箇
所
か
ら
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
扇
書
正
義
』
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
を
摘
出
し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
こ
の
章
の
r
正
義
」
を
作
成
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
も
う
一
例
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
説
明
の
都
合
上
、
こ
れ
も
ま
た
極
め
て
長
文
の
引
用
と
な
る
こ
と
を
お
断
り
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。

【
論
語
正
義
?
苫
・
∞
a
b
】

孔
子
日
、
才
難
、
不
其
然
平
、
唐
虞
之
際
、
於
斯
鵠
盛
、
有
婦
人

焉
、
九
人
而
巳
〔
孔
日
、
唐
音
亮
境
、
虞
者
舜
披
、
際
者
尭
舜
交

合
之
間
、
斯
此
也
、
言
尭
舜
交
合
之
問
、
比
於
周
、
周
最
盛
多
賢

才
、
然
尚
一
婦
人
、
其
鎗
九
人
而
巳
、
大
才
難
得
、
呈
不
然
乎
〕

三
分
天
下
有
其
二
、
以
服
事
股
、
周
之
徳
可
謂
至
徳
也
巳
央
〔
包

日
、
股
紺
淫
乱
、
文
王
鵠
西
伯
而
有
聖
徳
、
天
下
韓
周
者
三
分
有

二
、
而
猶
以
服
事
段
、
故
謂
之
至
徳
〕

○
注
孔
日
至
然
乎
○
正
義
日
、

云
「
唐
音
尭
競
、
虞
者
舜
党
」
者
、
史
記
請
書
皆
言
「
尭
帝
學
之

子
、
帝
蟄
之
弟
、
學
崩
撃
立
、
撃
崩
乃
博
位
於
尭
」
、
書
侍
云
「
尭

年
十
六
以
唐
侯
升
鵠
天
子
、
遂
以
馬
渡
」
、

戎
謂
之
陶
唐
氏
、
書
目
「
惟
彼
陶
唐
」
、

世
本
云
「
帝
尭
烏
陶
唐
氏
」
、

寿
昭
云
「
陶
唐
皆
國
名
、
猶
湯
桶
股
商
也
」
、

案
経
侍
、
契
居
商
、
放
蕩
以
商
鵠
國
躾
、
後
盤
庚
遷
股
、
故
股
商

【
春
秋
正
義
U
T
N
N
b
】

自
虞
以
上
、
鵠
陶
唐
氏
〔
陶
唐
桑
所
治
地
、
大
原
晋
陽
醇
也
、
終

虞
之
世
以
烏
渡
、
故
目
白
虞
以
上
〕

○
注
陶
唐
至
以
上
○
…
…

史
記
云
「
帝
尭
焉
陶
唐
氏
」
、

寿
昭
云
「
陶
唐
皆
国
名
、
猶
湯
桶
股
商
也
」
、

案
経
侍
、
契
居
商
、
故
揚
以
商
翁
国
旗
、
后
盤
庚
遷
股
、
故
股
商
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聖
躯
、
應
桧
吾
倦
、
未
聞
帝
尭
居
陶
而
以
陶
冠
唐
、
蓋

篤
名
、
所
柄
或
埠
或
禎
也
、

以
二
字
　
隻
撃
、
歴
槍
藷
癖
、
未
聞
帝
尭
居
陶
而
以
陶
冠
唐
、
蓋
地
以
二
字

篤
名
、
所
柄
或
軍
或
複
也
、

舜
之
璃
虞
、
猶
萬
之
焉
夏
、
外
倖
稀
「
謁
氏
日
有
夏
」
、
則
如
舜

氏
日
有
虞
、
顕
項
巳
来
、
地
鶏
國
渡
、
而
舜
有
天
下
、
蛇
口
有
虞

氏
、
是
地
名
也
、

王
粛
云
「
虞
地
　
也
」
、
皇
帝
謡
云
「
尭
以
二
女
妾
舜
、
封
之
於

虞
、
今
河
東
太
陽
山
西
虞
地
是
也
」
、

然
別
舜
居
虞
地
、
以
虞
焉
氏
、
尭
封
之
虞
翁
諸
侯
、
及
王
天
下
、

遂
鵠
天
子
之
舐
、
故
従
微
至
著
、
常
稀
虞
氏
、

○
注
包
日
至
至
徳
○
正
義
日
、

云
「
股
紺
淫
乱
」
者
、
紺
翁
淫
乱
、
書
倍
備
言
、
若
泰
誓
云
「
沈

【
尚
書
正
義
N
言
雷
】

師
錫
帝
臼
、
有
鯉
在
下
目
虞
舜
〔
師
衆
、
錫
輿
也
、
無
妻
日
興

虞
氏
舜
名
、
在
下
民
之
中
、
衆
臣
知
舜
聖
賢
、
恥
己
不
若
故
不
學
、

乃
不
獲
巳
而
言
之
〕

〇
倍
師
衆
至
言
之
○
…
…

「
虞
氏
舜
名
」
者
、

舜
之
貧
虞
、
猶
内
之
璃
夏
、
外
倖
稀
「
内
氏
日
有
夏
」
、
則
此
舜

氏
日
有
虞
、
拙
項
巳
来
、
地
鳥
國
境
、
而
舜
有
天
下
、
旗
日
有
虞

氏
、
是
地
名
也
、

王
前
云
「
虞
地
名
也
」
、
皇
甫
謡
云
「
尭
以
二
女
妾
舜
、
封
之
於

虞
、
今
河
東
太
陽
山
西
虞
地
是
也
」
、

然
則
舜
居
虞
地
、
以
虞
篤
氏
、
尭
封
之
虞
篤
議
侯
、
及
王
天
下
、

遂
鵠
天
子
之
輿
故
従
微
至
著
、
常
宿
虞
氏
、
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涌
冒
色
、
敢
行
暴
乱
」
之
難
是
也
、

云
「
文
王
齋
西
伯
而
宥
聖
徳
」
者
、

鄭
玄
詩
譜
云
「
周
之
先
公
日
大
王
者
避
狭
雉
、
自
榊
始
遷
焉
、
而

脩
徳
建
王
業
、
商
王
帝
乙
之
初
、
命
其
子
王
季
篤
西
伯
、
至
柑
又

命
文
王
、
典
治
南
國
江
漢
汝
墳
之
諸
侯
」
、

是
謂
文
王
覆
父
之
業
鵠
西
伯
也
、

股
之
州
長
日
伯
、
謂
篤
薙
州
伯
也
、

周
祀
「
八
命
作
牧
」
、
股
之
州
牧
、
蓋
亦
八
命
、

如
早
定
借
云
「
九
命
然
後
錫
以
拒
巴
圭
墳
」

孔
叢
云
「
羊
容
間
於
子
思
日
、
古
之
帝
王
、
申
分
天
下
、
而
二
公

治
之
、
謂
之
二
伯
、
周
自
后
稜
封
鵠
王
者
之
後
、
大
王
王
季
皆
絹

諸
侯
、
葵
得
重
画
伯
平
、
子
思
目
、
吾
間
諸
子
夏
云
、
股
王
帝
乙

之
時
、
王
季
以
九
命
作
伯
於
酉
、
受
圭
璃
桓
巴
之
錫
、
敏
文
王
国

之
、
得
専
征
伐
、
此
諸
侯
焉
伯
、
猶
周
召
分
陳
」
、

皇
帝
詣
亦
云
「
王
季
於
帝
乙
股
王
之
時
、
賜
九
命
篤
西
長
、
始
受

圭
楷
拒
肉
と
、
皆
以
篤
王
季
受
九
命
作
東
西
大
伯
、

鄭
不
見
孔
叢
之
書
、
早
麓
之
箋
、
不
言
九
命
、
則
以
王
季
鶏
州
伯

【
毛
詩
語
序
冒
・
∞
a
】

○
周
之
先
公
日
大
王
者
避
秋
難
、
自
幽
始
遷
焉
、
而

脩
徳
建
王
業
、
商
王
帝
乙
之
初
、
命
英
子
王
季
璃
西
伯
、
至
紆
又

命
文
王
、
典
治
南
国
江
漢
汝
勇
之
諸
侯
○
…
…

尚
書
謂
文
王
篤
西
伯
、
常
是
捲
父
之
業
、
故
知
王
季
亦
鵠
西
伯
、

股
之
州
長
日
伯
、
謂
鶏
確
州
伯
也
、

周
祀
「
人
命
作
牧
」
、
股
之
州
伯
、
蓋
亦
人
命
也
、

如
早
麓
倖
云
「
九
命
然
後
錫
以
拒
巴
圭
暦
」

孔
叢
云
「
羊
容
問
於
子
思
日
、
古
之
帝
王
、
申
分
天
下
、
而
二
公

治
之
、
謂
之
二
伯
、
周
自
后
稜
封
焉
王
者
之
後
、
大
王
王
季
皆
鵠

諸
侯
、
笑
得
璃
西
伯
平
、
子
思
日
、
吾
聞
諸
子
夏
云
、
股
王
帝
乙

之
時
、
王
季
以
九
命
作
伯
於
酉
、
受
土
璃
拒
巴
之
賜
、
故
文
王
因

之
、
待
専
征
伐
、
此
諸
侯
璃
伯
、
猶
周
召
分
陳
」
、

皇
帝
謎
亦
云
「
王
季
於
帝
乙
股
王
之
時
、
賜
九
命
篤
酋
長
、
始
受

圭
聯
拒
巴
」
、
皆
以
鵠
王
季
受
九
命
作
東
西
大
伯
、

鄭
不
見
孔
叢
之
書
、
早
麓
之
箋
、
不
言
九
命
、
則
以
王
季
亀
川
伯
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也
、

.
文
王
亦
鵠
州
伯
、
故
西
伯
戟
黎
注
云
「
文
王
鵠
森
川
之
伯
、
南
兼

梁
刑
、
在
西
故
日
西
伯
」
、
文
王
之
徳
、
優
於
王
李
、
文
王
尚
鵠

伯
、
明
王
季
亦
鵠
州
伯
也
、

楚
辞
天
間
日
「
伯
昌
些
衰
、
乗
鞭
作
牧
」
、
王
逸
注
云
「
伯
謂
文

王
也
、
鞭
以
喩
政
、
言
紺
粧
令
既
裏
、
文
王
執
鞭
持
政
、
篤
薙
州

.牧」、
天
問
屈
原
所
作
、
去
聖
未
達
、
謂
文
王
篤
牧
、
明
非
大
伯
也
、
所

以
不
従
毛
説
、
言
「
至
拙
叉
命
文
王
」
者
、
既
以
継
父
篤
　
伯
、

又
命
之
使
兼
治
南
國
江
漢
汝
墳
之
諸
侯
、

周
本
紀
云
「
季
應
要
大
任
、
生
昌
有
聖
瑞
、
古
公
日
、
我
世
常
在

興
者
、
其
在
昌
平
、
後
果
受
命
鵠
文
王
也
」
、

也
、
文
王
亦
齋
州
伯
、
故
西
伯
戟
黎
注
云
「
文
王
鵠
薙
州
之
伯
、
南
兼

染
刑
、
在
西
故
日
西
伯
」
、
文
王
之
徳
、
優
於
王
李
、
文
王
尚
璃

伯
、
明
王
季
亦
鵠
州
伯
也
、

楚
辞
天
間
H
「
伯
呂
掟
束
、
桑
鞭
作
牧
」
、
王
逸
注
云
「
伯
謂
文

王
也
、
鞭
以
喩
政
、
言
紆
墟
令
既
束
、
文
王
執
鞭
持
政
、
璃
確
州

牧」、
天
問
屈
原
所
作
、
去
聖
未
達
、
謂
文
王
璃
牧
、
明
非
天
伯
山
、
所

以
不
捉
毛
説
　
l
二
一
一
日
「
至
打
又
人
叩
文
王
」
者
、
既
巳
撹
父
篤
州
伯
、

又
命
之
梗
光
治
高
岡
江
漢
汝
芳
之
諸
侯
也
、
…
…
…

【
毛
詩
語
序
∞
b
】

云
「
天
下
掃
周
者
三
分
宥
二
、
而
猶
服
事
段
」
者
、

鄭
玄
又
云
「
於
時
三
分
天
下
宥
其
二
、
以
服
事
股
、
故
薙
染
刑
預

徐
楊
之
人
、
成
被
其
徳
而
従
之
」
、

鄭
既
引
論
語
三
分
宥
二
、
紋
様
萬
貢
川
名
、
指
而
言
之
、
薙
染
刑

預
徐
楊
掃
文
王
、
・
其
飴
巽
手
先
鳩
針
、
九
州
而
宥
其
六
、
是
篤
三

○
於
時
三
分
天
下
有
其
二
、
以
恨
事
股
、
放
縦
梁
刑
推

徐
楊
之
人
、
成
被
共
徳
而
従
之
○
正
義
H
、

既
引
論
語
三
分
宥
二
、
故
掠
爵
貢
州
名
、
指
而
言
之
、
薙
梁
刑

橡
徐
楊
鋸
文
王
、
其
鎗
菜
音
尭
属
村
、
九
州
而
石
其
六
、
是
篤
三
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分
有
其
二
也
、

青
侍
云
「
文
王
翠
諸
侯
以
事
紆
」
、
是
「
猶
服
事
股
」
也
、
紆
悪

貰
盈
、
文
王
不
忍
誅
伐
、
猶
服
事
之
、
故
謂
之
「
至
徳
」
也
、

分
有
其
二
也
、

こ
の
例
は
冨
語
』
泰
伯
篤
の
「
舜
有
臣
五
人
」
章
の
『
集
解
』
の
部
の
『
正
義
』
で
、
尭
・
舜
が
そ
れ
ぞ
れ
「
陶
悟
氏
」
・
「
虞
氏
」

と
呼
ば
れ
る
理
血
を
説
明
し
た
部
分
、
周
が
「
西
伯
」
と
な
っ
た
こ
と
の
意
味
を
解
説
し
た
も
の
、
文
王
が
椴
の
紆
王
に
服
事
し
た
理
由

を
述
べ
た
部
分
と
い
う
、
三
部
の
標
起
止
以
下
の
『
正
義
』
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
照
応
す
る
の
が
『
春
秋
正
義
』
巻
三
十
五
・

二
十
二
葉
宴
(
裏
公
二
十
四
年
伝
)
、
『
尚
書
正
義
』
巻
二
・
二
十
六
葉
表
(
尭
典
)
、
そ
し
て
今
度
は
『
毛
詰
正
義
』
詩
語
序
・
七
葉
裳
・

八
莞
表
と
、
同
じ
く
『
毛
詩
正
義
』
詩
語
序
・
八
葉
裳
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
れ
も
ま
た
丹
念
に
三
『
正
義
』
か
ら
収
集
し
て
つ
な
ぎ
合

わ
せ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
冒
頭
の
、
同
じ
標
起
止
「
注
孔
H
至
然
乎
」
以
下
の
『
論
語
正
義
』
の
一
連
の
文
章
が
、
『
春
秋
正

義
」
と
『
尚
書
正
義
』
と
い
っ
た
異
な
る
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
疑
問
を
強
く
感
じ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
次
の
例
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

【
論
語
正
義
-
†
N
b
】

契
善
射
、
碁
盤
舟
〔
孔
日
、
鐸
有
窮
國
之

君
、
去
夏
后
相
之
位
、
其
臣
寮
抹
殺
之
、

国
共
室
而
生
井
、
暮
多
力
、
能
陸
地
行
舟
、

鵠
夏
后
少
康
所
殺
〕

【
尚
書
正
義
T
u
b
】

有
窮
后
朋
什
〔
有
窮
國
名
、
綱
什
諸
侯
名
〕

【
春
秋
正
義
N
?
N
U
a
】

侍
其
射
〔
鐸
善
射
〕
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○
注
孔
日
至
所
殺
○
正
義
日
、

云
「
穿
有
窮
國
之
君
」
者
、
界
居
窮
石
之

地
、
故
以
窮
鳥
國
被
、
以
有
配
之
、
猶
言

有
周
有
夏
也
、
窮
國
之
君
日
鋼
汁
、
鋤
け
是
有

窮
君
之
名
競
也
、

孔
注
尚
書
云
「
鋤
け
諸
侯
名
」
、

杜
注
左
倖
云
「
罪
有
窮
君
之
競
」
、
則
輿

孔
不
同
也
、

説
文
云
「
翠
帝
位
射
官
也
」
、

質
達
云
「
瑚
升
之
先
祖
、
世
翁
先
王
射
官
、

故
青
枠
賜
綱
升
弓
矢
使
司
射
」
、

准
南
子
云
「
尭
時
十
日
拉
生
、
桒
使
朋
升
射

九
日
而
落
之
」
、

楚
節
天
間
云
「
㌍
焉
韓
日
烏
解
羽
」
、

掃
戒
易
亦
云
「
翠
弾
十
日
」
、

説
文
云
「
弾
者
射
也
」
、

〇
倍
有
窮
至
俊
之
○
正
義
日
、

蛮
四
年
左
侍
日
「
夏
之
方
衰
也
、
后
鋤
け
自

釦
遷
干
窮
石
」
、
妖
…
則
鐸
居
窮
石
、
紋
日

「
有
窮
國
名
」
、
窮
是
諸
侯
之
國
、
鐸
是

其
君
之
名
也
、

説
文
云
「
鋤
け
帝
骨
射
官
也
」
、

音
速
云
「
鋤
け
之
先
祖
、
世
璃
先
王
射
官
、

故
帝
　
賜
鐸
弓
矢
使
司
射
」
、

准
南
子
云
「
尭
時
十
日
並
生
、
尭
仕
明
け
射

九
日
而
落
之
」
、

楚
衝
天
間
云
「
鋤
け
焉
欄
日
烏
解
羽
」
、

掃
栽
易
亦
云
「
発
弾
十
日
」
、

説
文
云
「
輝
者
射
也
」
、

○
注
姻
什
善
射
○
正
義
日
、

尚
書
云
「
大
康
P
位
以
逸
橡
、
有
窮
后
鋤
け

因
民
弗
忍
距
干
河
」
、

孔
安
國
云
「
鐸
諸
侯
名
」
、

杜
云
「
有
窮
君
之
披
」
、
則
典
礼
不
同
也
、

「
鐸
善
射
」
、
論
語
文
也
、

説
文
云
「
押
商
骨
射
官
也
」
、

音
速
云
「
綱
什
之
先
祖
、
世
篤
先
王
射
官
、

放
菅
生
賜
朋
什
弓
矢
梗
司
射
」
、

准
庸
子
云
「
尭
時
十
日
並
出
、
尭
便
利
什
射

九
日
而
落
之
」
、

楚
酢
天
間
云
「
鋤
け
焉
韓
日
烏
解
羽
」
、

鏡
栽
易
亦
云
「
綱
廿
弾
十
日
」
、
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此
三
者
言
蛙
不
定
、
雉
以
取
信
、
要
言
帝

骨
時
有
朋
叶
、
尭
時
亦
有
朋
汁
、
則
鋤
け
是
善
射

之
掟
、
非
復
人
之
名
字
、
信
如
彼
言
、
則

不
知
此
朋
什
名
篤
何
也
、

此
三
者
言
蛙
不
経
、
　
以
取
信
、
要
言
帝

隼
時
宥
昇
、
尭
時
亦
有
朋
井
、
則
界
是
善
射

之
蛇
、
非
復
人
之
名
字
、
信
如
彼
一
亘
則

不
知
綱
什
名
璃
何
也
、

言
蛙
不
経
、
難
以
取
信
、
要
言

學
時
有
瑚
叶
、
尭
時
亦
有
罪
、
別
井
是
善
射

之
披
、
非
復
人
之
名
字
、
信
如
披
言
、
則

不
知
綱
井
名
鵠
何
也
、

こ
の
例
は
、
冨
語
』
憲
間
篤
の
「
西
富
通
関
於
孔
子
」
章
に
見
え
る
綱
汁
と
い
う
人
物
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
『
尚
書

正
義
」
(
五
子
之
歌
)
と
『
春
秋
正
義
』
(
裏
公
四
年
伝
)
の
両
這
義
』
に
一
致
す
る
文
章
が
見
え
る
。
そ
し
て
こ
の
二
著
を
比
較
対
照

し
て
み
る
と
、
『
論
語
正
義
』
は
ど
ち
ら
か
一
方
に
拠
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
双
方
と
も
に
拠
っ
た
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
極
端
な
言
い
方
を
す
る
と
、
三
者
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
こ
に
先
後
は
つ
け
か
ね
る
の
で
あ
る
。
た
だ
我
々
は
『
論
語
正
義
』
の
成

立
が
い
ち
ば
ん
後
れ
る
こ
と
を
予
め
承
知
し
て
い
る
の
で
、
「
双
方
と
も
に
拠
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
推
論
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
『
論
語
正
義
』
の
文
辞
が
い
ち
ば
ん
「
古
い
形
」
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
長
文
の
例
を
多
数
引
用
し
、
た
び
た
び
疑
問
を
呈
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
次
の
仮
説
に
よ
っ
て
そ
の
疑
問
を
一
挙
に
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
本
節
で
筆
者
が
言
い
た
か
っ
た
こ
と
は
、

邪
扇
が
百
害
正
義
』
『
毛
詩
正
義
』
『
春
秋
正
義
』
の
三
『
正
義
』
か
ら
『
論
語
』
解
釈
と
し
て
適
当
な
箇
所
を
適
宜
に
抜
粋
摘

録
し
て
扇
語
正
義
』
を
作
成
し
た
の
で
は
な
く
、
三
冠
義
』
共
通
の
作
者
が
著
作
し
た
『
論
語
』
の
注
釈
書
が
先
ず
存
在
し
、

耶
=
再
『
論
語
正
義
』
は
そ
れ
か
ら
直
接
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
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と
い
う
仮
説
が
成
り
立
た
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
以
上
の
仮
説
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
冒
頭
で
述

べ
て
お
い
た

『
論
語
正
義
」
　
の
原
資
料
は
　
『
五
経
正
義
』
　
で
あ
る
。

と
い
う
結
論
を
、
今
度
は
、

『
論
語
正
義
』
　
の
原
資
料
は
　
『
五
経
正
義
』
　
の
作
者
に
よ
る
　
『
論
語
』
注
釈
書
で
あ
る
。

と
言
い
換
え
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
唐
の
孔
穎
達
が
冨
経
正
義
』
の
編
纂
と
並
行
し
て
著
作
し
た
幻

の
?
　
『
論
語
正
義
』
　
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
筆
者
は
そ
の
よ
う
に
も
考
え
な
い
。
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
『
尚
書
正
義
』
　
『
毛
詰
正
義
』
　
『
春
秋
正
義
』
　
の
三
『
正
義
』

の
作
者
に
よ
る
『
論
語
』
注
釈
書
の
存
在
を
想
定
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
結
論
を
前
も
っ
て
述
べ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
条
件

に
叶
う
の
が
、
実
に
隋
・
劉
蛇
の
　
『
論
語
述
議
』
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
仮
説
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
少
し
構
造
に
そ
れ
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
悟
五
経
正
義
』

編
纂
の
事
情
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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七
　
五
経
正
義
編
纂
の
事
情
と
隋
・
劉
舷

唐
の
大
宗
の
勅
命
に
よ
っ
て
、
時
の
国
子
祭
酒
・
孔
穎
達
を
責
任
者
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
豆
経
正
義
』
は
、
も
ち
ろ
ん
唐
代
の
著
作

物
で
は
あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
と
い
え
ば
、
六
拗
時
代
に
作
成
さ
れ
た
多
く
の
義
疏
の
中
か
ら
標
準
と
す
べ
き
義
疏
を
選
択
し
、
そ
れ
が

冨
経
正
義
」
稿
本
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
事
情
を
も
う
す
こ
し
詳
し
く
説
明
す
る
な
ら
、
五
経
正
義
』
編
纂
の
基
本
方
針

は
、
ま
ず
冨
経
」
に
対
す
る
最
良
の
「
注
釈
」
油
日
を
選
択
し
、
さ
ら
に
こ
の
「
注
釈
」
書
を
再
注
釈
し
た
書
物
、
す
な
わ
ち
「
義
疏
」

の
中
か
ら
最
良
の
も
の
を
選
定
し
・
こ
れ
を
基
本
と
し
て
そ
の
不
備
を
次
善
の
「
義
疏
」
で
補
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
選

定
さ
れ
た
『
五
経
』
の
「
注
釈
」
と
そ
の
「
義
疏
」
は
、
冨
経
正
義
』
そ
れ
ぞ
れ
の
序
に
よ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

春　 礼　 毛　 尚　 周
経秋　 記　 詩　 書　 易

晋　 漢　 漠　 漢　 貌

注

杜　 郷　 毛　 孔　 王
預　 玄　 公　 安　 弼

国
漠　　　 晋

鄭　　　 韓
玄　　　 康
伯

隋　 染　 隋　 隋　 特

義
疏

に
劉　 皇　 劉　 劉　 無
蛇　 侃　 埠　 悼　 し

陳　 北　 隋　 帽
・　周　 ・
沈 ・ 劉　 劉
文　 熊　 櫨　 蛇
阿　 安
生

さ
て
右
の
表
を
見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
さ
き
に
問
題
と
し
た
『
尚
書
正
義
』
『
毛
詩
正
義
三
春
秋
正
義
」
の
三
『
正
義
」
は
、
い
ず



46

れ
も
隋
・
劉
櫨
の
「
義
疏
」
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
『
論
語
正
義
」
中
で
最
も
一
致
す
る
文
章
の
数
の
多
か
っ
た

『
春
秋
正
義
』
は
、
実
に
劉
蛇
の
『
春
秋
述
議
』
が
原
資
料
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
思
い
合
わ
せ
る
と
き
、
筆
者
の
立
て
た
仮
説
が
そ

れ
ほ
ど
突
飛
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。
し
か
も
こ
の
劉
杖
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
『
隋
書
」
本
伝
に
よ
る
と
、

ま
ず
冒
頭
に
『
論
語
述
議
』
十
巻
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
三
冠
義
』
共
通
の
作
者
に
よ
る
『
論
語
』
注
釈
書
が
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

な
お
劉
杖
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
以
下
『
春
秋
攻
昧
』
十
巻
・
五
経
正
名
』
十
二
巻
・
軍
経
述
議
』
五
巻
・
『
春
秋
述
議
」
四
十

巻
・
『
尚
書
述
議
』
二
十
巻
・
『
毛
詩
述
議
」
四
十
巻
・
『
注
詩
序
』
一
巻
・
貢
術
』
一
巻
が
続
け
て
記
載
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

当
時
に
盛
行
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
現
在
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
亡
侠
し
て
い
る
が
、
幸
い
に
も
軍
経
述
議
」
の
巻

丁
巻
四
が
我
が
国
に
写
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
『
述
議
』
の
一
斑
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
『
北
史
』
儒
林
伝
の
序
文
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
∴
惜
冨
経
正
義
』
に
よ
る
南
北
の
学
の
統
」
は
、
実
は
劉
舷
と
そ
の
学

友
で
あ
っ
た
劉
坤
と
い
う
二
人
の
業
績
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
冨
経
正
義
』
の
基
碇
は
実
に
こ
の
二
人
の
劉
氏
に

ょ
っ
て
築
か
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
清
代
の
考
証
学
者
の
中
に
は
、
冨
経
正
義
』
中
に
六
朝
時
代
の
旧
疏
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
者
が
少
な
く
な

い
が
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
冨
経
正
義
』
成
立
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
扇
秋

正
義
』
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
旧
「
義
疏
」
と
悟
人
の
手
に
成
る
部
分
を
徹
底
的
に
弁
別
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
の
が
、

清
代
の
『
左
伴
』
学
者
・
劉
文
洪
(
-
霊
6
⊥
∞
笠
の
『
左
侍
旧
疏
考
正
=
冒
読
経
解
続
編
」
所
収
)
で
あ
る
。
彼
の
肌
光
紙
北
日
に

徹
す
る
考
証
の
結
論
は
、
扇
秋
正
義
」
の
大
部
分
は
劉
蛇
『
靂
秋
述
議
』
の
文
章
そ
の
も
の
で
あ
り
、
唐
人
に
よ
っ
て
背
か
れ
た
の
は
、

劉
蛇
が
杜
預
を
批
判
し
た
部
分
を
再
批
判
し
た
二
百
余
条
に
過
ぎ
な
い
、
と
断
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
筆
者
は
基
本
的
に
こ
の
劉
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文
演
説
を
支
持
し
て
い
る
。

そ
こ
で
先
ず
こ
の
劉
文
浜
の
考
証
を
手
が
か
り
に
、
筆
者
の
立
て
た
仮
説
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
次
に
挙
げ
る
の
は
『
春

秋
正
義
」
文
公
二
年
経
の
条
で
あ
る
。

【
春
秋
正
義
-
?
∞
a
】

丁
丑
、
作
倍
公
主
　
〔
主
者
股
人
以
柏
、
周
人
以
粟
、
三
年
喪
終
、
則
達
人
於
廟
〕

○
注
主
著
至
於
廟
○
正
義
日
、
主
所
用
木
、
経
無
正
文
、
公
羊
傍
目
、
「
主
者
局
用
、
虞
主
用
桑
、
練
主
用
粟
」
、
左
侍
唯
言
「
耐
而
作

主
」
、
主
一
両
巳
、
非
虞
練
再
作
(
筆
者
案
、
阪
刻
本
作
字
焉
従
字
、
非
也
)
、
公
羊
之
言
、
不
可
通
於
此
也
、
論
語
「
衷
公
開
主
於
宰

我
、
宰
我
封
日
、
夏
后
氏
以
桧
、
股
人
以
柏
、
周
人
以
栗
」
、
先
信
吾
解
、
戎
有
以
翁
「
宗
廟
主
」
者
、
故
杜
依
用
之
、
案
古
論
語
及

孔
姉
、
皆
以
鵠
「
社
主
」
、
社
焉
「
木
主
」
者
、
古
論
不
行
於
世
、
且
社
主
周
祀
謂
之
「
田
主
」
、
無
軍
稀
「
主
」
者
、
以
張
・
包
・
周

等
並
焉
「
廟
主
」
、
故
杜
所
依
用
、
劉
怯
就
此
以
規
杜
過
、
末
男
得
也
、

右
の
　
『
正
義
」
　
の
拙
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

正
義
に
日
く
、
「
主
」
に
用
い
る
木
に
つ
い
て
は
経
書
に
正
式
な
記
載
が
無
い
。
『
公
羊
伝
』
に
、
「
主
は
局
を
か
用
ふ
。
虞
主
は
桑

を
用
ひ
、
練
主
は
栞
を
用
ふ
」
と
い
う
。
『
左
伝
』
に
は
唯
だ
「
耐
し
て
主
を
作
る
」
と
い
う
の
み
で
あ
る
か
ら
、
「
主
」
は
一
種
類

だ
け
で
あ
ろ
う
。
虜
祭
・
練
祭
に
再
度
作
る
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
『
公
羊
伝
』
の
言
葉
は
こ
こ
に
通
用
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

冒
豊
巴
に
、
「
哀
公
　
主
を
宰
我
に
間
ふ
。
宰
我
　
対
へ
て
日
く
、
夏
后
氏
は
松
を
以
て
し
、
投
入
は
柏
を
以
て
し
、
周
人
は
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栗
を
以
て
す
」
と
あ
る
。
先
儒
の
旧
解
の
中
に
は
、
こ
れ
を
「
宗
廟
の
主
」
と
み
な
す
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
杜
預
は
こ
れ
に
依
拠

し
て
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

考
え
る
に
、
『
古
論
語
』
　
や
孔
(
安
国
)
・
鄭
　
(
玄
)
　
は
皆
な
「
社
主
」
と
み
な
し
て
い
る
。
社
に
木
主
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て

(
杜
預
が
こ
の
説
を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
)
　
は
、
『
古
論
語
」
は
世
に
行
わ
れ
ず
、
し
か
も
「
社
主
」
は
　
『
周
礼
』
で
は
こ
れ
を

「
田
主
」
と
い
い
、
単
に
「
主
」
と
称
す
る
も
の
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
(
し
か
も
『
古
論
語
』
に
従
う
孔
安
国
や
鄭
玄
に
対
し
て
)

張
(
鳩
)
・
包
(
威
)
・
周
の
諸
氏
は
す
べ
て
「
廟
主
」
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
杜
預
は
こ
れ
に
依
拠
し
て
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

劉
蛇
が
こ
れ
〔
『
古
論
語
』
・
孔
・
鄭
〕
を
根
拠
と
⊥
て
杜
預
の
過
失
を
規
正
す
る
の
は
、
未
だ
正
解
と
は
い
え
な
い
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
『
春
秋
』
経
文
の
「
倍
公
主
」
を
『
論
語
』
　
の
「
哀
公
開
主
」
と
同
一
の
も
の
と
み
な
す
の
が
杜
預
説
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
劉
櫨
は
、
「
哀
公
開
主
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
間
違
い
で
あ
り
、
『
古
論
語
」
が
「
哀
公
間
社
」
に
作
る
の
を
是
と
す
る
。
し

た
が
っ
て
　
『
論
語
』
は
「
社
主
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
『
春
秋
』
　
の
「
債
公
主
」
に
当
て
は
め
る
の
は
正
し
く
な
い
と
主
張
し
て
い
る

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
　
『
春
秋
正
義
』
が
こ
の
劉
嫁
説
を
否
定
し
て
、
杜
預
説
を
堅
持
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
　
『
春
秋
正
義
』
　
の
こ
の
条
に
対
し
て
、
劉
文
洪
『
左
倍
旧
疏
考
正
』
　
は
以
下
の
よ
う
に
考
証
し
て
い
る
。

こ
の
条
は
唐
人
が
劉
蝮
に
反
駁
し
た
文
章
で
あ
る
。
「
皆
以
篤
社
主
、
社
鵠
木
主
者
」
以
上
は
す
べ
て
劉
舷
の
言
葉
で
あ
る
は
ず

だ
。
も
と
の
文
章
が
け
ず
り
去
ら
れ
て
い
る
た
め
、
必
ず
そ
う
だ
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
上
文
に
「
先
儒
菖
解

戎
有
以
鵠
宗
廟
主
者
、
故
杜
依
用
之
」
と
い
い
、
下
文
に
も
「
張
包
周
等
並
鶏
廟
主
、
放
杜
所
供
用
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の

(
「
杜
所
依
用
」
と
い
う
)
　
表
現
が
重
複
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
必
ず
や
別
人
の
説
で
あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
「
社
貧
木
主
音
」
と
い
う
の
は
、
語
気
が
ま
だ
終
了
し
て
い
な
い
の
に
、
横
か
ら
「
古
論
不
行
於
世
」
と
い
う
一
句
が
わ

り
こ
ん
で
、
文
章
が
隔
絶
し
て
し
ま
っ
た
も
の
。
こ
れ
ま
た
『
春
秋
正
義
』
　
の
中
で
混
乱
が
ひ
ど
い
も
の
の
例
で
あ
る
。

劉
文
浜
の
説
を
要
す
る
に
、
劉
蛇
『
春
秋
述
議
』
に
唐
人
の
手
が
加
わ
っ
た
結
果
、
こ
の
　
『
春
秋
正
義
』
　
の
文
章
は
文
気
の
続
か
な
い

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
古
論
語
』
・
孔
・
鄭
説
を
支
持
し
て
杜
預
説
を
否
定
す
る
劉
舷
に
対
し
、
唐

人
が
こ
れ
を
反
駁
し
て
杜
預
説
を
弁
護
し
ょ
う
と
し
た
た
め
、
文
気
が
相
応
じ
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
拙
訳
で
は
　
(
　
)

内
に
「
杜
預
が
こ
の
説
を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
」
と
い
う
一
句
を
補
っ
て
下
文
に
通
じ
る
よ
う
意
凶
し
た
が
、
確
か
に
続
き
の
悪
い
文

章
で
は
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
　
『
春
秋
述
議
』
本
来
の
形
を
あ
る
程
度
推
測
さ
せ
る
文
章
が
『
論
語
正
義
』
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
八
析

篇
「
衷
公
開
社
於
宰
我
」
章
が
そ
れ
で
あ
る
。

【
論
語
?
-
N
b
】

哀
公
開
社
於
宰
我
、
宰
我
封
日
、
夏
后
氏
以
松
、
股
人
以
相
、
周
人
以
栗
、
自
任
民
戦
葉
〔
孔
日
、
凡
建
邦
立
社
、
各
以
其
土
所
宜
之
木
、

宰
我
不
本
其
意
、
妄
鵠
之
説
、
閃
周
用
栗
、
便
云
使
民
戦
果
〕

○
注
孔
日
至
戦
栗
○
正
義
日
、
云
「
凡
建
邦
立
社
、
各
以
其
土
所
宜
之
木
」
者
、
以
祉
者
五
土
之
抱
神
、
故
凡
建
邦
立
国
、
必
立
社
也
、

夏
都
安
邑
宜
松
、
股
郡
竜
宜
柄
、
周
都
豊
鏑
宜
栗
、
是
「
各
以
其
土
所
宜
之
木
」
也
、
謂
用
其
木
以
鵠
社
、

張
・
包
・
周
本
以
焉
「
哀
公
開
主
於
宰
我
」
、
先
儒
或
以
鵠
「
宗
廟
主
」
者
、
杜
元
凱
・
何
体
用
之
、
以
解
春
秋
、
以
焉
「
宗
廟
主
」
、

今
所
不
取
、
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こ
の
例
は
『
集
解
』
の
部
の
『
正
義
』
で
あ
る
が
、
建
国
し
て
社
稜
を
作
る
際
に
植
え
る
木
は
、
そ
の
土
地
の
風
土
に
ふ
さ
わ
し
い
木

を
用
い
る
べ
き
こ
と
を
前
半
で
説
明
し
て
お
り
、
後
半
は
テ
キ
ス
ト
の
異
同
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
き
に
引
用
し
た

『
春
秋
正
義
』
と
関
連
す
る
後
半
部
を
翻
訳
し
て
み
よ
う
。

張
・
包
・
周
の
テ
キ
ス
ト
は
「
哀
公
開
主
於
宰
我
」
に
作
っ
て
い
る
。
そ
し
て
先
儒
の
中
に
は
こ
れ
を
「
宗
廟
主
」
と
考
え
る
も

の
が
い
る
。
だ
か
ら
杜
元
凱
・
何
体
は
そ
の
説
を
採
用
し
て
(
「
倍
公
主
」
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
)
『
春
秋
』
を
解
釈
し

て
い
る
。
l
(
し
か
し
「
社
主
」
で
は
な
く
)
宗
廟
の
主
と
み
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
は
こ
の
説
を
取
ら
な
い
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
『
論
語
正
義
』
で
は
「
宗
廟
主
」
と
み
な
す
杜
預
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
ま
ま
『
春
秋
正
義
」
所
引

の
劉
蛇
諭
に
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
『
春
秋
述
議
』
の
本
来
の
姿
は
『
論
語
正
義
」
に
記
さ
れ
た
文
章
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
論
語
正
義
』
は
扇
秋
述
議
」
と
同
じ
主
張
(
お
そ
ら
く
文
章
そ
の
も
の
も
同
じ
)
の

『
論
語
述
議
」
か
ら
引
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
道
、
す
な
わ
ち
『
春
秋
正
義
」
の
文
章
を
省
略
し
て
扇
語
正
義
』
の
文
章
と
し
た
も

の
と
は
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
『
春
秋
正
義
」
が
、
杜
預
説
が
公
羊
学
者
の
何
休
説
と
一
致
す
る
事
実
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、

そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。

春
秋
述
議
∵
-
1
春
秋
正
義

↑
?

論
語
述
議
　
‥
　
論
語
正
義
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な
お
こ
こ
の
〓
細
語
正
義
」
の
最
後
に
見
え
る
「
今
所
不
取
」
と
い
う
一
句
は
、
あ
る
い
は
劉
蛇
の
常
用
語
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

次
は
こ
の
一
句
を
含
む
例
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
-
T
∽
a
】

乗
股
之
輯
〔
馬
日
、
股
車
日
大
格
、
左
倖
日
、
大
輪
越
席
、
昭
其

倫
也
〕
○
注
馬
日
王
侯
也
○
正
義
日
、

云
「
股
車
日
大
格
」
者
、
明
堂
位
H
「
大
輪
股
輯
也
」
、
鄭
注
云

「
大
路
木
路
也
、
漠
祭
天
来
股
之
路
、
今
謂
之
桑
根
尊
者
」
是
也
、

「
路
」
訓
大
也
、
君
之
所
在
、
以
大
鳥
披
、
門
日
路
門
、
寝
日
路

寝
、
辛
目
路
車
、
故
人
君
之
車
、
通
以
路
雷
名
、

周
祇
巾
車
「
掌
王
之
五
路
」
、
鄭
玄
云
「
王
在
焉
日
路
」
、

彼
解
天
子
之
車
、
故
云
王
在
耳
、
其
賓
諸
侯
之
車
、
亦
構
鵠
路
、

云
「
左
侍
日
大
格
越
席
昭
其
倹
也
」
者
、
桓
二
年
之
文
也
、

【
春
秋
正
義
∽
-
∞
a
b
】

大
路
越
席
〔
大
路
玉
路
、
祀
天
草
也
、
越
席
結
草
〕

○
注
大
路
至
越
席
結
草
○
正
義
日
、

「
路
」
訓
大
也
、
君
之
所
在
、
以
大
鶴
我
、
門
口
路
門
、
寝
日
路

寝
、
車
日
路
車
、
故
人
君
之
車
、
通
以
路
鵠
名
也
、

周
祀
巾
車
「
掌
王
之
五
路
」
、
鄭
玄
云
「
王
在
焉
口
路
」
、

彼
解
天
子
之
草
、
故
云
王
在
耳
、
其
賛
諸
侯
之
車
、
亦
稀
馬
路
、

「
大
路
」
路
之
最
大
者
、
巾
車
五
路
、
玉
路
鵠
大
、
故
杜
以
玉
路

鵠
大
路
、
巾
車
云
「
玉
路
錫
契
綾
、
十
有
再
就
、
建
大
骨
十
有
二

貯
以
祀
」
、
故
云
「
祀
天
草
也
」
、
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「
越
席
」
結
蒲
焉
席
、
置
於
路
中
以
薗
籍
、
示
其
倫
也
、

「
越
席
」
結
蒲
鵠
席
、
置
於
玉
路
之
中
以
薗
籍
、
示
其
倹
也
、

経
俸
言
「
大
路
」
者
多
臭
、
注
者
皆
艶
文
鵠
説
、

服
虔
云
「
大
路
木
路
」
、

●

●

●

　

　

　

　

　

　

　

　

●

引
之
者
、
以
譚
股
路
一
名
大
路
也
、
杜
元
凱
以
大
路
鵠
玉
路
、
今

●
　
●
　
●

所
不
取
、

服
虔
云
「
大
路
木
路
」
、

●

●

●

杜
不
然
者
、
以
「
大
路
越
席
」
、
猶
如
「
清
廟
茅
屋
」
、
清
廟
之

華
、
以
茅
飾
物
示
債
、
玉
路
之
美
、
以
越
席
示
質
、
若
大
路
是
木
、

則
輿
越
席
各
齋
一
物
、
…
豆
清
廟
輿
茅
屋
、
又
齋
別
乎
、
故
杜
以

大
路
篤
玉
路
、
於
玉
路
而
施
越
席
、
是
方
可
以
示
侵
、
故
沈
氏
云

「
玉
路
雑
文
、
亦
以
越
席
示
倹
」
、

●
●

而
劉
君
横
生
異
義
、
以
大
路
貧
木
路
、
妄
規
杜
氏
非
也
、

こ
の
例
文
も
主
張
そ
の
も
の
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
『
論
語
正
義
』

(
憲
間
)
　
と
　
『
春
秋
正
義
』
　
(
桓
公
二
年
伝
)
　
の
文
章
が
一
致
す
る

.
例
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
数
え
て
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
　
『
論
語
正
義
』
　
の
日
収
後
尾
に
「
今
所
不
取
」
と
い
う
一
句
が
見
え
て
い
る
。

『
春
秋
正
義
』
　
の
拙
訳
を
左
に
挙
げ
よ
う
。

正
義
に
日
く
、
「
路
」
　
の
訓
み
は
「
大
」
　
で
あ
る
。
君
の
所
在
は
「
天
」
を
も
っ
て
名
称
と
す
る
。
門
に
は
「
路
門
」
と
い
い
、

寝
室
に
は
「
路
寝
」
と
い
い
、
車
に
は
「
路
車
」
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
人
君
の
車
は
、
お
し
な
べ
て
「
路
」
を
も
っ
て
名
と
す
る
の

で
あ
る
。
『
周
礼
』
巾
草
は
、
「
王
の
五
路
を
掌
る
」
が
、
鄭
玄
は
、
「
王
の
在
す
を
路
と
日
ふ
」
と
述
べ
る
。
か
し
こ
で
は
、
天
子
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の
車
を
解
説
し
た
の
で
、
「
王
在
す
」
と
い
っ
た
ま
で
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
諸
侯
の
車
も
ま
た
「
路
」
と
い
う
。

「
大
路
」
と
は
「
路
」
の
R
梶
大
の
も
の
で
あ
り
、
(
巾
車
)
に
い
う
「
五
路
」
の
う
ち
、
「
玉
路
」
が
最
大
で
あ
る
の
で
、
杜
は

「
玉
路
」
を
も
っ
て
「
大
路
」
に
当
て
た
の
で
あ
る
。
(
巾
車
)
に
、
「
玉
路
は
錫
・
契
・
瓔
十
有
再
就
、
大
常
十
有
二
膵
を
建
て
、

以
て
祀
る
」
と
い
う
の
で
、
「
天
を
祀
る
車
」
と
解
し
た
の
で
あ
る
。

「
越
席
」
と
は
蒲
を
編
ん
で
席
を
作
り
、
玉
路
の
中
央
に
置
い
て
薗
籍
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
倹
約
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
。

経
書
・
伝
文
で
「
大
路
」
に
言
及
す
る
も
の
は
多
い
。
そ
し
て
注
釈
者
は
す
べ
て
そ
の
文
字
面
を
勘
案
し
て
説
を
た
て
て
い
る
。

服
虎
は
、
「
大
路
は
木
路
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
杜
預
が
そ
う
だ
と
考
え
な
い
の
は
、
「
大
路
は
越
席
」
と
は
、
ち
ょ
う
ど
「
清

廟
は
茅
屋
」
と
対
に
な
っ
た
表
現
で
あ
り
、
清
廟
の
華
や
か
さ
も
、
茅
で
屋
根
を
飾
る
こ
と
で
倹
約
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
玉
路
の

美
し
さ
も
、
越
席
で
質
素
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
し
も
「
大
路
」
が
木
製
だ
と
し
た
ら
、
「
越
席
」
と
各

お
の
一
物
と
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
、
ど
う
し
て
「
清
厳
」
と
「
茅
屋
」
と
が
ま
た
別
物
と
な
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
杜
は
「
大
路
」

を
「
玉
路
」
と
み
な
す
の
で
あ
り
、
「
玉
路
」
で
あ
り
な
が
ら
「
越
席
」
を
施
す
こ
と
で
、
は
じ
め
て
倹
約
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
こ
そ
沈
氏
が
、
「
玉
路
は
文
な
り
と
錐
ど
も
、
亦
た
越
席
を
以
て
倹
な
る
を
示
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
劉
君
が
ほ
し
い
ま
ま
に
異
見
を
つ
く
り
だ
し
、
「
大
路
」
は
「
木
路
」
だ
と
し
て
、
い
た
ず
ら
に
杜
氏
を
規
正
す
る
の

は
誤
り
で
あ
る
。

『
論
語
正
義
』
　
の
文
章
は
右
の
『
春
秋
正
義
』
に
重
な
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
で
、
翻
訳
す
る
必
要
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
問
題

は
『
論
語
正
義
』
が
服
慶
の
「
大
路
木
路
」
説
を
是
と
し
、
杜
預
の
「
大
路
玉
路
」
説
を
「
今
所
不
取
」
と
し
て
否
定
し
て
い
る
の
に
対
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し
て
、
扇
秋
正
義
L
で
は
劉
舷
が
脱
皮
説
を
是
と
す
る
の
に
反
駁
し
て
杜
預
説
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
劉
岐
『
春

秋
述
議
」
の
本
来
の
文
章
は
『
論
語
正
義
』
と
同
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
す
な
わ
ち
『
論
語
述
議
』
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。そ

し
て
右
の
『
春
秋
正
義
」
の
引
用
文
で
省
略
し
た
部
分
で
は
、
他
の
文
献
に
見
え
る
数
種
類
の
「
大
路
」
に
つ
い
て
詳
述
し
、
こ
れ

を
杜
預
説
弁
護
の
た
め
の
布
石
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
蚕
箪
正
義
』
に
は
こ
の
文
章
は
な
い
。
ま
た
『
春

秋
正
義
』
最
後
部
「
杜
不
然
者
」
以
下
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
は
杜
預
説
擁
護
の
た
め
の
議
論
で
あ
る
か
ら
、
扇
語
正
義
」
に
こ
れ
と
対

応
す
る
文
章
が
な
い
こ
と
右
と
同
じ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
劉
舷
『
論
語
述
議
』
は
こ
の
扇
語
正
義
」
の
文
章
の
通
り
で
あ
っ
た
と
予
想

さ
れ
、
そ
の
道
の
、
『
春
秋
正
義
』
中
の
杜
預
説
弁
護
の
部
分
を
省
略
し
て
、
『
論
語
正
義
」
の
文
章
と
し
た
も
の
と
は
と
う
て
い
考
え
牡

ヽ
一
　
〇

-
V

最
後
に
も
う
一
例
、
扇
秋
正
義
」
で
は
劉
蝮
の
言
葉
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
『
論
語
正
義
」
で
は
そ
の
ま
ま
地
の
文
と
な
っ
て
い
る

例
を
紹
介
し
た
い
。

【
春
秋
正
義
N
-
〓
・
N
a
】

杜
氏正
義
日
、
…
…
不
言
名
而
言
氏
者
、
注
述
之
人
、
義
在
謙
退
、

不
欲
目
言
其
名
、
故
但
言
「
杜
氏
」
、

毛
君
・
孔
安
國
・
馬
融
・
王
粛
之
徒
、
某
所
注
書
、
皆
播
齋
侍
、
鄭
玄
則
謂
之
等
注
、
而
此
於
「
杜
氏
」
之
下
、
更
無
宿
話
者
、
以
集

解
之
名
、
巳
題
其
上
、
故
止
云
「
杜
氏
」
而
巳
、

劉
些
石
、
不
言
名
而
云
氏
者
、
漠
承
焚
書
之
後
、
諸
儒
各
載
學
名
、

不
敢
布
於
天
下
、
但
欲
博
之
私
族
、
自
題
共
氏
、
焉
誰
之
輿
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【
論
語
序
⊥
a
】

安
昌
侯
張
由
…
…
包
氏
周
氏
章
句
出
焉

○
安
昌
侯
至
出
焉
○
正
義
日
、
…
…
「
周
氏
」
不
詳
何
人
、
「
章
句
」
者
訓
解
科
段
之
名
、
包
氏
・
周
氏
就
張
侯
論
、
鵠
之
章
句
訓
解
、

以
出
其
義
理
焉
、

不
言
名
而
言
氏
者
、
蓋
篤
章
句
之
時
、
義
在
謙
退
、
不
欲
撤
題
共
名
、
但
欲
博
之
私
族
、
故
直
云
氏
而
巳
、
若
杜
元
凱
集
解
春
秋
、
謂

之
杜
氏
也
、
或
日
、
以
何
氏
謹
成
、
故
没
其
名
、
但
言
「
包
氏
」
、
連
言
「
周
氏
」
耳
、

〓
豊
巴
序
で
は
「
包
氏
」
、
『
春
秋
(
経
侍
集
解
)
』
　
で
は
「
杜
氏
」
と
い
う
よ
う
に
、
包
成
・
杜
預
の
名
を
記
し
て
い
な
い
理
由
を

説
明
し
た
両
『
正
義
」
で
は
、
傍
線
を
施
し
た
部
分
が
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
　
『
春
秋
正
義
』
　
で
は
前
半
で
「
義
は
謙
迫
に
在
り
」
、

後
半
で
劉
蛇
の
「
但
だ
之
を
私
族
に
伝
へ
ん
と
欲
す
」
と
い
う
よ
う
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
が
、
芸
豊
川
正
義
』
　
で
は
合
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
劉
蛇
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
『
論
語
正
義
』
　
の
地
の
文
章
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
　
『
論
語
正
義
」
が

基
づ
い
た
芸
豊
川
述
議
』
　
の
文
章
に
は
初
め
か
ら
「
劉
怯
」
の
名
が
無
か
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、
筆
者
は
北
宋
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
耶
=
丙
芸
豊
川
正
義
』
　
の
原
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
隋
・
劉
柁
『
論
語
述

議
』
　
が
存
在
し
た
と
い
う
仮
説
を
こ
こ
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

八
　
再
び
論
語
正
義
と
五
経
正
義
と
の
関
係

右
の
よ
う
な
仮
説
に
対
し
て
は
、
実
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
も
ま
た
存
在
し
て
い
る
。
先
ず
そ
の
第
一
点
と
し
て
、
三



56

『
正
義
』
に
つ
い
て
は
そ
れ
で
可
い
と
し
て
も
、
『
檀
記
正
義
』
　
ヨ
周
易
正
義
』
　
に
つ
い
て
は
ど
う
説
明
が
つ
く
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
検
討
す
る
前
に
、
実
は
『
論
語
正
義
』
が
ま
ざ
れ
も
な
く
『
春
秋
正
義
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
こ
と
の
確
か
な
例
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
の
例
は
、
『
論
語
』
　
(
顔
淵
)
と
『
左
博
』
　
(
昭
公
十
三
年
)
両
書
に
共
通
し
て
見
え
る
「
克
己
復
祀
」
と
い
う
一
句
に
つ
い
て
の
両

『
正
義
』
　
で
あ
る
。

【
論
語
正
義
-
N
⊥
b
】

子
日
、
克
己
復
祀
鵠
仁
〔
馬
日
、
克
己
約
身
、
孔
日
、
復
反
也
、

身
能
反
濃
、
則
璃
仁
央
〕

○
注
馬
日
克
己
約
身
○
正
義
日
、
此
注
「
克
」
訓
焉
約
、

劉
怯
云
「
克
訓
勝
也
、
己
謂
身
也
、
身
有
嗜
慾
、
富
以
砥
俵
斉
之
、

嗜
慾
輿
祀
儀
　
戦
、
使
檀
儀
勝
其
嗜
慾
、
身
得
掃
復
於
砥
、
如
是

乃
寛
仁
也
、
復
反
也
、
言
情
鵠
嗜
慾
所
逼
、
巳
維
鐙
而
更
掃
復

之」、
今
刊
定
云
「
克
訓
勝
也
、
己
謂
身
也
、
謂
　
能
勝
去
嗜
慾
、
反
復

於
祀
也
」
、

【
春
秋
正
義
畠
I
U
∞
b
】

仲
尼
日
、
古
也
有
志
、
克
己
復
祀
仁
也

○
克
己
復
祀
仁
也
○
正
義
日
、

劉
蛇
云
「
克
訓
勝
也
、
己
謂
身
也
、
身
宥
嗜
慾
、
常
以
祀
儀
贅
之
、

●

嗜
慾
輿
祀
儀
交
戦
、
使
祀
儀
勝
其
嗜
慾
、
身
得
掃
復
於
把
、
如
是

乃
齋
仁
也
、
復
反
也
、
言
情
鶏
嗜
慾
所
逼
、
巳
維
祀
而
吏
掃
複

之
」

●

今
刊
定
云
「
克
訓
勝
也
、
己
謂
身
也
、
謂
身
能
勝
去
嗜
慾
、
反
復

於
祀
也
」
、

こ
の
例
で
は
　
『
論
語
正
義
』
　
の
最
初
の
「
此
注
克
訓
焉
約
」
と
い
う
一
句
を
除
け
ば
、
『
春
秋
正
義
』
　
の
文
章
中
に
圏
点
を
施
し
た
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「
交
」
・
「
身
」
二
字
以
外
、
す
べ
て
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
(
た
だ
し
『
春
秋
正
義
』
中
の
「
身
有
嗜
慾
」
の
「
身
」
字
は
宋
本
に
従

っ
て
補
っ
た
)
。
そ
し
て
こ
の
一
条
に
つ
い
て
は
劉
文
浜
『
左
倍
旧
疏
考
正
し
が
、

こ
の
文
章
は
劉
杖
這
議
』
の
文
章
で
あ
り
、
「
今
刊
定
」
よ
り
以
下
が
唐
人
の
文
章
で
あ
る
。
(
こ
う
い
う
例
が
孔
穎
達
の
)
序

に
い
わ
ゆ
る
「
特
ぷ
短
見
を
申
」
べ
た
部
分
で
あ
る
。
両
説
と
も
に
「
克
」
を
「
勝
」
、
「
己
」
を
「
身
」
と
訓
じ
て
は
い
る
も
の

の
、
そ
の
解
釈
の
仕
方
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
劉
杖
は
「
身
に
嗜
慾
有
れ
ば
、
常
に
祀
儀
を
以
て
之
れ
を
斉
ふ
べ
し
」
と
い
う
が
、

孔
穎
達
は
「
身
は
能
く
嗜
慾
を
勝
去
す
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
劉
説
を
前
に
引
用
し
、
そ
の
後
で
自
分
の
見
解
を
述
べ
る
、

と
い
う
の
が
　
(
『
春
秋
正
義
』
　
の
)
　
ひ
と
つ
の
典
型
で
あ
る
。

と
考
証
す
る
よ
う
に
、
こ
の
扇
秋
正
義
』
の
構
成
は
、
前
半
が
劉
舷
『
論
語
述
義
』
の
本
文
、
こ
れ
に
唐
人
の
補
正
の
文
章
が
付
け
加

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
例
は
『
論
語
正
義
」
が
劉
怯
『
論
語
述
議
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
唐
『
春
秋
正

義
」
か
ら
直
接
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
北
宋
の
太
宗
の
勅
命
に
よ
る
亘
経
正
義
』
の
刊
刻
、

つ
づ
く
七
経
疏
の
刊
刻
、
そ
し
て
『
論
語
正
義
』
を
は
じ
め
と
す
る
新
疏
の
編
集
と
い
う
事
業
は
、
唐
の
太
宗
の
『
五
経
正
義
』
編
纂
と

い
う
事
業
を
大
い
に
意
識
し
、
し
か
も
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
意
図
の
も
と
に
計
画
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
五
経
正
義
』

に
対
す
る
敬
意
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
こ
の
例
の
「
克
己
復
穏
」
の
よ
う
に
、
貢
侍
』
と
『
論
語
』
に
共
通
し
て
見
え
る
一
句
が
有
る
場
合
、
邪
畠
が
『
春
秋
正
義
』

と
劉
杖
『
論
語
述
義
』
を
比
較
し
た
可
能
性
は
高
い
と
思
う
。
そ
の
結
果
、
唐
人
の
説
を
並
記
し
た
『
春
秋
正
義
』
を
採
用
し
た
の
で
あ
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ろ
う
。
ち
な
み
に
芸
豊
川
正
義
』
中
で
「
劉
絃
」
の
名
前
が
見
え
る
の
が
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と
を
暗
示

す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
以
上
の
よ
う
に
、
『
論
語
正
義
』
が
『
春
秋
正
義
』
を
引
用
し
た
確
か
な
例
が
有
る
と
す
る
な
ら
、
『
周
易
正
義
』
這
記
正
義
』

の
場
合
も
、
右
の
考
え
方
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
『
周
易
正
義
』
の
場
合
、
二
節
で
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、

『
論
語
正
義
』
は
す
べ
て
『
周
易
』
本
文
を
引
用
し
た
上
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
周
易
正
義
』
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ

れ
は
唐
『
五
経
正
義
』
　
の
権
威
を
承
認
し
た
結
果
で
あ
る
。

『
磋
記
正
義
』
の
八
例
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
特
に
為
政
篇
の
「
温
故
知
新
」
、
顔
淵
篇
「
把
訟
吾
猶
人
也
」

と
い
う
一
句
は
『
祀
記
』
の
本
文
中
に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
祀
記
正
義
』
に
は
、
『
春
秋
正
義
」
『
尚
書
正
義
」
『
毛
詩
正
義
』

の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
別
々
の
箇
所
か
ら
摘
録
し
て
合
成
し
て
『
論
語
正
義
』
の
文
章
と
し
た
と
思
わ
れ
る
例
は
見
当
ら
な
い
こ
と

も
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
祀
記
正
義
』
　
の
場
合
は
、
『
論
語
正
義
」
が
直
接
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

○

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
は
た
し
て
劉
岐
『
論
語
述
議
』
が
『
論
語
正
義
」
の
編
纂
さ
れ
た
北
宋
時
代
ま
で
存
在
し
て
い
た
の
か
、
と

い
う
点
で
あ
る
り
既
述
の
通
り
、
『
隋
書
」
本
伝
に
見
え
た
『
論
語
述
議
」
十
巻
は
、
『
野
望
経
籍
志
に
も

論
語
義
疏
十
巻
　
皇
侃
撰

論
語
述
義
十
巻
　
劉
舷
撰

と
し
て
皇
侃
の
書
と
並
ん
で
著
録
さ
れ
て
お
り
、
下
っ
て
『
旧
唐
害
し
経
籍
志
・
『
新
唐
書
』
藍
文
志
に
も
、
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旧
唐
書

論
語
疏
十
巻
　
　
　
皇
侃
撰

論
語
章
句
二
十
巻
　
劉
蛇
撰

新
唐
書

皇
侃
疏
十
巻

劉
舷
章
句
二
十
巻

と
し
て
見
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以
後
、
こ
の
書
物
の
存
在
を
確
認
で
き
る
中
国
の
目
録
類
は
無
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
唐
代
ま
で
は

確
か
に
伝
存
し
て
い
た
劉
岐
〓
豊
川
述
議
』
　
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
は
亡
伏
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
は
た
し
て
北
宋
の
初
め
の
邪
H
が

実
見
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
林
泰
輔
編
芸
豊
川
年
譜
』
　
(
大
倉
書
店
一
九
一
六
年
)
　
に
よ
る
と
、
そ
の
　
「
近
衛
天
皇
仁
平
元
・
南
宋
高
宗

紹
輿
二
一
・
西
紀
二
五
二
　
の
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
っ
て
、
筆
者
に
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。

九
月
、
左
大
臣
藤
原
頼
長
、
末
の
商
客
劉
文
仲
に
要
吉
目
録
を
附
し
て
、
之
を
進
送
せ
ん
事
を
委
嘱
す
。
目
録
載
す
る
所
数
十
部
中
、

論
語
に
関
す
る
も
の
、
名
賢
論
語
会
解
、
論
語
会
、
仝
解
、
正
義
、
志
明
義
、
述
義
、
論
語
律
等
あ
り
。
(
字
椀
紀
抄
)

仝
解
は
宋
の
陳
祥
道
、
正
義
は
耶
=
内
の
作
に
し
て
、
述
義
は
隋
の
劉
桟
の
述
義
な
る
べ
し
。
そ
の
他
は
考
ふ
る
所
な
し
。
或
は
文

字
の
誤
謬
あ
ら
ん
か
。

つ
ま
り
、
平
安
時
代
末
期
の
左
大
臣
藤
原
頼
長
の
日
記
『
宇
枕
紀
抄
』
に
は
、
南
末
の
高
宗
の
紹
輿
二
十
一
年
(
二
五
一
)
　
に
、
頼
長
が

劉
文
仲
な
る
商
人
　
(
『
宇
根
紀
抄
』
に
よ
る
と
、
父
が
宋
朝
の
人
、
母
が
日
本
人
だ
と
い
う
)
　
に
邪
‖
丙
　
『
論
語
正
義
』
と
と
も
に
劉
舷

『
論
語
述
議
』
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
委
嘱
し
て
い
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
当
時
、
中
国
に
は
ま
だ
　
『
論
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語
述
話
し
が
伝
存
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
頼
長
が
こ
れ
を
注
文
し
た
の
だ
と
見
る
の
が
自
然
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
す
で
に
亡
供
し
て

い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
頼
長
が
注
文
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
た
だ
紹
輿
二
十
一
年
と
い
え
ば
、
郡
‥
困
『
論
語
正
義
』
　
の
編
纂
よ

り
す
で
に
百
五
十
年
も
後
で
あ
る
。
当
時
の
日
中
間
の
情
報
流
通
の
程
度
を
筆
者
は
不
明
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
北
宋
の
初
め
、
耶
H
当

時
に
劉
妓
『
論
語
述
議
』
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
充
分
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

九
　
お
わ
り
に

・

本
稿
を
終
え
る
に
際
し
、
行
論
の
途
中
で
言
及
し
得
な
か
っ
た
二
二
二
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
に
羅
列
的
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

筆
者
が
『
論
語
正
義
』
と
『
五
経
正
義
』
　
の
一
致
す
る
例
を
調
べ
て
い
る
段
階
で
、
す
で
に
こ
の
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
先
学
の
業
績

の
存
在
を
二
つ
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ひ
と
つ
は
清
儒
・
浦
錠
の
　
『
十
三
経
注
疏
正
字
』
と
、
ふ
た
つ
め
は
花
が
国
の
月
洞
議
氏
『
輯
伏

論
語
鄭
氏
注
」
　
で
あ
る
。

既
述
の
通
り
『
論
語
正
義
』
と
『
五
経
正
義
』
　
の
一
致
す
る
も
の
が
八
十
数
例
も
有
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
「
注
疏
」
の
文
章
の
校

勘
の
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
す
で
に
実
行
し
て
い
た
の
が
浦
鉛
　
『
十
三
経
注
疏
正
字
」
　
〓
由
踵
珍
本

初
集
』
所
収
の
沈
廷
芳
『
十
三
経
注
疏
正
字
』
)
　
で
あ
る
。
こ
の
書
は
玩
元
の
　
『
十
三
経
注
疏
校
勘
記
』
　
に
先
立
つ
「
注
疏
」
校
訂
の
先

駆
的
業
績
で
、
そ
の
校
訂
の
精
確
さ
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
玩
元
も
し
ば
し
ば
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

あ
ま
り
に
臆
改
に
過
ぎ
る
箇
所
が
あ
る
と
の
批
評
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
し
て
浦
錠
が
『
論
語
正
義
』
と
『
五
経
正
義
』
が
一
致
す
る
例
を
基
に
校
訂
し
た
箇
所
に
関
し
て
言
え
ば
、
い
ず
れ
も
妥
当
な
見
解

で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
た
だ
し
浦
氏
が
言
及
し
て
い
る
の
は
八
十
数
例
の
う
ち
の
わ
ず
か
に
十
例
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
浦
氏
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が
気
づ
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
そ
の
他
の
例
に
つ
い
て
も
、
豆
経
正
義
』
・
『
論
語
正
義
』
校
勘
の
資
料
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
後
日
に
残
さ
れ
た
課
題
で
も
あ
る
。

次
に
月
洞
話
氏
扇
侠
論
語
鄭
氏
注
二
日
家
版
一
九
六
三
年
)
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
そ
の
書
名
が
示
す
と
お
り
、
亡
供
し
た
郷
玄

の
冨
語
注
」
の
輯
快
の
万
全
を
期
し
た
も
の
で
、
そ
の
博
捜
の
範
囲
は
写
本
残
巻
(
敦
榎
本
な
ど
)
は
も
と
よ
り
、
我
が
国
の
古
文
献

に
ま
で
及
び
、
中
国
に
お
け
る
同
種
の
輯
侠
書
で
あ
る
表
釣
『
鄭
氏
侠
書
』
・
孔
広
森
扇
徳
遺
書
所
見
録
』
・
馬
国
翰
『
玉
函
山
房
輯

侠
書
」
等
を
は
る
か
に
凌
ぐ
労
作
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
「
卜
天
寿
本
」
の
発
見
二
九
六
九
年
)
よ
り
以
前
の
著
作
で
あ
る
た
め
、
こ

れ
を
も
収
め
た
金
谷
治
氏
百
秒
本
郷
氏
注
論
語
集
成
し
(
平
凡
社
一
九
七
八
年
)
に
及
ば
な
い
点
が
あ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
も
の

の
、
他
の
諸
文
献
に
引
用
さ
れ
た
鄭
玄
注
を
輯
侠
網
羅
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
い
ま
だ
に
そ
の
存
在
価
値
を
減
じ
て
い
な
い
と
筆
者
は

考
え
て
い
る
。

さ
て
こ
の
書
の
中
で
月
洞
氏
は
、
鄭
玄
注
が
耶
最
当
時
に
は
す
で
に
伝
存
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
証
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
と
関

連
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

以
上
耶
疏
に
見
え
る
論
語
鄭
氏
注
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ
た
が
、
そ
の
中
で
繹
文
に
拠
る
も
の
が
七
条
あ
る
ほ
か
、
左
侍
疏
四

条
、
尚
書
疏
二
条
、
護
記
疏
二
条
、
周
祀
疏
一
条
、
穀
染
疏
一
条
、
皇
侃
疏
一
条
、
後
漢
書
注
一
条
と
、
そ
れ
ぞ
れ
出
典
が
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
も
、
繹
文
以
外
か
ら
引
い
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
前
後
の
引
用
文
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
耶
疏
が
、
五
経
正

義
そ
の
他
を
丹
念
に
調
べ
、
そ
の
説
を
割
裂
し
て
、
論
語
疏
に
取
り
入
れ
た
こ
と
を
証
す
る
と
と
も
に
、
独
立
し
た
論
語
鄭
氏
注
に

拠
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
(
三
四
五
頁
)
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っ
ま
り
月
洞
氏
は
、
『
論
語
正
義
』
に
見
え
る
『
集
解
』
所
引
以
外
の
鄭
玄
注
は
、
す
べ
て
那
=
丙
が
三
経
正
義
』
等
か
ら
直
接
引
用

し
た
も
の
と
み
な
し
て
お
ら
れ
る
。
郷
玄
注
が
南
宋
時
代
に
融
す
で
に
亡
供
し
て
い
た
と
す
る
月
洞
氏
の
見
解
は
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
『
論
語
正
義
』
が
『
五
経
正
義
』
か
ら
直
接
引
用
し
た
と
見
な
し
て
い
る
点
で
、
筆
者
と
は
少
し
く
見
解
を
異
に
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
本
稿
の
読
者
諸
兄
に
は
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
筆
者
は
冨
樫
正
義
』
が
劉
舷
『
五
経
述
議
』
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と

を
出
発
点
と
す
る
が
、
月
洞
氏
は
現
存
す
る
文
献
の
中
か
ら
郷
玄
『
論
語
注
」
を
輯
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
観
点
が

相
違
す
る
の
で
あ
る
。

○

『
論
語
正
義
』
の
原
資
料
と
し
て
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
が
存
在
す
る
こ
と
は
先
学
指
摘
の
通
り
で
あ
り
(
た
だ
し
そ
の
数
は
意
外
に
少

な
い
)
、
本
稿
に
お
い
て
筆
者
は
こ
れ
に
劉
舷
の
『
論
語
述
議
』
を
付
け
加
え
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
現
存
す
る
文
献
に
徴
す
る
限
り
、

『
論
語
正
義
』
が
こ
の
二
書
の
み
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
冨
経
正
義
』
は
も
と
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
採
用
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
、
唐
・
陸
徳
明
『
経
典
繹
文
』
が
比
較
的
そ
の
数
の
多
い
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
陸
徳
明
は
唐
初
ま
で
在
世
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
『
経
典
揮
文
』
の
成
立
は
陵
の
至
徳
元
年
(
五
八
三
年
)
だ
と
い
う
の
が

現
在
の
定
説
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
劉
呟
『
論
語
述
議
』
の
著
作
年
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
劉
蛇
の
活
動
し
た
時
代

が
隋
代
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
劉
蝮
が
『
経
典
繹
文
』
を
見
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
、
『
論
語
正
義
」
中
の
『
経
典

繹
文
』
に
一
致
す
る
解
釈
も
、
こ
れ
ま
た
劉
怯
『
論
語
述
議
L
を
経
由
し
た
可
能
性
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

○

『
論
語
正
義
』
と
五
経
正
義
」
と
の
一
致
に
つ
い
て
、
筆
者
が
指
摘
し
得
た
の
は
八
十
数
例
で
あ
る
が
(
こ
の
他
に
も
筆
者
が
見
つ

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
例
が
ま
だ
有
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
)
、
そ
の
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
邪
‥
丙
『
論
語
正
義
」
を
綿
密
に
調
べ
て
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い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
そ
の
基
づ
い
た
原
菅
料
が
見
つ
か
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
耶
量
等
の
北
宋
人
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
文
章
が
ど
れ
ほ
ど
有
る
の
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
実
は
唐
冨
経
正
義
』
に
つ
い
て
も
亭
え
る
こ
と
で
、
国
家
的
事
業
と
し
て
、
多
数
の
人
月
を
擁
し
て
短
期
間
の
う
ち
に

計
画
実
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
の
種
の
編
纂
物
は
、
良
く
一
亭
え
ば
過
去
の
遺
産
の
集
大
成
、
悪
く
亭
え
ば
糊
と
鋏
み
で
作
り
上
げ
た
面

が
多
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
個
人
の
長
い
時
間
を
か
け
た
上
で
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
著
作
と
は
異
な
っ
て
、
強
烈
な
個
性
と

か
独
創
性
と
か
、
さ
ら
に
は
新
鮮
味
と
か
と
は
無
縁
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
『
四
庫
提
要
』
が
、
『
論
語
正
義
』
を
漢
学
の
終
着
点
で
あ
る
と
評
す
る
の
は
当
た
っ
て
い
る
が
、
宋
学
の
出
発

点
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
に
は
、
そ
の
具
体
例
の
指
摘
が
無
い
だ
け
に
、
大
い
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
筆
者
の
宋
学
に
対
す
る

知
識
が
乏
し
い
た
め
断
定
す
る
こ
と
は
躊
躇
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
『
論
語
正
義
』
中
に
後
の
宋
学
へ
の
萌
芽
を
見
出
す
の
は
困
難
な
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ま
で
「
義
疏
」
の
学
は
『
五
経
正
義
』
を
も
っ
て
終
焉
し
た
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
唐
末
五

代
を
経
て
北
宋
の
初
め
に
ま
で
膝
々
と
継
承
さ
れ
て
い
た
と
は
、
筆
者
に
と
っ
て
は
発
見
で
あ
っ
た
。
邪
‖
丙
『
論
語
正
義
』
こ
そ
が
六
朝

時
代
の
「
義
疏
」
　
の
学
の
終
焉
で
あ
っ
た
の
だ
。



付録二

論語正義引書索引

凡　例

1本索引の底本には阪刻十経注疏本(嘉慶二十年刊)を用いた。

2　本索引は「書名別索引」と「人名別索引」から成るが、「書名別索引」

は四部分類法により、「人名別索引」は画数順によって配列した。

3　書名・人名ともにF論語正義』の引用順(巻一から巻二十へと)に配

列しているが、引用数の多いF周親　閲記j F左倖」については、後に

その文献本来の体裁に順うものを付加した。

4・「2-5b繋下」とは、F論語正義j巻二の五葉裏にF周易J繋辞下侍

が引用されていることを示す。

・「2-7b君陳[孔安国]」とは、F論語正義』巻二の七菓裏に引用され

たF尚書」が君陳篤であり、同所に孔安國倍も引用されていることを

示す。つまり[]内はその文献の注釈である;



書　名　目　次(四部分類法)

経部

周易[王弼・韓康伯・荘氏]　璋戒易　尚書[孔安国・邸玄]　尚書大

俸　毛詩[毛侍・鄭纂】　韓詩　逸詩　周檀[杜子春・鄭輿・郡司農・

鄭玄]儀檀[鄭玄]穏記[鄭玄・熊安生・皇侃]穏三正記　三穏

園　左侍[貰達・服虔・杜預・沈文阿・劉眩】春秋繹例　公羊侍[何

体]穀梁俸[荘宵]論語注釈者[張南・包成・周氏・馬融・鄭玄・

王粛・王弼・漁周・衛碓・謬協・欒肇・李充・江輿・慕諜・顔特進・琳

公・顧歓・熊埋・皇侃]孟子[趨岐]孝経[御柱]爾雅[舎人・

李巡・孫炎・郭環]　白虎通　五経異義　説文解字　字書　蒼頴篇　字

林　方言　緯古

史部

史記　漢書[應勧・如淳・晋灼・顔師古]後漢書　三國志　青書　世

本[宋仲子]逸周書　汲家周吉　積漢書　後漢記　国語[寿昭]列

女俸　春秋少陽篇　漢檀器制度　漢官俵　大漢輿服志　交州記　別録

七略

子部

孔子家語　筍子　老子　荘子[司馬彪・李析・崔誤]塁子　呂氏春秋

孔叢子　新論　孫子　司馬法　郁子　准南子　博物志

集部

楚辞[王逸]

人　名　目　次(画琴順)

4画　孔安國　王弼　王逸　王粛

5画　包威　司馬彪　玄宗

6画　如淳　江勲



7画　何体　宋仲子　李充　李巡　李膝　杜子春　杜預　沈文阿

8画　舎人　周氏　服虔

9画　苑爵　苑嘩　皇侃　皇帝謡　寿昭

10画　孫炎　晋灼　郭瑛　馬融

11_画　張南　張華　張衡　荘氏　陸棲　崔諜

12画　琳公

13画　董巴　貫達

14画　熊安生　熊埋　遭岐

15画　劉向　劉蛇　劉飲　察言莫　鄭玄　鄭衆　鄭興

16画　衛瑾

17画　應勧　膠協　韓康伯

18画　顔特進　顔師古

19画　詭周

21画　顧歓

23画　欒肇



書名別索引

経　部

周易

ト2a亦可配也(配六二象・大過九五象・解六三象)・亦可喜也(損六四象)

1-8b文言　2-5b繋下　2-9b説卦　4-1b文言　4-5b繋上　4-5b乾文言　4-5b

坤文言　5-6b乾文言　6-2a繋下[韓康伯]7-6a説封　9-1a乾文言10-9a

繋11-7a繋下11-8a遊象12-7b訟象[王弼]12-9b謙未13-1a兄貴

13-9a恒九三[王弼]14-14a乾文言15-2b繋下15-2b既済[王弼]

15-5b既済象旺弼]16-8a易云利見大人16ふ乾文言[荘氏]

注釈:王弼・韓康伯・荘氏

持戒易

14-2b

尚書

1-8b説命　2-7b君陳[孔安國]　2T8a酒詰　2-9b泰誓　3-15a益稜　3-15a

書序(尭典)[孔安國]　7-2b説命　7-12b皐陶設　8-7a舜典　8-7b尭典

8-8a泰誓　8T8b飼貢14-1b大南設14-3b舜典14-3b益櫻14-8a南京

[孔安國]14-16b無逸[孔安國]15-2b舜典16-3b南京16-4a牧誓

16T6b微子16-6b胤政16-6b五子16T7b大内讃[孔安國]18-1b微子

20-3a大南謀[孔安国・鄭玄]20-3a湯詰　20-3a泰誓　20-3a武成20-3a

湯誓　20-3a金牌　20-3a洪範序　20-3b泰誓[孔侍]

注釈:孔安国



尚書大信

尚書大侍2-9a　書俸略説2T9a　書倖8-7b　8-8b

毛詩

1-4a・b魯項間宮1-9a街風洪襖　2-1b魯項駒　2-1b毛詩序　3-2b周項璋

[毛侍].3-5b衛風碩人　3-11b周南詩序　8-2b小雅小量　7-4a詩倖(小

小支)　8-8a鄭玄詩語　8-8a早麓俸　9T9b耶風雄雉　9-10b逸詩　9-10b召

南云唐様之華10-6b邸風紹衣10-8a小雅小明1ト2b大雅抑[毛侍・鄭

箋]12-6a小雅我行其野[鄭箋]14-5a秦風英資[毛俸・鄭箸]14-

16a街風鞄有苦菓14-16a小雅大東[毛博]15-1b魯項間宮15T7b詩序

(大序)17-6a関唯序17-10a小雅蓼韮[鄭箋】

注釈:毛博・鄭玄箋

幸毒詩

韓詩6-9a(五経異義所引)

逸詩

逸詩9-10b

周示豊

1-4a大司徒　ト4a大司馬序官　ト4a小司徒1-4b大司徒1-5a均人　2-8a

考工華人②[鄭注②]　2-10a大宗伯　3-2b楽師[鄭玄]　3-2b小師[鄭

玄]　3-4a大宗伯[鄭注]3-5b考工②　3-9a郷大夫【鄭司農・杜子春・

玄]3-9b天宮司菜[注・鄭司農]3-9b考工　3-10b大史[鄭玄]　3-10b

司尊葬　3-14b封入[鄭玄]　3-14b鼓人　3i-14b大司馬　5-4b小司徒・匠

人　5-4b周産有大行人小行人　6-3a地官遂人　6-3a大司徒　7-2a師氏[注]

7-2b保氏[注]　7-4a司馬序官　7-4a秋官條狼氏[注]　7-4b序官(秋條

狼)　7-8b夏官司弓矢[注]　8-3a天官蓮人　8-3a塩入[鄭注]　8-4a郷



6

大夫　8-8a大宗伯　8-9a司服　8-9b考工匠人[鄭注]9-3b周種大事六卿

之長10-2a・2昭)大行人[邸注②]10-2b司俵10-4a大宗伯③【注②]

10-4a②・4b②玉人[注]10-4b大行人10T4b典瑞10-4b鄭注′ト行人②

10-5a大行人10-5a小行人【邸注]10-6b考工[注・郡司農】10-8a周

檀云正月之書10-11b小事[注]10-11b司書1ト5a天官大由1ト5a王

府1ト5a内府11-5a外府1ト12b大宗伯[鄭玄注]1ト12昭)秋宮司俵

[注]1ト3a春官女巫12-5b我師12-7a大司冠[注]13-3b大事[注]

14-4b秋官有大行人小行人14-8a旬師[鄭興]14-14b秋郷士[鄭玄]

14-16b天官序官[鄭注]15-1b周檀(書名に非ず)15-1b司馬序官15

-3a大司徒15-3a達人15-5a巾車[鄭玄]15-5a弁師[鄭玄5b]16-

4a考工記[鄭玄・郡司農]17-10a司柾[鄭玄注・鄭司農]18-2a司冠

有士師郷士[鄭玄]18-5a考工記【鄭注]

天官

序官

大事

小事

旬師

邊人

徳人

大府

玉府

内府

外府

司書

司裏

地官

大司徒

小司徒

14-16b【鄭注]

9-3b周確大事六卿之長13-3b【鄭注]

10-11b[注]

14-8a[鄭興]

8-3a

8-3a[鄭注]

11-5a

11-5a

l1-5a

l1-5a

l0-11b

3-9b[注・鄭司農]

1-4a　1-4b　6-3a　15-3a

1-4a　5-4b



郷大夫

封入

鼓人

載師

均人

師氏

保氏

遂人

春官

`大宗伯

司尊尭
ヽ

典瑞

司服

欒師

小師

女巫

大史

巾車

夏官

序官

大司馬

司柾

弁師

司弓弓

秋官

序官

大司志

士師

3-9a[鄭司農・杜子春・玄]　8-4a

3-14b【鄭玄】
1

3-14b

12-5b

1-5a

7-2a[注]

7-2b[注]一

6-3a　15-3a

2-10a　3-4a[鄭注]8-8al0-4a③[注②]11-12b[鄭注]

3-10b

l0-4b

8-9a

3-2b[鄭玄]

3-2b[郷]

11-13a

3-10b[邸玄]

15-5a[鄭玄]

]卜4a　7-4a15-1b

3-14b

17-10a[鄭玄注・鄭司農]

17-5a[鄭玄5b]

7-8b[注]

7-4b

12-7a[注]

18-2a周砥司冠有士師郷士



小行人

18-2a周祀司冠有土師郷士14-14b[郁玄]

7-4a

5-4b周穏有大行人小行人10-2a・2t増)[鄭注②】10-4bl0-

5a14-4b周祀秋官有大行人小行人

5-4b周鐙有大行人小行人10-4b②鄭注小行人10-5a[鄭注]

14-4b周檀秋官有大行人小行人

10-2b10-12b(9[注]

2-8a[注]3T5b②　3-9b10-6b[注・鄭司農]16-4a【邸玄・

鄭司農]18-5a[鄭注]

10-4a(参・4b(塾[注]

8-9b[鄭注]　5-4b

2-8a[鄭注]

周檀云正月之書10-8a

注釈:杜子春・鄭興・鄭司農・鄭玄

儀赤豊

2-4b有司徹　3-4b②燕硯・大射　3-4b郷射記　3-9b郷射記　3-10b聴祓注

6-2b碑碓記[鄭注]6-9a特牲檀　9-2a士冠穏・記　9-2a燕穏[鄭注]9-

2a親穏10-2b③碑穏[鄭注]10-4a塀櫨10-4b聴祇記10-4b碑穏10T

5a観祀[鄭注]10-5a碑穏・記10-5b碑祓[注]10-7a士冠檀[注]

10-7a碑祇[注]10-7b喪服[注]10-8a士冠桂[注]1ト13a碑檀17

-9a喪服

注釈:鄭玄

示豊記

1-1b學記1T2a内則1-2a王制[鄭玄]I:ト2a文王世子[鄭玄]1-2a②

學記　ト2a子夏(檀弓上)[鄭玄注]1-4a坊記　ト4a明堂位　ト4b王制



9

1-5a王制　2-4b中庸[鄭注]　3-1b祭統　3-2a明堂位　3-2a祭法　3-2b曲

穂下　3-4a王制　3-5b欒記　3-6a郊特牲[鄭注]　3-10b玉藻　3-11a玉藻

[鄭玄]　3-11a祭法　3-13b郊特牲[鄭玄・熊氏]　3-14b明堂位　3-15a

欒記【注]　3-15a穏器[注]　4-1b表記　5-1b鄭注檀弓上　5-2a明堂位

[注]　5-4b大學[鄭注]　5-6b中庸[注]　6-5a鄭注曲踵上　7-1b玉藻

7-・2a少儀[鄭注]　7-2a・2b孔子(中庸)7-3a檀弓上　7-3a少俵　7-3b檀

弓下J7-10b曲踵上　7-10b犬侍　7-10b②坊記　9-4b頑豊器　9-9b玉藻[鄭

玄]10-2b聴義10-2b郊特牲10-3b曲祓上[鄭注]10-4b②玉藻[鄭

注]10-5a・5b踵器10-5a郊特牲10-6b檀弓上[注]10-7a④玉藻[熊

氏・皇氏]10-7b②郊特牲[注]10-7b②玉藻10-7b探衣10-7b縫斉

倍要(玉藻)10-7b檀弓下[注]10-9a③玉藻10-9b曲檀上10-10b曲祓

上[注]10-11b曲桂上10-12a曲踵上[注】1ト7a高柴穏記作子皐(檀

弓上・下)11-12b王制[注]1ト13a玉藻12-1b③曲檀上12-7b大學

[鄭注]12-8b大學[注]13-2b示豊運13-2b柴記13-3a描衣[熊氏]

13-5b少儀14-8a郊特牲[鄭玄]14-16b喪服四別14-17a王制・中庸

14-17b雑記上14-18a檀弓下15-1b②明堂位[鄭注②]15-3a②玉藻

15-5a明堂位[邸注]16-3b王制[鄭注]16-4a明堂位[鄭注]17-7b

【皇氏]玉藻17-10a②喪服四制17-10a檀弓上17-10a三年間[鄭玄]

18-5a月令[鄭注]

曲檀上

曲薩下

枝弓上

檀弓下

王制

月令

7-10b10-3b[鄭注]10-9bl0-10b[注]10-11b10-12a

[注]12-1b③　鄭注曲祓6-5a

3-2b

1-2a子夏[鄭玄注]　7-3a10-6b[注]17-10a

11-7a高柴醒記作子皐(上・下)　鄭注檀弓5-1b14一字b

7-3bl0-7b[注]14-18a　鄭玄注檀弓8-3a

1-2a[鄭玄]1-4b1-5a　3-4a11-12b[注]14-17a16-

3b[鄭注]

18-5a[鄭注]　汲家有月令篇17-10a
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文王世子

示豊道

南豊器

郊特牲

明堂位

犬侍

少儀

學記

欒記

雑記上

祭法

祭統

坊記

中庸

表記

緒衣

三年間

探衣

大學

碑義

喪服四制

ト2a[鄭玄]

13-2b

3-15a[注]　9-4b10-5a・5b

3-6a[鄭注]　3-13b[鄭玄・熊氏]10-2b10-5a10-7昭)

[注]14-8a[鄭玄]

1-2a

3-10b　3-11a[鄭玄]　7-1b　9-9b[鄭玄】10-4t唾)[鄭注]

10-7a④[皇氏]10-7b②・10-9a③10-7b縫帝倍要11-13a

15-3a②17-7b[皇氏]

ト4a　3-2a　3-14b　5-2a[注]・15-1b②[鄭注(む]15-5a

[郁注]16-4a[鄭注]

7-10b

7-2a[郡注]　7-3a13-5b

ト1b　ト2a②

3-5b　3-15a[注]13-2b

14-17b

3-2a　3-11a

3-1b

ト4a　7-10b②

2-4b[鄭注]　5T6b[注]　7-2b孔子14-17a

4-1b

13-3a[熊氏]

17-10[鄭玄]

10-7b

5-4b[鄭注]12-7b[鄭注]12-8b[注]

10-2b

14-16b17-10a②

注釈:鄭玄・熊安生・皇侃
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示豊三正記

2-9a(参

三祀固(阪吉甚)

祇園15-1b15-5b　院講三種園15-5a

左偉(春秋を含む)

1-5a荘29[往]1-5a債201-8a裏19　2-1a裏312-3a定6　2T3a衷17　2-

4b哀12[貰達]　2-7a季孫肥　2-10a倍10　3-1b②隈5[杜預②・服虔②]

3T3b閉13-3b裏4　3-8b裏10　3-8b成2[杜注]一3-10a債33　3二10a哀24

3-10b文16　3-10b債5　3-10b嚢29　3TlOb杜預春秋繹例　3-11a文6　3-14b

嚢25　3-14b隈13-14b②昭20　5-1b昭7　5T2b成13[服虔]5-4b隠4[服

劇　5-4b裏27　5-7b孔文子　5-7b子産　5-7b裏30　5-8a量子　5-8b文2

5-10a文6[杜預]　5-10a文4[杜元凱]　6-1b子桑　6-2b昭3[杜注]　6

-4b衰7　6-4b昭12　6-6b裏23　6-6b哀11[杜預6-6a]　6-6b②定4　6-7a

走14[杜注]　7-4b荘117-5b定14　7-5b衷2　7-5b哀2　7-5b哀3　7-7a

菓公　7-10a文10[杜注]　7-10b哀12　7-10b倍1[杜預]　8-3a宣15・裏

31・裏24②　8-9a宣16　9-3b衷12　9T7a哀11【杜注]10-9a裏210-11b

裏611-3b裏1[杜注]11-7a哀1511-7b定1511-7b哀711-12b隈3

11-12b昭311-13a桓5[杜預]12-1b[劉呟]昭1212T3a哀1412-5a

宣1512-7a陳氏13-4b裏2913-6a昭25[杜預]14-1b倍9[杜預]

14-2b・3a裏4[杜注]14-3a哀114-4a裏3114-5a昭20[杜注]14-5

a②子西公孫夏・子西公子申14-6a裏23[杜注]14-7a②裏23[杜預]

14T7b債2814-8a倍4[杜注・沈氏8b]14-9a荘8[杜注]14-9a荘8

14-9a荘914-10a成2[杜預]14-11a哀1414-11b哀1114-13b成3・倍

2414-14b哀13[杜注]14-17a昭1215-1a衷1115-5a桓2[服虔・杜

元凱・沈②]15-8b文18[杜注]15-10a昭7[杜注]16-5隈616-5b

昭2516-5b定516-6a文1816-6a季氏三代16-8a昭717-3a定5・定8・
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定1219-7a定1019-7b裏29[服鹿本・晋宋杜本]

隠公13-14b　311-2b　45-4b[服劇　53-1t①[杜預②・服皮②】

616-5a

桓公215-5a【服虔・杜元凱・沈②]511-13a【杜預]814-9a[杜

注]　914-9a117-4b　291-5a[注]

閏公13-3b

悟公17-10b[杜預]414-8a[杜注・沈氏8b]53-10b　914-1b〔杜

預]102-10a　201-5a　2116-3b[杜注]2414-13b　2814~

7b　333-10a

文公25-8b　45-10a[杜元凱]63-11a　5-10a[杜預]107-10a

[杜注]163-10b1815-8b[杜注]16-6a

宣公158-3a12-5a168-9a

成公23-8b[杜注]14-10a[杜預]314-3b135-2b[服虔]

業公111-3b[杜注]210-9a　43-3b14-2b・3a[杜注1610-11b

76-4blO3-8b191-8a　236-6b14-6a[杜注]14-7a②[杜

預]248-3a②　253-14b　275-4b　293-10b13-4b19-7bl服

虔本・晋宋杜本]　305-7b　312-1a　8-3a14-4a

昭公36-2b[杜往]11-12b　75-1b15-10a[杜注]16-8a126

-4b[劉杖12-1b]14-17a　203-14b②14-5a[杜注]2513-6a

[杜預】16-5b

定公46-6昭)516-5b17-3a　62-3a　817-3a1019-7a1217~

3a146-7a[杜注]　7-5bl511-7b

哀公114-3a　27-5b　37-5b　711-7bll貿服杜預注左博5-2b　6-

6b　9-7a[杜注]14-11b15-1a122-4b[貢達]7-10b　9-3b

1314-14bl杜注]1412-3a14-11a1511-7a172-3a　243-

10a

注釈:買達・服虔・杜預・沈文阿・劉舷
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春秋繹例(晋・杜預)

杜預春瑚睾例3-10b　杜預7-10b

公羊偉

1-1b隈11[何体]　3-2a昭25　3-2a[何体]隠5　3-6a文2　3-6b文2[何

体]　3-8b文13　3-11a文6　3-13a隈2[何体]12-5a宣15[何休]16-

5a昭2516-6a文18

注釈:何体

穀梁倍

7-3a隈112-5a宣1514-9a荘27[誼制

注釈:龍宮

論語注釈者

張萬(沃)　　張包周本3-12

包成(後沃)　張包周本3-12

周氏(後漠)13-5b　張包周本3-12

馬融(後漠)　3-9a18-8a

鄭玄(後漢)　序-1a1-2b　3-2b　3-4a　4-2a　5-2b　5-3a　5-4b②　5

-5b　5-6a　5-8a　6-1b　6-2b　6-3a　6-5a　7-10b　6-1b

8-1a　8-4a　8-9a　9T3b　9-4b l0-7a lト1b11-7a

13-5b14-10a14-15a14-16a18-1a18-8a　20-3a

王粛(放)　18-1b②

王弼(貌)　　7-1a　7-2a l1-7a14-15a15-10a18-7a

戯周(晋)　ト2a

衛碓(昔)　　5-12a

謬協(晋)　　7-11a17-10a

欒肇(晋)　　6-10a
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李充(晋)　　7-7a15-9b

江輿(晋)　13-7b14-5a17-4b

察言莫(晋)　　6-10a

顔特進(劉宋)15-9b

琳公(劉宋)　7-9b

顧歓(齋)　　願憧7-9b

熊埋(?)　　熊氏ト2b

皇侃(梁)　皇氏1-1b1-2bl1-1b(確記義疏)10-7a17-7b

孟子

1-5a高車下　2-3b志心上[趨岐]12-5a・5昭)膝文上[趨岐]

注釈:趨岐

孝経

1-5bllT8a13-2b廣要道19-4b[往]

注釈:玄宗御注

爾雅

序-4b話下1-2b話下　2-1a天[郭嘲　3-1a話下　3-2b話下　3-5b話(現

行本に無し)3-13b官[郭瑛15-2b言[郭環15-3b言[郭瑛・孫炎]

5-5b宮[郭瑛・李巡]5-8b②宮[郭瑛]74a訓[舎人・郭瑛②・李巡]

7T4b言　8-3a器　8-7b話下　9-1a話下　9-10b木[舎人・郭瑛]10-3b宮

[孫炎]10-4b器10-5a話下10-6b器10T9a②器[郭瑛]11-5a話

下11-5a話上13-3b天[郭瑛]14-5a話下14-10a言14-15a言14.

16a水[孫炎]14-16b誌上16-4a獣【郭瑛]

注釈:舎人・郭瑛・李巡・孫炎
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白虎通

1-1b　2-8b②　ト9a17-6a

五経異義

異義6-9a

説文解字

1-1b　2-8a②　4-2a②　7-8b10-7a10-9a14-2b②14-16a14-18a

16-4a③17-10t唾)18-6a

字書

11-7a

蒼詩篇

蒼頴篇10-9a

字林

字林10-9a

方言

5-3b16-4a

経書

易緯通卦験3-1b　易緯20-3a　洛予命2-9b　祀緯稽命徴2-9b　聖経稽耀嘉2

-9a③[注③]春秋緯元命包2-9a　元命包3-15a　接神契9-4b　孝経説5-6b

注釈:鄭玄
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史　部

史記(沃・司馬遷)

序一4b孔子世家ト2b弟子列樽1-3a弟子1-3b司馬撰五倍1-6a弟子

1-7a弟子博1-8a蘇秦倖　2-3a・3b弟子侍　2T4b弟子停　2-6a・6b弟子侍

2-6b魯周公世家　2-7a魯世家　3-4a弟子倖　3-8b孔子世家　3-11b魯世家

5-1a・1b弟子俸　5-2b弟子俸　5-3b弟子倍　5-4b弟子侍　5-5b弟子　5-6a

弟子　5-10b伯夷列博　6-2b弟子倖　6T3a弟子侍　6-3a孔子世家　6-5a・

6b弟子侍　6-10a孔子世家　7-7b孔子　7-10b弟子　8-1b呉世家　8T7a五帝

本紀　8-7b魯世家　8-7b五帝本紀　8-8b周本紀　9-3a孔子世家11-3a②

孔子世家11-7a弟子博11-12b弟子博12-2a弟子俸12-6b田完世家

13-2a孔子世家14-3a夏本紀14T8b封禅書14-9a封禅書14-14b弟子侍

15-2a孔子世家16-5a②周本紀16-6a負世家18-1b②宋世家18-1b周

本紀18-2b②魯　20-3a末世家

漢書(後漢・斑固)

序-1a彗文志　序-2a③[顔師古]・2b【應勧]百官公卿表　序一2a夏侯勝俸

序-2a蒲望之博　序-2b葦玄成侍　序一3a百官公卿表　序-3a王台俸　序一3a

魯共王博　序T3b東方朔博　序-3b程方進侍[如淳]序-3b重文　序一4b地

理志　序-4a②張商俸　序-4b馬融　序-4b百官　序-5a百官　序-6a②・6b

[顔師古②・應勅・晋灼・如淳]百官　2-1a天文志　5-8a・8b食貨志　5-

4b地理　5-11a地理[應勧]　5-11b蛮文　7-4b祀欒志　7-6a儒林博12-5b

食貨14-14b[應勒]刑法16-3b地理16T5a地理　20-3b②律暦志

注釈:應勧・如淳・晋灼・顔師古

後漢書(劉宋・苑嘩)

後漠儒林俸　序-4a　東夷俸9-6b　花嘩14-11b桓菓停
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三国志(晋・陳儒)

貌志　序-5a

害書(晋・王隈?)

晋書　序-6a　青書杜預俸14-17a

世本

5-1b　5-8a　7-1a　7-7a　8-7b14T6b15-5a[宋仲子]19-7a　20-3a

注釈:宋仲子

逸同書

註法　2-3a②　2-6b　2T7a　3-11b　5-7b　5-8a②　5-10a②14-6b14-

10b19-5b19-7a　20-2a(診　周書月令17T9b周書孔子所刑尚書百篇之幹也

汲罪周書

汲家有月令篇17-10a(参考:F逸周書j　と　F汲家周書」は別文献である。)

絹漢書(晋・司馬彪)

司馬彪漢書輿服志15-5a

後漢紀(晋・表宏)

序-4b

国語

魯語2-5a下　3-6b上15-6a上　外博8-8a周語下　寺昭8-7b音譜八?

注繹:寿昭
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列女偉(漠・劉向)

15-6a

春秋少陽篇

5-10b

漢示豊器制度

15-5a

漢官儀(後漢・感動)

應勅漢官儀　序-2b

大漢輿服志(貌・董巴)

董巴輿服志15-5a

交州記(晋・劉紋期)

16-4a

別録(漢・劉向)

劉向別録8-7b

七時(漢・劉歌)

序-5a

子　部

孔子家語

家語七十二弟子篇1-7a　5-1a　5-1b　5-2a　5-6a　5-8a　9-4a11-3b王

粛注家語1ト7a18-1b
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有子

筍蜘18-7a

老子

老子14-1b　老子徳経16-8a
l

荘子

7-1a[李・崔]遺遥遊`15-6a盗妬　司馬彪柱荘子18-1b

注釈:司馬彪・季輯・崔課

墨子

20-3a

呂氏春秋

呂氏春秋仲冬紀18-1b

孔叢子

孔叢8-8a

新論

序-3b

孫子

孫子兵法8二7b

司馬法

司馬法1-4a　5-4b　司馬法謀帥篇6-6b
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郁子

17-10a(周檀鄭注所引)

准南子

6-5a14-2b

博物志(晋・張華)

張華5-1b　博物志13-3b

楚高辛

楚離天問8-8b[王逸注]14-2b

注釈:王逸

集　部
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人名別索引

4画

孔安国(漢・尚書注)

2-7b却陳　2-10a湯誓　3-15a尭典序14-2b五千之歌14-8a飼貢14-16b

無逸16-4a費誓16-8a大南諜18-1a微子　20T3a大郎莫　20-3b泰誓

王弼(親・周易注・論語注)

(周易注)12-7b訟・13-9a恒15-5b既済

(論語注)7-1a　7-2a、1、1-7a14T15a15-10a18-7a

王逸(後漠・楚辞注)

8-8b天間

王粛(乱・尚書注・論語注)

(尚書il三)8-8a　(論語注)18-1b②

5画

包成(後漢・論語注)

張包周本3-121)

司馬彪(音・荘子注)

六川i彪茄子が三18-1b

玄宗付f・孝紅注)

19-4b
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如淳(貌・漢書注)

序-3b至重文志　序-6a百官公卿表

江照(晋・論語注)

13-7b14-5a17-4b

6画

7画

何体(後漠・公羊樽注)

ト掴慧113-1b隠5　3-2a隠5　3-6b文2　3-12b文2　3-13a隠21ト6a偵9

12-5a宣15

宋仲子(後沃・世本注)

15-5a

李充(晋・論語注)

7-7a15-9b

李巡(後漠・爾雅注)

5-5b繹宮　7-4a鐸訓

李匝頁(晋・荘子注)

7-1a迫遥遊

杜子春(後漢・周祀注)

3-9a郷大夫
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杜預(晋・左停注・春秋繹例)

左傍注　1-5a荘29　3-1b隠5　3-8b成2　3-12b文2　5-2b衷115-10a文6

5-10a文4　6-2b昭3　6-6a衷116-7a定14　7-10a文10　9-7a衷

1111-3b衷1411-3b裏111-6a隈311-13a昭2511-13a桓5

12-5a宣15-・13-6a昭2514-1b倍914-2b哀414-3a襲414-5a

昭2014-6a裏2314-7a喪2314-8a倍414-9a荘814-10a成2

14-14b衷1315-5a桓215-8b文1815-10b昭716-3b倍21

18-1b情15

晋来社本19-7b

春秋繹例　3-10b　7-10b

沈文阿(陳・左侍義疏)

沈氏14-8b倍4　沈15-5a(診桓2

舎人(後漢・爾雅注)

7-4a揮訓　9-10b澤木

周氏(後漢・論語注)

周氏13-5b　張包周本3-12b

8画

服慶(後漠・左倖注)

5-2b哀115-2b成13　5-4bF雲415T5a桓218-1b倍15　服虔本19-7b

9画

箔宵(晋・穀梁侍往)

14-9a荘27
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苑嘩(劉宋・後漢書)

序-4a儒林侍　9-6b東夷侍14-11b桓菜侍

皇侃(梁・論語義疏・祀記義疏)

皇氏(論語義疏)1-1b1-2bl1-1b(沌記義疏)10-7a玉藻・17-7b玉藻

皇甫語(晋・帝王世紀)

皇甫誰8-8a　20-3a②

毒昭(具・囲語注)

8-7b晋語八?

10画

孫炎(規・爾雅注)

5-3b繹言10-3b繹宮14-16a鐸水

琶灼(晋・漢書注)

序-6a百官公卿表

郭嘆(肯・爾雅注)

2-1a繹天　3-13b繹宮　5-2b繹言　5-3b繹言　5-5b繹宮　5-8b繹宮　7T4a

②繹訓　9-10b輝木10-9a②繹器13-3b繹天16-4a繹獣

馬融(後漢・論語注)

18-8a
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11画

12画

13画

張萬(漠・論語)

張包周本3-12b

張華(晋・博物志)

張華5-1b　博物志13-3b

張衡(後沃)

張衡西京斌19-7b

荘氏(?・周易柱)

16-8a

陸機(具)

9-10b

崔諜(肯・荘子注)

羅7-1a遺遥遊

琳公(劉宋・論語洵

7-9b

董巴(認・本荘輿服志)

董巴輿服志15-5a
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冒達(後沃・左俸注)

2-4b衷12　5-2b哀1114-2b衷4

14画

熊安生(北周・祀記義疏)

熊氏3-13b郊特牲10-7a玉藻13-3摘依

熊埋(?・論語注)

熊氏ト2b

超岐(後漢・孟子注)

2-3b童心上12-5a・5b膝文上

15画

劉向(漢)

劉向18-8a　劉向別録8-7b　列女侍15-6a

劉鉉(隋・春秋述議)

12-1b昭12

劉音欠(漢)

七略略　序-5a

蕪言葉(晋・論語注)

6-10a

鄭玄(後漢・尚書注・毛詩箋・周祀注・俵硯注・祀記注・論語注・緯書注)

尚書注　　2-9a尭典　2-9b尭典　8-8b西伯　20-3a大内謹
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毛詩箋　　鄭玄詩語8-8a　8-8b早麓　8-8b詩語11T2b抑12-6b我行其野

14-5a薙芭17-10a蓼茂

周祀注　　序-1a大司欒1-2a大司徒　2T8a(参車人　3-1b大師　3-2b架師

3-2b小師　3-4a大宗伯　3-9a郷大夫　3-9b司菜　3TlOb大史　3

-14b封入　5-2a舎人　7-2a師氏　7-2b保氏　7-4a條狼氏　7-81)

`司弓矢　8-3a酷人　8-9b匠人10-2a考コ二記10-2b②大行人

10-4a(9大宗伯10-4a玉人10-5a小行人10-6b考ニl二記10-

11b小事10-12a興人11-12b太宗伯1ト12b・13a司俵12-5b

(む匠人12-7a大司冠13-3b③楕人・大事(913-4a大司欒

14-14b郷士14T16b天序Tl15-5a巾車15-5b弁帥16-4a考

工記17-10a司擢18-2a士師18-5a考工記

儀示豊注　　3-10b聯祀　6-2b脾祀　9-2a喪服　9-2a燕祀10-2b堰雌.10-5a

(計剋祀10-5b聴祀10-7a士冠祓10-7a聯祀10-7b喪服10

-8a士冠砥

穏記注　　ト2a王制1-2a文王世子　2-4b中庸　3-4b射義　3-6a王制　3-

6b　郊特牲　3-11a玉正　3-13b郊特牲　3-15a契記・3-15a祀器

5-1b壇弓上　5-2a明生位　5-4b大學　5-6b中庸　6-5a曲橙上

7T2a少儀　8-3a壇i-1下　9-9b玉藻10-3b曲綾上10-4b玉藻

10-6b壇弓上10-7b郊特牲10-7b拉弓下10-10b曲櫨上10-

12a曲薩上11-12b王制12-7b大學12-8b大學14-2b檀弓上

14-8a郊特牲14-16b衷服四制15-1b(む明堂位15-5a明堂位

16-3b王別16-4a明堂位17-10a三年間18-5a月令

論語注　　序-1a1-2b　3-2b　3T4a　4-2a　5-2b　5-3a　5-4b(9　5-5b

5-6a　5-8a　6-1b　6-2b　6-3a　6-5a　7-10b　6賀1b　8-1a

8-4a　8-9a　9-3b　9-4b　10-7a　11-1b l1-7a　13-5b　14-

10a　14-15a　18-1a　18-8a　20-3a

持書注　　2-9a③聖経稽耀嘉注
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鄭衆(鄭司農　後漢・周祀注)

鄭司農　3-9a郷大夫　3-9b司袋10-6b考工記16-4a考工記~17-10a司磋

鄭興(後漢・周蔵注)

14-8a旬師

衛埴(晋・論語注)

5-12a

16画

1・7画

應劫(後漠・漢書注・沃官儀)

應勧　序一2b百官公卿表　序-6a百官　5-11a地理志14-14b刑法志

應勧荘官儀15-5a

繹協(晋・論語注)

7-11a　17-10a

韓康伯(晋・周易注)

6-2a繋辞下

顔特進(劉宋・論語注)

15-9b

18画

顔師古(唐・漢書注)

序-2a百官公卿表　序-6a・6b②百官
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19画

21画

23画

誰周(肯・論語注)

1-2a

顧歓(斉・論語注)

顧倣7-9b

欒肇(肯・論語注)

6-10a



論語正義・五経正義対照表

本末はF論語正義j　と　F五経正義」とでその解釈が一致する箇所につい

て、阪刻十三経注疏本を底本として、その巻数・乗数(表裏)を対照させ

たものである。

左端はF論語jの篇名・章番号で、その右はF論語正義j玩刻本の巻・

葉を表す。その次に最も一致する数の多いF春秋正義j　を、次いでF祀記

正義」を配した。右端にF周易正義j F尚書正義」F毛詩正義j　をまとめて

いる。

たとえば本稿六節の最後に引用したF論語正義j F尚書正菰=簡秋正義」

の三F正義」が共通する例についていえば、

論語 論語疏 春秋疏 面豊記疏 その他

憲 問 5 14 -2 b 29 -2 3a 書疏7- 5b

がこれに該当する。
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論語 論語疏 春 秋疏 感 記疏 その他

序

学面 5

.6

為政 11

4 a b

6a

1-4 a b

ト 5b

2-4 b・5a

2 - 1b

1- 2 1b

3 8- 28 b

3- 26 a

53 -8 b・9a

詩疏20 -2- 1 1b

詩疏 15-3 -3 b

書疏7「lO q ・

23

八 愴 1

2 -9 ab

3 - 1b

6 - 12a b・13 a

2 5- 16 ab

6 -2 1a

1 3 - 1b 3- 26 b

5 3 -3 b 1 1- 2a

10 3 -6 b 18- 12 b

15

17

17

3 -8b

3 -10 ab

3 -10 b・11a

2 5-7 a

1 9A- 4 ab・5a

2 1

22

24

3 -1写b

3- 13 b

. 3- 14 b

18 -8 a

2 -2 0 a

2 4

2 4

3- 14 b

3- 14 b

49 -4 a

58- 2 7a

里仁25

公 冶 2

4

4 - 5b

5- 1b

5-2 ab

易疏ト26 b

易疏 ト10b

5 5-2 b ・3a 27- 1 5b

10

13

5-5 b

5-6 b

4 0- 17 a
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i#ゝ 三五
11吋0日

論語疏 春秋疏 穏記疏 その他

18 5-8ab 35-18a

10-5a

4-3ab

詩疏16-2-11ab

書疏2-26a-

18 5-8b 18-15a

19 5-9b 23-5b

確也10 6-5a 38-15b

11 6-5a 2卜11b

15 6-6b 35-13a

31 7-10ab 19A-24a

31 7-10b 59-1a

31

泰伯 4

20

20

20

7-10b・11a

8-7b

8-7b・8a

8-8a

12-3ab

35-22b

24- 14a

1-24a

20

21

子苧 1

9

8-8ab

8-9ab

9-1a

9-4b

詩疏譜序7b・8a

易疏ト10b

郷党 4

4

10-31)

10-4ab

15-5b

29-5b

30-5b

5

6

12

18

22

10-7a

10-8b・9a

10-10b

10-11b

10-12a

30-1b

2-19b・20a

3-24a
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論語 論語疏 春秋疏 面豊記疏 その他

先進 6

8

顔淵 1

9

12

13

20

11-2b

11-3b

12-1b

12-5ab

12-6b・7a

12-7b

12-9b

29-3b

45-38b

24-6b・7a

9-27b・28a

5 1-13b

60- 12b

55-5ab

詩疏18-ト12b

易疏2-32a

子路 1

3

14

13-1a

13-2b・3a

13-5b・6a

易疏6-9b

書疏7-5b憲間 5 14-2b 29-23a

5 14-3a 29-22b・23a 書疏7-9ab

15 14-7b・8a 16-30ab

15 14-8ab 12-11b・12a

17 14-10a 25-15a

21 14-11b 59-19b

34 14-13b 26-3a

40 14-7ab 2-24ab

衛㌶ 1 15-1b 58-27ab

6 15-3a 5-13b

11 15-5a 5-8ab

11 15-5ab 5-9b・10a

14 15-6a 16-6b

28 15-8b 20-17b
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払至五
P間口u

論語疏 春秋疏 祀記疏 その他

37 15-10ab 44-11b

29-2 1ab

書疏1卜16ab

季氏 1

1

16-4a

16-4a

21-8b

14-13b

8

陽貨17

16-8a

17-7b

易疏1-20b

書疏10-14a・18a

19

微子 1

17-9b・10a

18-1a

22-25a

1 18-1b 書疏10-15a

吉疏4-10a

子張24

尭日 1

19-7b

20-3a

39-4b

1 20-3a 書疏2-5b
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On the original text of The Lunyu-

Zhengyi論語正義

Fumichika NOMA

In this paper, I attempt to present a new theory on the original

text of The Lunyu-Zhengyi compiled by Xing-Bing　用:・討(932-1010).

Firstly, I point out the fact that The Lunyu-Zhengyi have many

the same contents of commentary as The Wujing-Zhengyi　五経正義,

especially, as The Chunqiu-Zhengyi　春秋正義　have.

Secondly, I supporse the existence of one author who wrote The

Chunqiu-Zhengyi, The Shangshu-Zhengyi　尚書正義　The Maoshト

Zhengyi　毛詩正義　and a commentary of Lunyu　論語. His name is

Liu Xuan　劉妓(549-617) in the Sui　隔　dynasty.

In conclusion, I present a new theory that the original text of The

Lunyu-Zhengyi is The Lunyu-Shuyi論語述議　written by Liu-Xuan.
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